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エリート消防士は揺るがぬ熱情で一途愛を貫く～３か月限定の妻なのに愛し囲われました～










プロローグ




　狂暴な獣のように襲いくる真っ赤な炎と立ちのぼる黒煙、当たり前に続くものと信じていた日常を奪われる絶望感。二十年前のあの日は、人生でもっともつらい記憶として今も羽は山やま美み月つきの心に消せない影を落としていた。

『晴はる馬まなんか大嫌い！』

　せめてあれだけは、大好きだった彼に告げてしまったその言葉だけは取り消したいと、何度願ったことだろうか。もちろん、叶うはずはないと知っているけれど――。




　時刻は夜九時。豊とよ洲す駅近くに立つ雑居ビルの、三階に入っている小さなバー。

　とある事情により、恋人と仕事をいっぺんに失うはめになった美月はカウンター席でひとり、ヤケ酒をあおっていた。

（バーなんて初めて来たけど……）

　黒猫のかわいい看板に惹ひかれてふらりと立ち寄ってみたのだが、ひとり客が多く、静かで居心地がよかった。安心して、失意に暮れられる。

　間接照明の淡い光がドン底にいる美月の横顔を照らす。輪郭は綺き麗れいな卵型で、どちらかといえば切れ長ですっきりとした目元に小さめの鼻と口。和顔だとよく言われる。

　美月の仕事はホテリエ、ホテル従業員の総称だ。

　そのため、ヘアメイクは華やかさと知的さを両立できるように心がけている。ファンデーションはマットな陶器肌に仕上がるもの、アイシャドウは上品な艶感のあるブラウン、リップは明るいローズカラー。

　職場で制服に着替えるので通勤ファッションは比較的自由。今日は、ミントグリーンのシフォンブラウスにネイビーのマーメイドスカートを合わせている。仕事中のお団子ヘアはほどいて、長い黒髪はゴールドのヘアクリップで留めていた。

　自身の目の前に置かれたグラスを、美月はぼんやりと見つめる。

　底のほうにあと少しだけ残っている、ビールと白ワインを混ぜたカクテル、ビア・スプリッツァーをクイッと飲み干し、今日何度目かわからないため息を落とす。

（恋人はいなくても生きていけるけど、仕事はまずいよね。ちょっと、いや、かなり早まったかな）

　次の就職先の当てもないのに、やめる宣言はさすがに考えなしだったと反省する。だが今から必死に頭をさげて、退職を取りさげたいかといわれるとそれも違う。

（念願だったホテルコンシェルジュにやっとなれたのに……）

「あ～もう！」

　目の前が真っ暗で、進むべき道が見えない。

「マスター。同じの、もう一杯だけお願いします」

　ひとりで一時間以上、そこにいただろうか。

（うぅ、気持ち悪い）

　お酒はわりと強いほうで、普段は酔っぱらうことなんてないのに。今夜はどうも悪酔いしてしまったみたいだ。

（いいかげん、帰ろう）

　明日は休みだ。ひと晩ゆっくり眠れば、モヤモヤも晴れて妙案が浮かぶかもしれない。そう考えて、会計を済ませたときだった。

　突然、周囲を騒然とさせる大音量のベルが鳴り響く。

（え？）

　けたたましく鳴っているこの音がなにか、瞬時には思い出せない。

　一拍置いて、美月はハッと弾かれたように顔をあげる。

（火事！　火災報知器のベルだわ）

　ホテル内での火災はとても怖いものなので、職場での防災訓練は結構な頻度で行っている。にもかかわらず、とっさにはピンとこなかった。

　人間は非常事態に弱いもの。それに正常性バイアスと呼ばれる心理が働くから、自分だけは大丈夫と思ってしまう。周囲の客もまさにその状態だった。

「えぇ～。どうせ誤報でしょう？」

「確認してきます。向かいの焼き肉屋は若いお客さんが多いからなぁ。きっと酔っぱらいが……」

　店の外に出ていくマスターの動きものんびりしている。

　が、美月は焦って動き出す。ホテリエとして教育を受けているから……というより、火事をなによりも恐れているからだ。

　美月は子どもの頃に火事を経験している、以来、どうしても火が恐ろしく、花火大会なんて絶対に行きたくないし、ＩＨコンロでないと料理もできないくらいなのだ。

（誤報かどうかは、逃げてから確認すればいいもの）

　悪酔いも一気に覚めた気がする。美月はマスターと同時に店を出た。

　マスターの想像は半分正解だった。ベルの発信源は向かいの焼き肉屋。しかし……。

「邪魔だ。どけっ」

「逃げろ、逃げろ」

　バーより大勢の客が入っていたと思われる店から、先を争うようにして客が逃げ出してきていた。かすかにだが、焦げくさいような匂いもする。

「え、え!?　本当に火事なの？　こりゃ大変だ」

　マスターは慌てて店に引き返していった。自分のバーの客に避難を呼びかけるためだろう。

（わ、私も逃げないと）

　エレベーターはきっと使えないから、階段だろうか。美月は震える足をどうにか動かそうとする。そのとき、焼き肉屋の出口付近で若い女性が転んでしまったのが見えた。後ろからやってきた団体客に押され、細いヒール靴を履いていた彼女はバランスを崩してしまったのだ。助けようという明確な意思があったわけではなかったが、条件反射で身体が動いた。

「大丈夫ですか。どうぞ、つかまってください」

　彼女に駆け寄り、手を差し伸べる。

「すみません、ありがとうございます」

　その瞬間、美月は目にしてしまった。

　焼き肉屋の厨房内、想像以上の高さで揺らめく火柱。パチンパチン、コォーと美月にとってはこの世のなによりも恐ろしい音を立てていた。

「あ、あ……」

　美月の口はハクハクと動くばかりで言葉にならない。額から油汗がダラダラと流れ、吐き気が込みあげてくる。

「ほら！　早く、こっち」

　美月が助けた女性の、恋人らしき男性がやってきて彼女の腕を引いた。女性は「ありがとうございましたっ」と短く告げて、彼とともに走っていく。

（私も……逃げよう……階段、階段のほうに）

　だけど、視界がグニャリとゆがんで、自分の進行方向すらわからない。

（待ってよ。私、失恋して仕事まで失って……）

　すでにドン底、これ以下に落ちるなどありえないはずだった。

（なのにどうしてこんな目にあうのよ？）

　恋人と後輩の裏切りが発覚したときも、上司から理不尽な人事通告を受けたときも、ひたすら我慢していた涙がとうとうあふれそうになる。呼吸が浅く速くなっていき、息苦しくてたまらない。

（どうしよう、誰か……誰か……）

　炎を前にすると、あの日と同じ、無力な少女に戻ってしまう。そんな情けない自分が心底嫌になる。

「なにしてるんだ!?」

　そのとき、後ろから誰かがギュッと強く美月の手を握った。大きくて、温かい。

「すぐに火元から離れろっ。火が天井に回る前に外に出るんだ」

　振り返った美月と彼の目が合う。

　短めの前髪からのぞく、意志の強そうな眉。綺麗な二重瞼の目元はシャープな印象で、瞳の輝きが強い。すっきりと通った鼻筋に形のいい薄めの唇。瑞々しい美少年がそのまま成長して大人の色香を獲得した。そんな雰囲気の、とびきりのイケメンだ。

（う、嘘うそでしょう？）

　美月はおそらく、彼を知っている。目の前の彼には当時の面影が色濃く残っていたから。

　運命のいたずらだろうか？

　二十年前のあの日と似たような状況で、美月は彼と再会を果たすことになった。

　彼のほうも驚いたように何度か目を瞬いたが、すぐに現実を認識して美月に呼びかける。

「もしかして、動けないのか？　なら――」

　当時と違うのはその肉体だ。アスリート並みに筋肉質な腕で、彼は躊ちゅう躇ちょなく美月を横抱きにする。颯爽と現れ、ピンチから救ってくれるその姿はまるでヒーローのよう。

　こんな状況なのに、胸がドキンと大きく鳴った。

「もう大丈夫だから。ちゃんとつかまっておけよ」

　優しい声と逞たくましい胸。ものすごくホッとしたせいか、美月の意識はだんだんと遠のいていく。

「おいっ、しっかりしろ。――き、美月っ」

（私の名前……あぁ、やっぱり晴馬なんだ）










一章　ドン底と再会




　お台だい場ばベイサイドに立地する『帝てい都とグランデホテル』は伝統ある帝都グループの名を冠したラグジュアリーホテルとして、多くのお客さまに愛されている。

　季節は長雨の続く六月。ロビー中央を彩る装花は、水色と薄紫のグラデーションが爽やかな紫陽花のアレンジメントに替わったばかり。

　入社七年目、二十八歳の羽山美月はここでホテリエとして、コンシェルジュ業務を担当している。

　朝のミーティング終了後、ひとりの男性が片手をあげて前に歩み出た。

「すみません。私事ですが、この場を借りてお伝えしたいことがありまして……」

　只ただ野の省しょう吾ご、三十一歳。ホテリエらしい清潔感あふれる容姿に、万人受けする感じのよい笑顔。いかにも有能ビジネスマンといった雰囲気を漂わせ、実際にトップである支配人からの信頼も厚い。

（省吾さん？　伝えたいことって……）

『私事ですが』に続く台詞といえば、みんなが定番のあれを想像したのだろう。その場に華やいだどよめきが走る。

「実は、結婚することになりました」

　一年半の付き合いになる恋人が発した唐突な言葉に、美月は目を瞬いた。隣にいた同僚に「え、なになに。そうなの～？」と肘でつつかれても、なにも聞いていない美月は返事のしようがない。

（え……私はまだ結論を出せていないのに。いったい、どういうこと!?）

　彼がなにを言い出したのか、さっぱり理解できず困惑するばかりだ。だが、美月の心情などお構いなしに彼は話を続けている。

「相手は……宿泊部でフロント担当をしている本ほん間ま由ゆ奈なさんです」

　にこやかに告げられたその言葉に、美月はフリーズする。

「――は？」

（本間……由奈さん？）

　自分の名を出されたら困る、そう思っていたのは事実。けれど、恋人が結婚相手として別の女性の名前を呼ぶのは……さすがに想定していなかった。

　由奈は美月の後輩。童顔でアイドルのようにかわいらしい彼女が、ちょこちょこと前に出てきて省吾に寄り添う。

　開いた口が塞がらないまま、美月はその様子を見つめていた。

「えへへ。幸せになりまーす」

　美月より、ずっと小さく華きゃ奢しゃな手を彼女は顔の前にかざした。左手薬指に輝くのは、キラッキラッのダイヤモンド。幸せの象徴、婚約指輪だろう。

　これを見せつけられては、もう勘違いのしようもない。

（省吾さんの結婚相手は……私じゃなくて彼女）

　甘くほほ笑み合うふたりの姿に、美月の身体はどんどん硬くなっていた。自分を守るように、二の腕をギュッと抱く。

　先ほど美月をからかった同僚と目が合うが、心底気まずそうにそらされてしまった。

　省吾の話によると由奈は妊娠もしているそう。つわりが始まる時期なのでご配慮いただけたら、彼はそんな言葉で話を締めくくった。

（妊娠……私、なにも知らなかった）

　苦いものが喉に込みあげる。ズキズキと痛みはじめたこめかみを押さえて、美月はどうにか平静を取り戻そうとしたが無理だった。

（だって、なにひとつ意味がわからないもの）

　たしかに、最近の自分たちの関係は順調とは言えない状態だった。

　彼との付き合いは一年半ほど。それなりにうまくいっていると思っていた交際に亀裂が生じたのは数か月前のことだ。

『そろそろ結婚も考えないとな』

　彼のその言葉自体は嬉しかった。すぐに結婚したいとまでは思っていなかったけれど、恋人が自分と歩む未来を想像してくれている事実に美月の胸はときめいた。けれど――。

『美月は仕事をやめて、俺のサポートに専念してよ。そのぶん、俺がバリバリ出世するからさ』

　続いた彼のひと言に大きなショックを受けた。

　美月はホテリエの仕事が大好きで、コンシェルジュチームのチーフを目指して邁進しているところ。同僚であり、恋人でもある省吾はそれを知っているはずなのに……。美月は『結婚しても仕事は続けたい』と訴えたが、省吾にはうまく伝わらなかった。

『結局、美月は俺との結婚より仕事が大事なわけね』

　美月の言葉を彼はそんなふうにとらえたのだ。

　それから少しずつ噛み合わなくなり、連絡の頻度もガクンと落ちた。それでも、時間をかけて言葉を尽くせばきっと理解してもらえる。美月はそう信じて、まだ彼との未来を諦めてはいなかった。だけど……。

　彼のほうはとっくに見切りをつけて、新しい道に進んでいたようだ。

（それならそうと、はっきり言ってくれたらよかったのに）

　結婚相手として自分の名前が呼ばれるのでは？なんて勘違いして、慌てた自分があまりにもみじめだった。

　こんな手ひどい裏切り方をされる理由が、省吾の気持ちが、まったくわからない。

　次の瞬間、省吾がふいにこちらを向いて、互いの視線がぶつかる。たしかにぶつかったのに……まるでここには誰もいないかのように、彼の視線は通り過ぎていった。

　突きつけられた現実に、心がスッと冷えていく。

（あぁ、そうか。省吾さんにとって、私はもう〝そういう存在〟になっていたんだ）

　目を留めることのない透明人間。ケジメをつける必要すらない、どうでもいい相手。彼はきっと裏切ったとも思っていないのだろう。

　長い夢から覚めたように、いやに冷静になれた。

（もう、いいや。きっとこれでよかったのよ）

　三か月後には寿退社をするという彼女と、妻には家庭に入ってもらいたい彼。ふたりは相性がよく、似合いのカップルだ。それ以上、なにも考える必要はない。

「はい、おめでとうございます。ということなので、妊娠中の本間さんの業務にはみなさんも配慮をお願いしますね」

　美月と由奈の直属の上司である加か賀が谷やの締めの言葉に、パラパラと拍手が起きる。やや不揃い気味なのは、美月に気を使っている人間もいるからだろう。

　彼との交際は堂々と公言していたわけではないが、近い部署で働く同僚はだいたい知っていたはず。職場内恋愛を隠しきるのは難しかった。なので、この状況は美月以外の人にとっても驚きだったようだ。

　ミーティングが終了するとすぐに、女性の先輩が近づいてきた。

「ねぇ、どういうことなの？」

　先ほど目をそらした同僚とは違って、彼女はよくも悪くも図太く、あまり空気を読まない人だ。哀れみのなかに、ほんの少しの好奇心がにじんでいる。

「あ～。実は……私たちは結構前に別れているんです。なので全然！　お気遣いなく」

　残念ながら美月は、この場で泣いたりできるようなかわいげは持ち合わせていない。だから、やるせない思いはすべて作り笑いの裏に隠した。




　ふたりの結婚報告から数日後。

　美月は自身の持ち場であるコンシェルジュデスクにいた。フロントの横、一階ロビーの奥に位置していて、お客さまや従業員たちの様子を見守ることができる。お客さまの様々な要望に応え、最高の笑顔を引き出すこの仕事が子どもの頃からの憧れだった。

　帝都グランデは大きなホテルだ。二十五階建てで、総客室数は三百。

　クラシカルな雰囲気のエントランスから足を踏み入れれば、青い絨毯の敷かれた大階段とアンティークな振り子の柱時計が出迎えてくれる。この大階段はシンデレラ気分を味わえると、ウェディングフォトスポットとしても大人気だ。

　メインダイニングを含めて高級レストランが四軒。ブライダル施設やバンケットルームはもちろんのこと、屋内プールとフィットネススタジオも完備。国内資本としては業界最大手の帝都グループの顔となるのが、この帝都グランデホテルだ。

　コンシェルジュの制服は、白のカットソーに艶のあるブラックのパンツスーツ。首にワインレッドのスカーフを巻いて、長い黒髪はきっちりまとめたシニヨンスタイルに。憧れていたこの制服を着られるようになってちょうど一年。次の目標だったコンシェルジュチーフの席も、上司から内々に打診をされていて美月のキャリアは順調そのもの。

（だから、失恋くらいなんてことない。私は大丈夫。仕事に邁進するのみよ！）

　決意をあらたにして前を向けば、ちょうどスーツ姿の男性客がこちらにやってくるところだった。

「なにかお困りでしょうか？」

　美月はにこやかな笑みを見せる。

「すみません。海外から来た取引先の方と食事をしたいのですが……え～と、なんて言うのでしたっけ？　ハヤ、ハレ……なんだっけな」

　パッと思い浮かばないようで、彼は首をひねった。

「ハラルフードのことでしょうか？」

「あぁ！　そう、それ。この辺りにしっかり対応してくれる店はあるかな？」

　ハラルフードとは、イスラム教徒が食べてもよいとされている食事のこと。禁じられている豚肉などが使われていない料理のことだ。近年では日本でも需要が増えていて『ハラルフード対応可』を掲げる店はたくさんある。

「お食事会は何名さまでのご予定でしょう？」

「あ、人数はそんなに多くないんだ。五人の予定でね」

「かしこまりました。それでしたら……」

　美月はデスクの上に置いてある館内の案内資料を指さしながら、彼に説明する。

「当ホテル内でもメインダイニング、それからこちらの『割烹・鷹たか』が対応可能でございます」

「いいねぇ、うまそうだ。けど、先方は『日本の家庭料理を食べてみたい』とのことでね。もう少しカジュアルな雰囲気の店はある？」

「もちろんです。ホテルから徒歩圏内でしたら、こちらのお店などがハラル対応可となっております」

　ハラルフードの質問はとても多いので、お客さまにすぐにお渡しできるようＭＡＰつきのパンフレットを用意してある。美月は笑顔でそれを差し出した。

「私どもで予約を取ることもできますので、その際にはまたお申しつけくださいませ」

「ありがとう。助かるよ」

「とんでもないことでございます。どうぞ、素敵なお食事会を」

　男性客はぺこりと頭をさげて、去っていく。

　こんなふうに、コンシェルジュはお客さまの様々な質問や要望にお応えするのが仕事だ。今の男性の質問は難しいものではなかったが、困ったお願いをされることも多々ある。たとえば先日は、愛人との旅行でこのホテルを利用していたお客さまが『妻が来ちゃったから、かくまってくれ』と駆け込んできた。

（あれは大変だったわ……）

　これまでに受けた無茶な要望は数えはじめたらきりがないが、それでもお客さまの笑顔のために最善を尽くすのがこの仕事。

　――帝都グランデで過ごす時間が、すべてのお客さまにとって大切な思い出となるように。〝特別〟を演出する、仕掛人。それが美月たちホテリエだ。

「もうっ。あなたが駅前にあるって言うから、わざわざ行ってきたのに」

「も、申し訳ありません」

　今度はコンシェルジュデスクの少し先で、お客さまと女性従業員がなにか揉もめている様子だった。年配の女性客と、従業員はフロントスタッフのグレーの制服に身を包む……。

（本間さんだ！）

　美月は慌てて彼らに近づく。

（恋人を奪われた恨みから言うわけでは決してないけど……）

　由奈はあまり仕事が得意ではない。愛嬌はあって、そこはとても素晴らしいのだが、ちょっとした聞き間違えや単純なチェック漏れなどが非常に多かった。

「なにかご不便がございましたでしょうか」

　美月が声をかけると、女性客は呆れた顔で訴える。

「夕食に履いていく予定だった靴のヒールが折れてしまったの。修理できる店は？と彼女に聞いたら、駅前にあるって教えてくれたから行ってきたんだけどね……」

　先月末で店は閉店していたと彼女は言う。

「わたくしどもの不手際でご迷惑をおかけし、申し訳ございませんでした」

　深々と頭をさげてから、美月は彼女に尋ねる。

「失礼ですが、夕食は何時からのご予定でしょうか」

「七時よ」

　今の時刻は午後二時、十分間に合いそうだ。

「よろしければ、私に靴をお預けいただけませんか。修理に出したうえで、部屋までお届けいたしますので」

「あら、いいの？　そうしてもらえると助かるわ。このあとヘアサロンの予約も入っているのよ」

「もちろんでございます。靴のヒールは現在のものと同じ太さ・高さで構わないでしょうか。それとも変更のご希望が？」

「あっ、そうね。実は七センチのヒールだと少し歩きにくいなと思っていたの。五センチにして、太さのあるものだと嬉しいわ」

「かしこまりました」

　最後にお名前と部屋番号を確認し、ヘアサロンに向かう彼女を見送った。あきらかにこちらの不手際だったので焦ったが、なんとかなったようだ。美月はホッと胸を撫なでおろしたあとで、由奈に向き直る。

「本間さん、ちょっとだけいいかしら？」

　お客さまの通らないバックヤードの階段のところで、彼女に注意をする。

「駅前の靴修理店が閉店したことは情報共有してあったわよね」

「あ～、そういえば聞いたような……聞いていないような……」

　反省する気もなさそうに、彼女は自分の爪をもてあそぶ。

「それに、今回みたいに時間にリミットのあるお客さまなら店に対応可能かどうか確認したほうがいいわ。夕食までに間に合わなかったら大変でしょう？」

「は～い」

　どことなく不満げに返事をしたあと、彼女は自身のおなかに両手を当てて優しく撫でる。

「でもぉ……あんまり仕事を抱えると、おなかの子に悪影響かなぁって心配で。私と赤ちゃんになにかあったら、省吾さんが悲しみますし」

　勝ち誇ったような彼女の笑みからにじむマウント。それに気づかないほど、美月は鈍感ではない。顔が引きつるのをどうにか抑えて、告げる。

「そうね。身体は大事にしてください。なら今度から、こういう質問は私たちコンシェルジュデスクを頼ってもらっても大丈夫だから。お客さまにご迷惑をおかけするのは一番いけないことよ」

　美月はくるりと踵きびすを返し、彼女より先に持ち場に戻る。

　先輩として当然すべき注意だと思ったし、『コンシェルジュデスクを頼って』という言葉は由奈の身体とお客さま、どちらのことも考えた提案のつもりだった。




（それがどうして、こんな事態になっちゃうの？）

　翌日、出勤した美月を出迎えたのは同僚たちの冷ややかな眼差しだった。

「仕方ないんですぅ。羽山さんが怒るのは当然です。でも、おなかの子に罪はないので……この子だけは」

「そうよ～。どんな理由があったとしても妊婦を突き飛ばそうとするのは、さすがにないわぁ」

　ロッカールームでグズグズと泣きじゃくる由奈を慰めるのは、ベテランのパートさんたち。

「羽山さん、そんな子には見えなかったけどね……」

「人は見かけによらないってことよ！　怒ると怖いタイプなんじゃない？」

　ヒソヒソ話が美月の耳にもはっきりと届く。

（私が怒った？　突き飛ばすって……なんの話？）

　由奈に詳しく聞こうと思っても、彼女はパートさんたちの背中に隠れてしまって直接は話せない。諦めてロッカールームを出てバックヤードの廊下を歩けば、そこでも針のむしろ。

「一番悪いのは、只野だろう？　職場内で三角関係はなぁ」

「けど、先に浮気したのは羽山さんのほうだって話だぞ」

　声をひそめて噂話をしているのは、男性の先輩たち。

「ま、知らぬ存ぜぬで通すのが一番だよ」

「たしかに。本間さん絡みだし……厄介事には関わらないのが賢明だな」

　午前の仕事を終える頃には美月にも事態が見えてきた。

　なんでも昨日、由奈は美月からの注意を受けたあと、その場にうずくまって泣き出していたそうなのだ。そして、声をかけてくれた女性パートスタッフにこう訴えた。

『先輩社員から妊婦は役に立たないって怒られて、そのうえ……階段から……』

　話を聞いたその女性が由奈の上司である加賀谷に報告。そのやり取りを聞いていた人間の口から、噂はあっという間に広まったという状況のようだ。

『俺たちの関係が悪化したのは美月が浮気したせい』

　省吾がついたその嘘も。

『私を妬んだ羽山さんに、階段から突き飛ばされそうになった』

　由奈がついたその嘘も。

　まるで真実のように語られている。もちろん近しい人のなかには美月をかばってくれる人もいたけれど、色恋沙汰で職場に迷惑をかけた人間というレッテルをはがすのは簡単ではなさそうだ。

「羽山さん。昼休憩のとき、ちょっと話せるかい？」

　上司の加賀谷にそう声をかけられ、美月は少しホッとする。やっと弁明の機会を与えてもらえたと思ったのだ。プライベートで職場を騒がせたのは事実なのでまずはきちんと謝罪をして、そのうえで真実を説明するつもりだった。

（役に立たないなんて発言は絶対にしていないし、そもそも私たちは階段の下で話をしていたんだから。突き飛ばされかけたという、本間さんの主張には無理がある）

　さすがに、加賀谷は管理職として事の真偽を確かめ、公正な判断をくだしてくれるだろう。そう信じていたのに……。

　狭い打ち合わせブースで彼と対峙する。

「いや～申し訳ないんだけどさ、例のチーフへの昇進の話は白紙ってことで。それと、うちから誰かひとりを系列のリネンサプライ会社に送るって件は、羽山さんにお願いしようと思ってるから。出向は八月からだから頼んだよ」

　由奈とのトラブルを確認することもなく、彼はとんでもない話をさらっと告げる。厄介事は早く済ませたいと言わんばかりの態度だ。

　けれど、美月にとっては耳を疑う内容でとても理解が追いつかない。

（白紙？　なに、それ……）

　コンシェルジュチームの現チーフが神こう戸べのホテルに異動することになり、後任は美月でと内々に話が進められていたのだ。念願だったチーフへの昇進。それをあっさりくつがえされたばかりか、系列会社への出向打診とは。

　制服やシーツ、タオルなどの業務用クリーニングをおもな業務とするリネンサプライ事業はホテルとは切っても切れない縁があり、重要な仕事だ。だが、研修や応援におもむくわけではない。出向ともなれば、数年単位でホテリエの仕事には戻れないだろう。

「ま、待ってください。おっしゃる意味が……」

　恋人の心変わりはどうにかのみ込めたが、さすがにこれは無理だ。美月は声をあげたけれど、加賀谷の視線は氷のように冷たい。

「今はコンプライアンスに厳しい時代だからさ。マタハラを告発された人間を昇進させるわけにはいかないよ。わかるでしょ」

「ですから、私はマタハラなんて！　どうか私の話も聞いてください」

　美月は声を荒らげるが、彼は面倒くさそうに深いため息をつくだけだ。

「彼女、本間さんがうちの株主でもある『東とう西ざい鉄てつ道どう』の専務の娘だって話、羽山さんも知ってるでしょ。うまくやってくれないとさぁ……そういうのも含めて〝仕事〟なんだから」

　美月は思いきり眉をひそめた。

（権力者の娘に嫌われないようにするのが、仕事？）

　自分が憧れていたホテリエの仕事はそんなくだらないものじゃなかったはず。長年の夢がこんな形で打ち砕かれるなんて、どう考えても納得できない。唇を噛んで無言の抵抗をする美月を無視して、話は終わりとばかりに加賀谷は席を立った。

「部長！　待ってください」

「人事異動は会社員なら当然のこと。嫌ならやめたらどうだ？」

　そのひと言で、プツンと糸が切れてしまった。彼は美月がなにを言ったところで〝東西鉄道専務の娘〟である由奈の味方をするのだろう。

「――承知しました。では、退職させていただきます」

　職場と上司への失望から、そんな台詞が口をついて出る。

　早まった発言をした自覚はあるけれど……もうここで誇りを持って働く自分は想像できない。恋人の裏切りでボロボロだったところに、この仕打ち。美月の心はもう限界だった。

　すでに決まっているひと月先のシフトまで勤務をし、その後は有給消化に入って七月末付けで退職。そう話をまとめ、打ち合わせブースをあとにした。

　深いため息を落としてから顔をあげると、そこに彼女がいた。

「……本間さん」

「部長となんのお話をしていたんですかぁ？」

　無邪気な笑顔の裏にひそむ悪意に、頭がクラクラする。

（出向打診されたって、知っているんでしょう）

「本間さん。どうして、あんなこと言ったの？　私が本当にマタハラしたって思っているわけじゃないよね」

　彼女の、苺ミルクみたいな色の唇がクスッと楽しそうに緩められた。

「え～。だってぇ、夫の職場に元カノがいるなんて許せないですもん。私が寿退社したあと、ふたりがこっそり仲良くしたりしないか、心配だなぁって」

「そんな自己中心的な理由で……」

　呆れ果てて、言葉が続かない。自分のキャリアがこんなことでつぶされてしまうなんて、想像もしていなかった。

「大丈夫ですよ～。私と違って羽山さんは優秀なんですから。どこの職場でも活躍できますって！」




　鬱うつ々うつとした気分になんとか蓋をして、仕事だけは笑顔でこなした。ようやく残業を片づけた夜八時、美月は着替えを済ませて従業員通用口から外に出る。

　昼間は雨が降っていたけれど今はあがっている。湿気をたっぷりと含んだ、ぬるい風が美月の頬を撫でた。由奈の悪意に満ちた笑みが蘇り、大きなため息がこぼれる。

　少しでも気を晴らしたくて、ふらりとバーに立ち寄った。

（明日は休みだし。今夜くらい、飲んでもいいよね）

　自宅の最寄りである豊洲駅近くの、こぢんまりとしたバー。飲食店ばかりが入居する雑居ビルの三階にあって、高級というわけでもないが落ち着いた店だった。

　居酒屋ではなくバーに入るのなんて初めてで少し緊張したけれど、マスターもほかの客も特段気にした様子はない。考えてみたら、帝都グランデのバーにも女性ひとり客は結構多い。今どきは珍しいものでもないのだろう。

　しばらくヤケ酒をあおっていたら、突然、火災報知機が鳴り出した。

　明日からきちんと考えるから、今夜だけは現実逃避してしまいたい。美月の望みはそれだけだったのに……まさかこの世で一番恐ろしいと思っている火事に巻き込まれるなんて想定外もいいところだった。

　高く燃えあがる炎を見た記憶はあるが、その後のことはひどく曖昧で……。




（もしかして私、火事で死……いや、違う。誰かが助けてくれたような……あの温かい手はいったい誰？）

　だんだんと意識が覚醒していく。うっすらと開いた両目に明るい光が飛び込んできた。

「んっ、まぶしい」

　光線を避けるように美月は反対側に首を振る。すると、少し先に人影が見えた。床の上に置かれた大きなクッションソファの上で身体を丸めて、誰かが眠っている。成人の……男性だ。

「きゃ、きゃあ！」

　美月は悲鳴をあげ、上半身をガバッと起こした。

（だ、誰？　そして、ここはどこ？）

　美月がいるのはふかふかのベッド。普段眠っている自分のシングルサイズよりだいぶ大きい。朝日が差し込むウッド調のブラインドカーテン、小こ洒落じゃれたシーリングファンライト、洗練された機能美を誇るＰＣデスクとチェア。黒とブラウンをベースにしたブルックリンスタイル風の寝室は、あきらかに美月の部屋ではない。

　なによりも……目の前で寝ている男、彼はどうして自分と一緒にいるのだろう。

　かなりの長身で、身体つきもがっちりとしている。大きなクッションでも、とても支えきれないようで窮屈そうだ。

「あ、あのっ」

　美月が声をあげると、ようやく彼が目を覚ました。

「……おはよ」

　男らしい低い声は寝起きのせいか少しかすれていて、いやに色っぽい。彼はくあ～っとあくびをひとつして、起きあがる。白いＴシャツとネイビーのジョガーパンツ、おそらくパジャマだろうけれど……姿勢がよく、しなやかな筋肉のついた彼はラフな格好も様になっている。このままファッション誌の表紙を飾っても違和感はない。

（朝、見知らぬ部屋で男性とふたりきり。それに、もしかしなくてもこの人って……）

　考えるべきことが多すぎて、美月の頭はパンク寸前だった。

「俺のこと、覚えてる？　羽山美月さん」

　にこりと、どこか無邪気な笑みを浮かべて彼は美月を見つめた。




　センスのいいカフェにありそうな、木目のダイニングテーブル。その上にサラダとオムライスがのったプレートが置かれている。オムライスは最近流行りのふわトロ系じゃなくて、美月の大好きな、昔ながらの薄焼き玉子で包むタイプだ。

　シャワーを借りて、しっかり目は覚ましてきた。クリアになった頭であらためて、自分の状況を整理する。ゆうべ、うさ晴らしに立ち寄ったバーで火事に巻き込まれた。もともと悪酔いしていたところに、トラウマの炎を見てパニックになり……。

（そこに彼が現れたのは覚えているけど……）

　続きの記憶はプツリと途切れていた。

「体調はどうだ？　仕事は休みなんだよな？　俺も休みだから病院に行くなら車を出そうか？」

　ゆうべ美月を助けてくれたヒーローである彼――北きた原はら晴馬がカウンターキッチンの奥からこちらを振り返った。

「いえいえ。もうすっかり元気です。その、泊めてもらったみたいで……」

　詳細はよくわからないけれど、ここは彼の家で、自分がひと晩世話になったことは確実なようだ。

「あぁ。住所も、誰に連絡したらいいのかもわからなかったから、うちに連れてきちゃったけど。まずかった？」

　美月はふるふると首を横に振る。省吾とは間違いなく終わっているので美月のほうは問題ない。だが、彼はどうなのだろう。いや、考えるまでもなく迷惑をかけまくっている状況だろう。

「はい、お待たせ。ミルクと砂糖は入れる？」

　晴馬はホットコーヒーの入ったマグカップをふたつ運んできて、ひとつを美月に差し出した。

「ありがとうございます。えっと、ミルクは欲しい……です」

「了解。というか、なんで敬語？　昔は『晴馬～』って呼び捨てにしてただろ」

　クスリと楽しげに彼は笑う。

（あ、やっぱりちゃんと覚えていてくれてる）

　そう、彼と美月は初対面ではない。同じ小学校に通っていた同級生だ。

（私が転校したのが小三のときだったから……二十年ぶりってこと？）

「そうだけど。久しぶりすぎて、さすがに昔とまったく同じってわけには……」

　なにより、こんなに素敵な男性に成長しているとは思ってもみなかった。小学校時代は美月のほうが大きかったのに、今の彼は百八十センチをゆうにこえていそうな長身で、小さな顔に長い手足とスタイル抜群。アスリートみたいな肉体は芸術品のように美しくて、ついつい見惚れてしまいそうになる。

　額ひたいの見える爽やかな短髪、甘さとクールさのバランスがちょうどよい目元。少し焼けた肌に白い歯がまぶしい。

（いや……でも、面影はあるかな？）

　思えば、彼は昔から顔だけはよかった。ややトゲのある言い方になるのは、過去の関係性のせいだ。当時の晴馬は絵に描いたようなヤンチャ坊主で、男子たちの親分。女子のまとめ役だった美月とはなにかと対立し、犬猿の仲だった。もっとも今思えば、犬や猫の縄張り争いみたいなもので、どっちが正義でも悪でもなかったような気がするけれど。

「ほら、冷めないうちに食べるぞ」

　自ら作った食事を美月にすすめながら、晴馬も向かいに座った。

「あの、念のため確認しておきたいんだけど……ゆうべ、その、私たちって……」

　気になること、聞きたいことは色々あるけれど、一番はっきりさせておきたいことから確かめることにする。

（服もそのままだったし、私ひとりでベッドを占領していたようだから……九十九パーセントないとわかってるけど）

　ここは、百パーセントの確信が欲しい。でないと、食事どころではない。

「あぁ。ゆうべの俺たちのことか」

　妙な艶を含んだ瞳で彼はニヤリとする。

「一緒に寝たよ。……ひとつ屋根の下でね」

「え、えぇ!?」

　美月は思わずガタンと椅子から立ちあがりかけたが、ぷはっと噴き出した晴馬の笑い声で我に返る。

（ひとつ屋根の下……はわかっていたことじゃない。完全にからかわれてる）

　美月ににらまれた彼は、両手をあげて降参のポーズを作ってみせた。

「冗談だよ、冗談。ベッドに寝かせただけで、それ以外はいっさい触れてません」

「し、信じていいのよね？」

「誓うよ」

　美月はホッとして、中途半端な位置にあったお尻をもう一度椅子に落ち着ける。

「というか」

　肩をすくめて晴馬がぼやく。

「疑われたこと自体が心外だな。俺、気を失った人間になにかするような極悪な男だと思われてるのか？」

　美月の脳内に少年時代の彼がポンと飛び出してきた。お金持ちのお坊ちゃんで、勉強も運動も一番。そのせいか、いつもちょっと偉そうだったけれど……仲間思いで、弱い者いじめは絶対にしない熱い男だった。

「一緒の部屋にいたのは、美月の体調が急に悪化しないか心配だったからだ」

　彼は自然に、当時と同じように『美月』と呼ぶ。

「……そうだよね、ごめん」

「わかればよろしい」

　晴馬がスプーンに手を伸ばしたので、美月もそれにならう。

　甘いケチャップ味のオムライス。懐かしくて、とてもおいしい。

「ふふ。私、この昔ながらのやつが大好きなんだ」

「そりゃよかった」

　食べはじめたら、空腹だったことを身体が思い出したようだ。そういえば、昨日の夕食はお酒のつまみを少し口にした程度で食事らしい食事はしていなかった。

　無心でオムライスを口に運ぶ美月を見て、晴馬は目を細める。

「それだけ食べられるなら、もう大丈夫そうだな」

　ホッと安あん堵どしたような顔、すごく心配してくれていたようだ。

「あらためて、ゆうべは助けてくれて本当にありがとう」

　かつての天敵なので素直になるのは気恥ずかしい。でも、ひと晩泊めてもらったうえに、こうして朝食までごちそうになってしまった。恩返しは必要だろう。

「なにかお礼するね。もしリクエストがあったら……」

　美月の言葉を遮って、彼は言う。

「元気になったところを見せてもらえれば十分だ。ゆうべ、美月が気を失ったときは……かなり焦ったから」

　真剣な瞳から彼の不安が伝わってくる。

（もしかして、あの事件のことも覚えてる？）

　美月のトラウマの原因となった、あの日の火事。もう二十年近くも経ったけれど、美月にとっては一生忘れられない出来事だ。そして、あの場所には彼もいた。

（私が火事を怖がる理由を知っているから……だから、こんなにも心配してくれているの？）

　胸の奥がズキンとして、美月を当時に引き戻そうとする。だけど、向き合う勇気はまだ持てない。蘇ってきた記憶に無理やり蓋をして、別の話題を振った。

「昨日の騒ぎ、どうなったの？　怪我人とかは出なかったかしら？」

「あぁ。負傷者はゼロだった。焼き肉店のダクトから火が出たんだが、従業員が気づくのも早かったし消防が到着する頃にはほとんど消火できていたな」

　大きな被害がなかったと知り、まずはホッとした。それから、ふと気になって彼に尋ねる。

「ダクトから火が出たとか……そんな詳細な情報、誰から聞いたの？」

　すでにニュースにでもなっていたのだろうか。

「一緒にいたやつらが初期消火に当たったから。俺は避難誘導を担当したけど」

「え？　どういうこと？」

　晴馬の答えが全然ピンとこなくて、美月は首をかしげる。あっと気づいたように彼は笑う。

「そっか、二十年ぶりだもんな。知らないに決まってるか」

「なにを？」

　急かすように続きを促す。

「俺、消防士になったんだよ」

「しょ、消防士？」

　脳内を真っ赤な消防車が走り抜ける。意外すぎる話で、美月はあんぐりと口を開けたまま固まってしまった。美月の知るかつての彼と、消防士という職業が全然結びつかない。

「え、だって、おうちを継いで重役になるんだって言ってたよね？」

　子どもの頃の夢なんて変わって当然だけれど、彼の場合は少し事情が違う。

　晴馬の実家、北原家は建設業界の雄である『北きた原はら建けん設せつ』の創業一族で、彼はいわゆる御曹司ってやつだ。北原建設の経営は順調そうで、つい最近も海外の大きな事業を手掛けると話題になっていた。晴馬はきっと、その中心にいるのだろうなと想像していたから……消防士は意外すぎた。

「まぁ、若干の反対はされたけどな。でも幸い、俺には優秀な兄がいるから。自分の夢を追いかけることを許してもらえたよ」

「そうだったんだぁ」

　消防車の長いホースを担ぐ彼の姿を想像してみる。案外と似合う気がして、美月はクスリと頬を緩めた。

「うん。言われてみたら、向いてるかも！　昔から運動神経よかったもんね」

　勉強もできたけど、運動も本当にすごかった。美月も運動神経には自信があったのに、彼にはなにひとつ勝てなくて悔しい思いをしたものだ。

「だろ？　今思うと重役って柄じゃないし、俺には今の仕事が天職だな」

　仕事に誇りを持ち、瞳を輝かせる彼を素直に素敵だなと思った。

　晴馬は昨日、同僚数名と一緒に食事をしようと居酒屋に入るところだったらしい。その店がちょうど、火事の起きた焼き肉屋の真下に位置していた。火災を知らせるベルを聞いた彼らは現場に急行し、消防車が到着するより前に客の避難誘導や消火器を使っての初期消火を行ったらしい。

「ダクト火災は大惨事になりやすいんだが、あの店は火災時のマニュアルなどもしっかりしていたから迅速な対応ができたんだ」

「へぇ、やっぱり備えておくって大事なんだ」

　ホテルでもしつこいほどにやっている防災訓練、無駄にはならないということか。

「でも、せっかくこれから食事をしようというときに災難だったね」

　晴馬たちにとっては、時間外労働をしたようなものだろう。彼は苦笑する。

「まぁな。けど、人を助けたくてこの仕事を選んだわけだし、火事を見つけてしまったらオンでもオフでも関係ない」

　きっぱりと言い切る彼はすごくかっこよかった。まじまじと見つめる美月の視線に気がついて、彼が口を開く。

「なに？」

「……うん。当たり前だけど、晴馬も大人の男性になったんだなぁって」

　少し一緒にいただけで、ポンポンと気兼ねなく言い合える関係に戻れていた。彼がそうしてくれたので、美月もあの頃のまま彼を『晴馬』と呼んだ。

「想像よりかっこよくなってて、ちょっと驚いたよ」

　おどけた感じに美月が言うと、彼はかつてを思わせる自信家な笑みを浮かべる。

「惚れた？」

　まっすぐにこちらを射貫く眼差し、不覚にもドキッとしてしまった。動揺をごまかすように美月は早口になる。

「……全然。その自信たっぷりなとこは昔のままだね」

「そっちこそ。あいかわらず素直じゃないな」

　彼の働きぶりが気になって、美月はあれこれと質問をする。

「晴馬もあの、銀色の防火服を着ているの？　夏は暑くて大変そうだよね」

（消防士さん。身近な存在に思えるけれど、実態は意外と知らないかも）

「防火服の色やデザインは自治体によって違うよ。最近は銀色のところは少ないかもな。紺とか茶色が多いな」

「へぇ、そうなんだ。知らなかった。晴馬のところは何色なの？」

「俺はレスキューだからオレンジだ」

「レスキュー？」

　聞いたことはあるものの、普通の消防士とどう違うのか美月にはよくわからない。

「消防士といっても役割はひとつじゃないんだ。ざっくり分けると、消火、救急、救助の三つ。一般の人がまずイメージするのは、消防車に乗って火災現場に駆けつける消火活動だろうな」

「うん。むしろ、ほかのふたつはピンとこないかも」

　消防士といえば火災現場で活躍するもの。美月はそうシンプルに考えていた。

「そうだよな。でも、普通の人が一番接する可能性が高いのは救急だと思う。救急車に乗って、病人や怪我人の初期対応をする。救急救命士と呼ばれる仕事だが、彼らも消防の人間なんだよ」

「そっか、救急車は消防署の管轄だもんね」

　救急車に乗っているのは医師ではない、それは聞いたことがあった。

（なるほど。彼らは消防士さんの仲間だったのね）

「そう。で、最後のひとつが俺の所属するレスキュー隊。火災現場にも出動するが、消火活動以上に人命救助に特化した仕事なんだ。火災だけでなく、震災やテロの現場での活動も想定して日々訓練をしている」

　数年前にあった大きな震災のときは彼も現地におもむき、救助活動を行ったそうだ。

「そうだったんだ。あんなに大変な現場に……」

　瓦が礫れきの下から助け出される被災者の様子などは美月もニュースで目にしていた。彼の逞しい肉体は、ああいった場所で人の命を救うために鍛えあげられているのか。

「このレスキュー隊も色々種類があってね。俺は航こう空くう消しょう防ぼう救きゅう助じょ機き動どう部ぶ隊たい。通称はＡＨＲ、エアハイパーレスキューと呼ばれるところに所属している」

（エア？　ハイパー？）

　だんだんと話が専門的になってきて、美月の理解はいまいち追いついていない。

「俺たちは、ヘリで空からの救助活動を行う部隊なんだ」

「ヘリに乗るの!?」

「あぁ」

　言われてみれば、消防署のヘリを見たことがあるような気もするが……。

「すごい、晴馬は空飛ぶ消防士さんなんだね」

　美月の言葉に彼はぷっと噴き出した。

「そんなふうに言われると、自分がすごくかっこよくなった気がするな。実際は汗と泥にまみれてるけど」

「人命のために汗を流せる人は立派だよ」

　この言葉は決してお世辞ではない。ホテルで急病人が出るだけでも、あれだけハラハラするのだ。それが毎日の仕事だなんて……心から尊敬する。




　ダラダラと居座ってしまい、美月が彼のマンションを出たのは正午を少し過ぎた頃だった。

　晴馬の暮らす豪華タワーマンションの広々としたエントランスを抜けると、まぶしいほどの陽光が降り注ぐ。

「すぐ近くなのに、わざわざ送ってもらっちゃってごめんね」

　ゆうべは気を失っていたのでわからなかったが、晴馬のマンションと美月の自宅は同じ豊洲エリア。徒歩十五分程度の距離だった。車を出すほどでもないかと、ふたりで歩くことにしたのだ。

「いや、ゆうべのことを考えると心配だから。念のためな」

「ありがとう」

　晴馬はふっと口元を緩めて、美月の頭をポンと軽く叩たたいた。

「あんまり、無理するなよ」

　彼の目はすごく優しい。

　なんとなく……ドン底にいることを見抜かれているような気がした。

「最近は雨続きだったから、久しぶりの晴天だね！」

　爽やかな青空を仰いで、美月は明るい声を出す。

（今日、晴れてくれてよかったな）

　天気がいいというだけで、前向きな気持ちになれる。終わった恋は忘れて、新しい未来を見つけるのだ。

（ドン底じゃなくて……ここがスタート。そう考えよう）

「そうだな。今年は梅雨明けが早いらしいから、すぐに夏が来るぞ」

　晴馬の言葉どおり、ふわりと吹く風は熱気をはらんでいて、夏の匂いがした。

　海を臨む遊歩道を並んで歩く。

「しかし、こんなに近くに住んでいたとはな。世間は狭い」

「ね。東とう京きょうで再会するとは思ってもみなかったよ」

　ふたりの通っていた小学校は横よこ浜はまにある。美月は小学校三年生のときにカナダに引っ越しをして、そのまま長く向こうで過ごした。就職は日本でと考えていたので、大学入学を機にひとりで帰国したのだ。大学は関西のほうだったから、東京に来たのは就職するとき。晴馬のほうは大学入学から東京暮らしだそうだ。

「同じ海辺の街でも、このへんと横浜はまた違うよな」

「そうだね～。横浜も懐かしいな。最近は全然行ってないや」

　晴馬と違い、美月はもう横浜に家族が残っているわけではないので行く機会も減ってしまった。

「仕事、ホテル勤務って言ってたよな？　どんな仕事をするんだ？」

「ホテルの仕事は宿泊部とか宴会部とか、いくつかの部門に分かれているんだけどね。私は宿泊部で、コンシェルジュデスクの担当」

「コンシェルジュか。うちのマンションにもいるけど、仕事内容は似た感じ？」

「うん。お客さまの相談にのって、満足度を高めるって点では同じかな」

　業界は違うけれど、共通する部分は多いと思う。

「大変そうな仕事だよな。うちのマンションのコンシェルジュも、わりと入れ替わりが激しい気がするし」

「向き不向きはあるかもね」

「場所は？　なんてホテル？」

　晴馬に聞かれて、美月は少し回答に困った。だが、別に隠すことでもないと思い直して正直に伝える。

「お台場にある帝都グランデホテルに勤めているんだけど……事情があって退職することにしたんだ。ホテリエの仕事は大好きだから、同じ業界で転職するつもり」

「……帝都グランデ、か」

　ほんの一瞬、晴馬の表情が険しくなったように思った。

（帝都グランデに、なにかあるの？）

　少し気になったけれど、彼はすぐに明るい笑顔を取り戻して「転職活動、がんばれよ」と美月を応援してくれた。

　ゆっくり歩いてもちょうど十五分。ベージュとグレーのタイル張りの、見慣れた自宅マンションの前に到着した。

「うち、ここだから。本当にお世話をおかけしました」

「どういたしまして。そうだ、やっぱりお礼をリクエストしてもいいか？」

　どこかいたずらっぽい笑みを浮かべて、彼が言った。

「う、うん。もちろん！」

　助けてもらったのだから、美月としてもここはきちんとしておきたい。

「私にできることなら」

「近いうちに食事に付き合ってよ。もっとゆっくり話をしたいから」

「了解。ごちそうするね」

　連絡先を交換して、帰っていく彼の背中を見送った。




◇　◇　◇




　東京ヘリポート、新しん木き場ばにあるヘリコプターの空港だ。観光用のクルージングヘリなども飛んでいるが、晴馬が所属するＡＨＲの拠点『江こう東とう航こう空くうセンター』もこの場所に置かれている。

（空飛ぶ消防士か。たしかにそのとおりだな）

　昨日の彼女の言葉を思い出して、晴馬はクスリと笑う。

　ハイパーレスキュー隊は大震災やテロ事件などを見据えて創設された組織で、数多い志望者のなかから選ばれた精鋭で構成されている。

　ＡＨＲもそのうちのひとつで、美月が言ったように空での活動が専門だ。レスキュー隊員のオレンジ色の制服に身を包み、東京消防庁の真っ赤なヘリで救助に向かう。高層ビル火災や災害時に孤立してしまった地域の救援など、ヘリの機動性が役立つ場面は多い。

　緊急時に適切な判断と迅速な行動をとれるよう、日々、過酷な訓練を重ねている。

「よし、問題ないな」

　設備点検を終えた晴馬のもとに、先輩である伊い沢さわ迅じんが近づいてくる。百八十二センチある晴馬よりさらに大きく、顔はちょっと強面で、格闘家のような風貌だ。

「よっ。ご機嫌じゃないか。なにかいいことでもあったのか？」

　晴馬をからかうように肩に手を回してくる。

「別に、いつもどおりですよ」

　さりげなく、視線をそらす。

「いーや。俺の目はごまかされないぞ。このところ、ずっと憂鬱そうな顔をしていたくせに今日はやけにニヤニヤしてる。さては……女だな～」

　何事にもおおざっぱなくせに、いやに鋭い勘を備えているのがこの迅という男だ。もっとも、現場では彼の野性の勘は非常に頼りになるのだが。

「そんなんじゃありませんって」

　口ではそう答えたものの、やはり迅は侮れないと思っている自分もいた。晴馬が浮かれ気味なのは紛れもない事実で、その理由は彼の推測どおり……。

　再会した美月の笑顔を思い出すと、無意識に頬が緩む。自分でも笑ってしまうほど、晴馬の心は弾んでいた。

（でも、美月のほうはどことなく元気がないように見えたんだよな）

　急にボヤ騒ぎに巻き込まれたせい、それだけとは思えなかった。彼女は昔から、意地っ張りで甘え下手だったから……なにか無理をしているんじゃないかと心配になる。

「任せろ。既婚者であるこの俺が、恋愛の大先輩として相談にのってやるからさ」

　したり顔で、迅が自身の胸を叩く。

　そのときだった。おちゃらけた迅の台詞を遮って、出動要請のベルが鳴り響く。

　その最初の一音が耳に届いた瞬間に、迅も晴馬も緩んでいた表情を引き締める。周囲にいたほかの隊員も同じだ。その場にいる全員が一斉に駆け出していく。

　一分一秒の遅れが、誰かの命を左右する。その重圧はとんでもなく大きいが、つぶされるわけにはいかない。

（ひとりを助けるために全員が死力を尽くす。そして、全員で帰ってくる）

　それが、自分たちの隊の合言葉だから。










二章　空飛ぶ消防士と雇われ妻




　晴馬と再会したあの日から一週間と少しが過ぎた、金曜日。

　夜九時過ぎに美月は仕事を終え、従業員のロッカールームへと向かう。

　帝都グランデでは、コンシェルジュ担当に夜勤はなく勤務終了時刻は夕方六時。だが、コンシェルジュはお客さまにＮＯを言ってはいけないという鉄則がある。お客さまからの要望次第では、かなり遅くまで残ることも多々あった。今日くらいの時間ならマシなほうだ。

　制服を脱ぎ、白いボートネックのカットソーとネイビーのワイドパンツに着替える。シニヨンはほどいて、シュシュで低めのポニーテールにまとめた。

　荷物をまとめて帰ろうとしたところで、フロント担当の女性社員ふたりがお喋りしながら部屋に入ってきた。美月を見て、ふたりは気まずそうに顔を背ける。

（そんな腫れもの扱いしなくても……）

　円満退職ならこんな事態にはならないのだろうけど、美月の場合はそうではないので、最終勤務日まで針のむしろで過ごすことになりそうだ。

（まぁ、仕方ないか。色恋沙汰で揉めたあげく無責任に退職する人間と見えているだろうし）

　やや心外ではあるけれど、もう否定する気力もない。

「おつかれさまでした。お先に失礼します」

　美月は彼女たちにあいさつをして、ロッカールームのドアノブを回した。

　裏手にある従業員通用口から出て、正面のほうに回る。美月が利用する駅にはこちらが近道だからだ。

　金曜の夜はホテルにとって稼ぎどき。今夜も大小様々な宴会が催されバンケットルームの予約はいっぱいだったし、レストランも盛況と聞いている。

　美月が通り過ぎようとしているメインエントランス付近も、帰りがけのお客さまで混雑していた。人だかりのなかに見知った顔を発見して、慌てて目をそらそうとしたが遅かった。ばっちり視線がぶつかってしまう。

（……省吾さん。今日は休みだったはずなのに、どうして？）

　彼のほうも少し驚いたように目を見開いている。美月は会釈だけでその場を去ろうとしたが、彼のほうがツカツカと近づいてきた。

「おつかれさま」

　あんなことがあったのに、省吾は悪びれもせず平然と話しかけてくる。

「どうも」

　彼と、きちんとした別れ話は一度もしていなかった。

（でも……そんなのもう必要ない。私たちは終わっているもの）

　だから同僚として、あいさつだけをすればいい。

「今、あがったところ？」

「えぇ」

　美月はたった今決めた方針に従って、最低限の返事だけをする。

「俺のほうは、今日は客としてね。ブライダルサロンに行ってきた」

　由奈との挙式をここでするのだろう。ホテリエの場合、勤務先で結婚式をあげるのはよくあることだ。割引もあるし、なによりよそであげるとは言いづらい空気があるから。

　ただ、この話を美月にする神経は理解できないが。

「そうなんですね。本間さんは？」

　ブライダルサロンならふたりで来ているだろうに、彼の隣に由奈の姿はなかった。

「化粧室。混んでるのかもな～」

「そうですか。じゃ、私はこれで。おつかれさまでした、只野さん」

　彼ののろけ話を聞くほど暇ではない。美月は軽く頭をさげ、歩き出す。ところが、省吾にグイッと腕をつかまれた。

　彼はきっと、若い頃からモテ続けてきたタイプなのだろう。女性との距離を縮めるのが上手で、どちらかといえば恋愛は苦手分野だった美月の懐にもするりと入り込んできた。付き合いはじめたばかりの頃は、そういうリードしてくれる感じが素敵だと思っていたけれど……。

「放してください」

　言いながら、美月は彼の手を振りほどく。

　彼はふっと薄く笑む。表面的で誠意のない笑みだ。

「由奈とのこと……美月に悪かったなとは思ってるよ。けど、俺は自分の将来を一番に考えた」

　堂々と、彼は言ってのける。

「そもそも、美月が仕事より俺を選んでくれていたら、こんな状況にはならなかったのに」

　美月はグッと下唇を噛んだ。

（なによ、それ。二股の責任が私にあるとでも言いたいみたいに）

「私は……」

　結婚より仕事を選んだわけじゃない。ただ、結婚と仕事を両立したかっただけ。でも彼は美月の夢を認めてくれなかった。話し合う努力すら放棄したじゃないか。

「仕事をやめるって話も聞いたよ。うちより、いいところに転職なんて不可能だってわからないのか？」

　省吾は呆れたように苦笑する。

「俺と結婚しておけばよかったと後悔するのが目に浮かぶな。まぁ、由奈は実家が魅力的だし、今さら彼女を手放す気はないけど」

（私、馬鹿だったな）

　彼は向上心が強く、野心の塊のような男だ。たしかに仕事の面では有能で、憧れた。でも美月は彼の外面しか見ていなかったようだ。利己的で、生涯の伴侶すら自分にとって利用価値があるかどうかで判断する。

（うん、別れて正解。むしろ結婚しなくて済んで、感謝したいくらい）

　美月が冷めた眼差しを返すと、彼はスッと顔を近づけてくる。

「寂しいときに慰めるくらいなら、してやってもいいよ。そのときは連絡――」

「お待たせ、美月」

　ふいに、美月の肩に誰かの腕が回る。下品な笑みを浮かべていた省吾が、急に真顔になってしどろもどろな声を出す。

「は、誰だよ？」

　美月はぐるんと勢いよく斜め上を向き、自分に声をかけた人物を確認して目を白黒させた。

（晴馬!?）

「え、な……」

　なぜここにいるのか？

　そう聞きたかったけれど、晴馬は小さくウインクをして美月を制した。この表情には見覚えがある。小学校時代、誰かのピンチに「任せろ」と言うときの彼の顔だ。

　晴馬は省吾に向き直る。省吾も背は高いほうだが、とびきり長身の晴馬に見おろされてビクリとしている。晴馬は筋肉質であきらかに強そうなので、本能的な恐怖を覚えたのかもしれない。

「そちらこそ。誰だか存じませんが、俺の大切な恋人に気安く近づかないでくれます？」

　丁寧だが語気を強めて、晴馬は省吾を牽制する。

（やっぱり、話を聞かれてたんだな）

　今の会話から美月と省吾の関係性をなんとなく理解して、かばってくれたのだろう。

「疲れただろう。早く帰ろう」

　甘い笑みを向けながら、美月の肩を優しく引き寄せる。素敵な恋人を演じてくれているだけとわかっていても、より一層近づいた距離にドキンとしてしまった。柔軟剤かシャンプーか、晴馬らしい爽やかな香りが美月の鼻をくすぐる。

「う、うん」

　この場は彼に任せてしまおうと、晴馬の策にのる。白状すれば、見栄もあった。同性である省吾の目から見ても、晴馬は絶対に魅力的な男性だから。

　捨てたつもりの元カノと、とびきり素敵な男性のツーショット。プライドの高い省吾には、こたえるはずだ。

（みじめな気持ちがちょっと吹き飛ぶな）

　こちらの思惑にまんまとはまり、省吾はイラ立った様子で美月の肩に手を伸ばす。

「なんだよっ。そっちも浮気してたのか!?」

　晴馬はその手をそっけなく払いのけて、唇の端だけでニヤリとする。

「おめでたい頭ですね。浮気じゃなくて俺が本命……とは考えないんですか？」

　呆ぼう然ぜんとする省吾を残して、晴馬と美月はその場を立ち去った。




「あ～、気分すっきり！」

　美月は両腕を頭の上に、う～んと伸ばす。目の前には静かな夜の海が広がっている。

　先日、家まで送ってもらったときにも通った海沿いの遊歩道。夜はロマンティックな雰囲気で、散歩を楽しむカップルも多い。

　季節はもうすぐ七月に入る。夏風が美月のポニーテールの毛先を揺らした。

　隣に立った晴馬は鉄柵の上に組んだ腕を置き、のぞき込むようにこちらを見る。

「大丈夫か？」

　ここに来るまでの道のりで、省吾と別れた経緯を話したので美月が落ち込んでいると思ったのだろう。

「うん、全然。あそこまで最低な態度をとられたら逆に吹っ切れたよ」

　あははと乾いた笑い声をあげると、晴馬がかすかに顔をしかめた。彼の手が伸びてきて、くしゃりと美月の髪を乱す。

「そうやって自分をごまかすのは、やめておけ」

「え？」

　心配そうな瞳がまっすぐに美月を射貫く。

「あんなこと言われて傷つかないはずないだろ。自分の気持ちには素直になったほうがいい。そのほうが傷も早く癒える」

「あ、えっと……」

「たまには誰かに甘えて、寄りかかってみろよ」

　その言葉に目頭が熱くなった。

（まずいな。涙腺が……）

　悲しい涙は我慢できるけれど、こんな温かな優しさにはあらがえない。

　泣き顔を見られまいと、慌てて顔を背けた美月の腕を、彼がグイッと引いた。

「きゃっ」

　美月はバランスを崩して、彼のほうに倒れ込む。晴馬は大きな手を美月の後頭部に回し、自分の胸に引き寄せた。

「こうしておけば見えないから」

　泣いてもいいよ、と言いたいのだろう。

「泣いたりしないけど……もうちょっとだけ、こうしていてもいい？」

　今だけは、彼に寄りかかってもいいだろうか。逆風のなか、ひとりで立ち続けることに少し疲れてしまった。

「好きなだけどうぞ」

　恋人でもない男性に抱き締めてもらうなんてダメだとわかっているけれど。彼の腕のなかは信じられないほど安心できた。体温も鼓動のリズムもしっくりとなじむ。自分と彼と、どちらのものか判別できなくなるほどだ。

　このまま離れたくない。そんなふうに思っている自分に気がついてハッとする。美月は慌てて彼を押し返し、身体を離した。

「ごめんね。調子にのりすぎた」

　大胆なことをしてしまった恥ずかしさが今さら込みあげてくる。顔を真っ赤にしている美月に目を細めて、晴馬は苦笑した。

「あいかわらず、甘え下手だな。全然変わってない」

　美月は子どもの頃からしっかり者の委員長タイプ。自分でなんでもやろうとしてしまうほうで、誰かを頼るのは苦手だった。

（『要領が悪い』って、晴馬によく怒られたなぁ）

　美月は上目遣いに彼を見て、口をとがらせる。

「そっちは……いつの間に、そんなモテる男みたいになっちゃったの？」

　もっとも、彼は昔からモテてはいた。クラスの女の子の大半は晴馬に憧れていたように思う。でも本人は、男の子同士で遊ぶのが好きで女子は苦手そうにしていたのに。

「ははっ。まぁ、モテないとは言わないけど。でも」

　ふいに真顔になって彼は続ける。

「今のは、美月だからだ。多少強引じゃないと、弱音を吐いたりしないと思って」

　美月の性格はお見通しのようだ。

「……そっか。ありがとう」

「誰にでもするわけじゃない。そこは誤解するな」

　晴馬はさらりと、そんな思わせぶり発言を追加する。

（深い意味はないとわかってるけど、私が勘違いしたらどうするつもりなんだろう）

　あいかわらず女心はあまり理解していないみたいで、そういうところは彼らしかった。

「そういえば、晴馬はなんでうちのホテルにいたの？」

「あぁ。プライベートの会合……みたいなものがあってね」

　どうにも歯切れが悪いし、渋い表情だ。

（この前、帝都グランデの名前に妙な顔をしていたのもその会合が嫌だったから？）

　なんにせよ晴馬が喜ぶ話題ではなさそうだったので、それ以上の追及はやめておいた。

「美月、本格的な転職活動はこれから？」

「うん。狭い業界だし、そううまくはいかないと思うけど……ホテリエの仕事は大好きだから諦めずにがんばってみるつもり。場合によっては、地方も選択肢に入れてみようかな」

　都内のホテルにこだわらず、観光地のリゾートホテルもありかもしれない。心機一転、新しい環境に飛び込むのも悪くない気がしてきた。

　こんなふうに前向きになれたのは、隣にいる彼のおかげでもある。心配してくれる人がひとりでもいるとわかるだけで、がんばろうという気持ちになれるから。

「晴馬、今日は本当にありがとう」

（大丈夫。落ちるところまで落ちたら、あとはのぼるだけだもの！）

　美月は胸の前でこぶしを握る。

「決めた。さっきの見栄を真実にする！　転職も華麗に成功させて、素敵な恋人だって見つけてやるんだから」

「逞しいな」

　クスリと笑った、晴馬の美しい顔がゆっくりと近づいてくる。

　まるでキスするみたいな距離に、彼の瞳がある。深みのある黒が綺麗で、そこに困惑した表情の自分が映っていた。

「その素敵な恋人、俺じゃダメか？」

　サァと優しく吹いた夜風にのって、晴馬の艶めいた声が届く。

「――え？」

（げ、幻聴？　それとも、からかってるの？）

「な、なんの冗談？」

「真面目な話だよ。美月に頼みがあるんだ。――俺と取引をしないか？」

　取引とはなんなのか、検討もつかないけれど……晴馬の目が真剣なので口を挟みづらい。美月は黙って彼の話の続きを待った。




「奥さんのふり!?」

　晴馬の持ちかけてきた取引は、あまりにも突拍子のない話だった。

「さっき、俺が帝都グランデにいたのは親族会議があったからなんだが……」

「ご家族と一緒だったの？　みなさま、お元気？」

　晴馬の両親と兄の佑ゆう馬ま。懐かしい顔が脳裏に浮かぶ。

　美月の母は北原家のお手伝いさんとして働いていたのだ。だから美月も、晴馬の家族とは面識があった。

「元気だよ、両親も兄貴も。海外を飛び回っているから、日本にいる日は少ないけどな。今日も父親は不在だったし」

　その辺りは当時から変わっていないようだ。

「よかった！　あ、ごめんね、話の腰を折っちゃって。続けて」

　美月に促され、彼はまた口を開く。

「そこでちょっと面倒な話が出てね」

「面倒？」

「お決まりの、そろそろ身を固めたらどうだ？ってやつ」

　晴馬は憂鬱そうに顔をゆがめる。

（あぁ、なるほど。それが理由だったのね）

　彼の家族仲は良好だったはずだから、親族の集まりでなぜ晴馬が渋い顔をすることになったのか、疑問に感じていたのだ。

「二十九歳、そこまで焦る年齢じゃないよね」

　自分たちは同じ年。美月も今秋の誕生日を迎えれば二十九歳になる。

（まぁでも、そろそろ考えるべき時期なのは間違いないか）

　それに彼は、北原建設の御曹司。庶民とは事情も異なるだろう。

「うちの親は放任主義だから問題ないんだけど、祖父がね。北原一族は誰もあの人に逆らえないから」

　晴馬の祖父である北原善ぜん次じ郎ろうは、北原建設が今のような大企業になった立役者で、財界の重鎮だ。よって、今でも一族のトップとして君臨しているらしい。

「なるほど、おじいさまか」

　その世代なら、三十歳までに結婚と妄信していても不思議はない。

（おじいさまは晴馬たちとは別々に暮らしていたから、私はお会いしたことがないのよね）

「昔ながらの頑固じいさんで、男は結婚してこそ一人前ってうるさくて。俺のことはとくにかわいがってくれているから、世話を焼きたくて仕方ないみたいだ」

　数年前に妻を亡くした善次郎は、現在はアラブ首長国連邦の都市ドバイで悠々自適のひとり暮らし。そこから親族を通じて、晴馬に結婚の圧力をかけてきたそう。

「けど、その程度じゃ意味がないとわかっているんだろうな。俺の結婚の世話をするため、八月に帰国するって言い出したんだよ」

　滞在予定の三か月で必ず晴馬の結婚相手を決めると、鼻息荒くしているらしい。

　晴馬はパンと顔の前で両手を合わせて、美月を拝む。

「そういうわけだから、祖父がこっちにいる八月から十月までの三か月。俺の妻として、祖父の相手をしてくれないか？」

「三か月だけの妻？　えぇと、色々無理がありすぎない？」

　美月の疑問に答えるように、彼は自分が考えている計画を説明する。

「まず祖父が帰国したら、婚約者という形で美月を紹介する」

「う、うん」

　ツッコミどころが多すぎるが、とりあえず最後まで聞くことにする。

「そして、祖父に婚姻届の証人になってもらうよう頼む。あとは式場や新婚旅行の相談も、もっともらしく持ちかける。ここまですれば、縁談を断るための偽の関係とは思われないはずだ」

「なるほど」

　この場の思いつきではなく、晴馬はかなり真剣に作戦を練っていた様子だ。

「でも……晴馬のご家族にはどう説明するの？　おじいさまだけうまくごまかしても、お父さまたちから真実が伝わるでしょう」

「祖父以外には、すべて打ち明けて協力してもらうから大丈夫。俺は北原建設のビジネスに関わる予定は今後もないし、そういう意味では結婚も跡継ぎも必要ないんだよ」

　晴馬の結婚にこだわっているのは祖父の善次郎だけ、ということらしい。

「もちろんサインした婚姻届を実際に出すことはしない。祖父が結婚したと思い込めば、それでいい。彼がドバイに戻って少ししたら、『性格の不一致で残念ながら離婚することになった』と伝えるから」

「だから、三か月だけの妻なのね」

「あぁ。スピード離婚であればあるほど都合がいい。『結婚はこりごり、しばらくはひとりでいる』と言いやすくなるからな」

　彼の提示する取引の内容は理解できた。だが、簡単に「ＯＫ」とは言えない依頼だ。

「ええっと、事情はよくわかったけど……」

　結婚を急かされるつらさはよくわかる。

（とはいえ、私が妻のふり……はやっぱり無理があるような）

　晴馬自身はビジネスに関わっていないとはいえ、自分が北原家に嫁入りできるような人間とは思えない。釣り合いってものがあるだろう。

「私より、もっと適任の女性がいるんじゃない？　そうだ、恋人は？」

　晴馬はとびきり素敵な大人の男性になった。付き合っている女性くらいいるかもしれない。だが、彼に即否定される。

「いたら、美月に頼まないよ」

「たしかに。でもさ、晴馬なら喜んで手をあげてくれる子がいると思うけどな」

　彼はくしゃりと後頭部の髪を乱して「う～ん」と弱ったように笑う。

「あくまでも三か月だけの演技だし。喜ぶような子には……逆に頼めない」

「……それもそうか」

　本気で妻になりたい子からすれば三か月でバイバイは傷つくだろう。こういう件は互いにビジネスライクなほうがいいのかもしれない。

（再会してから、火事のときと今夜で二度も助けてもらっちゃったし、お礼をしたい気持ちはあるけど）

「でも、おじいさまに信じてもらえる演技力が必要ってことだよね？　私、そんなに器用なほうじゃないし自信ないな。そもそもさ……」

　美月は晴馬の顔をのぞく。

「恋人がいないなら、おじいさまの望みどおり縁談でもなんでも受けてみるのはどう？　意外といい出会いがあるかもしれないよ」

　その結果、まだ結婚を考えられないのであれば正直にそう伝えればいい。美月は正攻法を提案してみたけれど、晴馬は険しい顔で首を横に振る。

「そんな理解ある優しい祖父なら、こんなに悩んでいないよ。見合いをしたら最後、強引に話をまとめられるのが目に見えてる。なにより……」

　晴馬は強い目で前を向く。

「結婚のタイミングも相手も、自分で決めたい」

　すごく晴馬らしいと思ったし、その考えには共感する。

　晴馬は美月の両肩をつかむと、あとひと押しとばかりに言葉を重ねた。

「だから、仕事として割り切れる人間に協力してほしい。さっき、俺が取引だと言ったのを覚えているか？」

「う、うん」

「だから美月にもメリットを用意してる」

「私のメリット？」

　晴馬はポケットからスマホを取り出すとサッと操作して、その画面を美月に見せた。和の趣を感じさせるモダンな高層ビルが映っている。

「これって……」

「『パールトンホテル』、知ってるだろ？」

「もちろん！」

　数年前、六ろっ本ぽん木ぎの再開発エリアにオープンした外資系ラグジュアリーホテルだ。創業はパリだが、今やパールトンブランドは世界中に浸透している。〝一流をこえるサービス〟がウリの、ホテル業界の雄。美月たちホテリエにとっては憧れてやまない存在だ。

「ここの建設、北原が担当したから縁が深くてね。色々と情報が入ってくるんだが……ハイクラス感をより一層高めるために、コンシェルジュサービスの拡充を検討しているそうだよ。新しい人材も採用したいとのことだ」

「もしかして……」

　魅力的すぎる話に、美月は思わずゴクリと喉を鳴らす。

「オープンな求人募集は行わない。本国からの引き抜きやヘッドハンティング、信頼できる筋からの紹介……俺も採用は保証できない。ただ、北原建設からの紹介として面接を受ける場を用意することはできる」

　晴馬はニヤリとして続ける。

「どう？　悪い条件じゃないだろう」

「パールトンの求人にチャレンジできる……じゅ、十分すぎるメリットだわ！」

　パートやアルバイトでの採用ならともかく、あのホテルの正社員、それもコンシェルジュは狭き門だ。面接を受けるチャンスすら、まず得られない。

「あそこは語学力のハードルがかなり高いんだが、美月はカナダ育ちだから英語は問題ないだろ。帝都グランデでの経験も評価してもらえるはずだし、門前払いということはないと思うぞ」

「たとえ門前払いでもいい。チャレンジしてみたい！」

　美月は前のめり気味に決意表明する。

「それは取引成立……と受け取っていいか？」

　からかうような瞳を向けられ、うっと言葉に詰まった。

（パールトンの面接を受けるには、晴馬の妻を三か月演じなくてはいけない、かぁ）

　ほんの少し前までは「無理、無理」と思っていたのに、パールトンの名を出されたら急に揺れ出す自分の、なんと現金なことか。けれど、コンシェルジュの夢はどうしても諦めたくない大切なもので……。

　思考がまとまらない美月の頭を、彼の大きな手がポンポンと叩く。

「ま、返事は今すぐじゃなくていいから。少し悩んでみて」

「う、うん」

　晴馬はやや困った顔で、眉尻をさげた。

「そんな顔をされると、面接の権利くらい無条件で……と言いたくなるな。けど、切羽詰まってるのは俺も同じだから。あくまでも取引にさせてもらうぞ」

「わかってる。数日だけ考えさせて」

「了解。じゃあ送るから帰ろう。もう遅いのに、引き止めて悪かったな」

　ひとりで大丈夫だと伝えたけれど、彼は美月を自宅の前まで送ってくれた。




　美月の自宅はごく普通の１ＬＤＫの賃貸マンション。小さなキッチン、広くはないけれど南向きで日当たりのよいリビング。そしてリビングとは引き戸で仕切られただけの五畳の寝室。シャワーを済ませ、パジャマに着替えた美月は寝室の扉を開ける。

　置かれているのはシングルのベッドと、ＰＣデスク兼ドレッサーにしているシンプルな白い机だけ。

　そこに座って、いつもどおり夜のスキンケアを始めた。最近やや気にしているおでこのシワにクリームを塗り込みながら、今夜の出来事を回想する。

（妻のふりとパールトンの面接……う～ん、悩ましいなぁ）

　彼のおじいさまを騙だますようなものという点が気になるし、晴馬とこれ以上近づくことに不安もあった。

（晴馬といると、どうしてもあの日を思い出す。私は彼にひどいことを言ったから……）

　美月と彼は幼なじみ。母の働く晴馬の家で、放課後を一緒に過ごすことも多かった。それなのに、二十年間も疎遠だったのには理由があるのだ。
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　小学校が終わったら、自宅ではなく北原家の屋敷に母、月つき子こを迎えに行くのが美月の日課だ。港を見おろす小高い丘の上に立つ洒落た洋館、見事な英国式ガーデンが近隣でも評判だった。美月のたったひとりの家族である月子はここでお手伝いさんとして働いている。

　朝は早いけれど夕方には仕事を終えることができるので、シングルマザーとして美月を育てる月子にはありがたい職場のようだ。もう二年、世話になっている。

「ただいま、お母さん！」

　庭の花たちの世話をしている彼女の背中に、元気よく声をかける。

「おかえり、美月。あと少しで仕事が終わるから待っていてね」

「うん。なにか手伝えることはある？」

　優しい母を少しでも助けたくて、美月はいつもそう尋ねる。娘のそんな思いに応えて、月子は必ずちょっとした仕事を任せてくれた。

「じゃあ、そこにあるホースを蔵に片づけてきてくれる？　重いけど、ひとりでできるかな？」

「大丈夫、任せて！」

　美月はグルグルに巻かれたホースリールをよいしょと持ちあげ、歩き出す。

　屋敷の主である北原夫妻はおおらかな性格で、従業員の娘でしかない美月が庭をチョロチョロしていても笑顔で受け入れてくれていた。

　そんな夫妻には息子がふたり。中学にあがったばかりの長男、佑馬と……。

「おい、美月っ」

　ひとりの少年が美月の前にパッと出てきて、通せんぼをする。偉そうに顎をあげている彼が、次男坊の晴馬だ。

「毎日毎日、学校から帰るときに俺のあとをついてくるな！　クラスのやつらに、からかわれるだろ」

「同じ場所に帰ってきているんだから、仕方ないでしょ。嫌なら、晴馬が遠回りをしたらいいじゃない」

「俺は早く帰りたいんだよ」

「それは私も同じ！」

　互いにムッと顔をしかめて、にらみ合う。

「今日の算数のテスト、俺のほうが十点も上だった」

　ふふんと鼻を高くする彼に、美月はグッと声を詰まらせる。

（悔しい。今日こそは勝てる自信があったのに……）

　けれど蓋を開けてみれば、晴馬のほうが高得点。いつもそうだ。勉強も運動も、誰も彼にはかなわない。

（だけど性格は六十点ってとこよね！）

　美月も負けじと反撃を開始する。

「そもそも、男子のくだらない冗談なんて無視しておけばいいのに。真に受けるなんて子どもね、晴馬は」

「う、うるさい！」

　彼と美月は学校でも放課後も、いつもこの調子。

（まぁでも……）

「トロトロ歩いてると邪魔なんだよ。ほら、貸せ」

　美月の持っていた重いホースリールの持ち手に、晴馬が手をかける。どうやら半分持ってくれるらしい。

（悪いやつじゃないのは知ってる。七十点にしてあげてもいいかも）

　美月はクスリと口元を緩めた。

　月子は未婚の母というやつで、そのせいで実家から縁を切られてしまっていた。だから美月には月子しかいなかったけれど……大好きな母がいればそれで十分だった。学校も楽しいし、喧嘩友達の晴馬もいる。

　平凡だけど幸せな毎日。当たり前にずっと続いていくと思っていたのに……。




　その日は、なんの予告もなく唐突に訪れた。

　目の前で燃えさかる、月子とふたりで暮らす我が家。乾燥して風の強い夜だったのが災いした。小さなアパートはあっという間に黒煙に包まれた。まるで意思を持っているかのように暴れる火柱が、美月の目には悪魔そのものに見えた。

「お母さん！　どこ？　どこにいるの？」

　声が枯れるほどに美月はわめき散らした。すぐそばで眠っていたはずなのに、銀色の防火服を着た消防士に助け出されたのは美月だけだった。どれだけ周囲を見渡しても、月子の姿はない。

「お母さんは？　もしかしてまだ……なかにいるの？」

　近くにいる大人に問いかけても、誰も彼も自分と身内のことで精いっぱいで、答えは返ってこない。

（――お母さん！）

　自分を保護していた消防士の目が一瞬離れた隙をついて、美月は炎に向かって駆け出す。汚れた頬に熱風が吹きつけた。あまりの熱さにひるみそうになるが、それでもどうにか足を動かす。それなのに――。

「美月っ、やめろ。馬鹿っ」

　誰かが後ろから美月を羽交い締めにした。それが誰かを確かめることもせずに、美月はめちゃくちゃに暴れた。

「放してよっ、お母さんを助けなきゃ」

「こらっ。そっちに近づいちゃダメだ」

　子どもが騒いでいるのに気がついて、大人が何人かやってきてしまった。

　自分を止めたのが晴馬だと知ったのは、大人たちに現場から遠ざけられてからのことだった。距離が離れても、暗い空に竜巻のような煙がのぼっていくのがはっきりと見える。

（大丈夫、きっと誰かが助けてくれたはず。お母さんは必ず私のところに帰ってくる。だって、これまで帰ってこない日なんてなかった。いつも笑顔で私を出迎えてくれて……）

　信じて待ち続けたけれど、どれだけ経っても月子は帰ってこない。

「……美月」

　彼に呼びかけられて初めて、晴馬がずっとそばにいてくれたことに気がつく。

　晴馬の声は震えていて、彼だって大きなショックを受けているのは見て取れた。だけど……うねるような負の感情を抑えることはできなくて……。

　美月は憎悪のこもった瞳で彼をキッとにらむ。

「晴馬なんか大嫌い！　どうして邪魔したのよ？　私には……お母さんしか……ずっと一緒だったのに。一緒にいたかったのに、どうしてっ」

　それ以上はもう言葉にならず、美月は地面に泣き崩れた。




　月子はこの火事で亡くなった。

　晴馬があの場にいたのは、近所で起きた火事の現場が美月のアパートだと知り、兄の佑馬と一緒に駆けつけてくれたからだった。

　美月は母以外に頼れる親族がいなかったので、どこかの施設にでも預けられるのかと思っていたが……月子の叔母が美月を引き取ると申し出てくれた。両親とは縁を切っていた月子だったが、カナダでひとり暮らしをしている叔母とだけはメールのやり取りなどを続けていたらしい。

　日本に美月を迎えにきてくれた叔母は明るく楽しい、ちょっと個性的な女性だった。親代わりというより友人のように接してくれて、彼女とならやっていける気がした。

　火事から二か月。月子の葬儀などもすべて終えた美月は、叔母についてカナダに行くことを決めた。

　生まれ育った日本を離れるのはもちろん寂しいけれど、なんとか心の整理をつける。

　あと思い残すことはひとつだけ。

（晴馬に、ちゃんと謝らないと）

　彼は美月を助けてくれたのだ。あのとき美月がアパートに飛び込んでいても、月子を助けることなどおそらく無理だった。無駄死にしただけだと、今ならわかる。

（正直に言えば、私はそれでもよかったと思ってしまうけど。でも、お母さんはそんなの望まないよね？）

　月子はきっと、天国で美月の無事を喜んだことだろう。

（晴馬のおかげで、お母さんを悲しませなくて済んだ。だから、ごめんねを言わないと）

　けれど、葬儀や引っ越し準備で忙しくて学校も休んでばかり。晴馬と顔を合わせる機会をつくれないまま、日本を発つ日が近づいてくる。

　このまま別れるのはどうしても嫌。だから『出発前日の夕方、よく一緒に遊んだ北原の屋敷近くの公園で待っている』という内容の手紙を書いた。

　誰もいない放課後の教室。

　この気持ちが晴馬に届くよう祈りながら、彼の机に手紙を忍ばせる。

　彼の席は窓際の一番後ろ。この場所からだと校庭の様子がよく見える。数名の男子がサッカーをして遊んでいた。

（晴馬は……いないな）

　遠目でも、晴馬かどうかはすぐにわかる。彼を見つけ出す速さなら、誰にも負けない自信があるから。

　一方的な約束を押しつけたその日、どれだけ待っても晴馬は姿を見せなかった。残念ながら、美月の祈りは届かなかったようだ。

（……仕方ないか）

『晴馬なんか大嫌い！』

　彼に突きつけた言葉のナイフが今度は自分の胸に刺さる。

「……ごめん、ごめんね、晴馬。大嫌いなんかじゃないよ。本当は私……」

　その先を彼に伝える機会は、きっと一生訪れないだろう。
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　スキンケアを終えた美月は「はぁ」と大きく息を吐く。

　カナダに着いてから、北原夫妻には世話になったお礼の手紙を送ったけれど晴馬へはなんのメッセージも書けなかった。きっと嫌われてしまったのだろうと思うと、怖くて電話もできずじまい。結局それきり、彼との縁は切れてしまった。

（まさか二十年も経って再会するとは。私が投げつけたあの言葉、晴馬はどう思っているんだろう？）

　子どもの頃のことだし、もう覚えていないかもしれない。だけど美月のほうは、いまだに思い出すと心が重くなる。ずっと消えない苦い記憶だ。

（もしかしたら、彼との再会は神さまがチャンスをくれたのかな？　きちんと謝りなさいって……）

　だとしたら晴馬から逃げずに、向き合うべきなのかもしれない。




　互いの休みが重なった木曜日。夜七時を過ぎ、空はようやく暗くなりはじめていた。

　晴馬の運転するシルバーグレーのイタリア車が颯爽と東京の街を走り抜けていく。助手席の座り心地は抜群で、内装にも重厚感が漂う。こんな高級車に乗るのは初めてなので、美月はなんだか落ち着かなくてソワソワしていた。

　隣でハンドルを握る晴馬は白いカットソーにネイビーのジャケット、同色のパンツ。シンプルで大人っぽいファッションはスタイルのいい彼によく似合う。

　高級車の運転席という場所は、彼がもともと持っている育ちのよい、ノーブルな雰囲気をますます際立たせていた。

（私も……綺麗めの服を選んでおいてよかった）

　小さく胸を撫でおろす。今日の美月はブルーデニムみたいな爽やかな色のワンピースに身を包んでいた。胸元はカシュクール、袖には控えめなフリルのついた女性らしいデザインだ。晴馬と比べたら庶民っぽさは隠しきれないだろうけれど、あまりにもチグハグな印象ということもなさそうだ。

「わざわざ家まで迎えに来てくれてありがとう」

　お店で直接待ち合わせかと思っていたら、当然のように『迎えに行くから』と言ってくれて少し驚いた。

「これだけ家が近いのに、自分だけ車……とかありえないだろ」

　晴馬は目を細めて笑った。彼の目元はシャープな印象で、普通にしていると少し冷たい感じもする。だからこそ、甘く笑んだときは抜群に魅力的だ。

（知ってはいたけど……本当に美形だなぁ）

　小学校時代も、晴馬がみなとみらい辺りを歩くと芸能プロダクションのスカウトが何人もやってくるなんて噂がたびたび流れていた。あの当時の瑞々しい爽やかさはそのままに、程よい渋さも加わった。おまけに……美月はさりげなく彼の上半身に目を走らせる。この芸術的ともいえる肉体美、思わず感嘆のため息が漏れる。

　晴馬が車を停めたのは、モダンな高層ビルがそびえ立つ六本木の街。ディナーはお酒を楽しみたいからと、彼は自分の車を代行業者に預けた。

「行きたい店があって、もう予約してるんだけどいいか？」

「う、うん。でも、助けてもらったお礼にごちそうする約束はしたけど……私はごく普通の庶民だからね。北原一族御用達の高級レストランは払えないよ」

　恥を忍んで、そこは正直に伝えておく。世界的企業の御曹司の価値観で選ばれては困ってしまう。

「今夜は俺に出させて。知り合いの店でもあるからさ……俺が見栄っ張りなの、知ってるだろう？」

「え、でも……」

「美月の奢りは次回な。焼き肉食べたいから、いい店を探しておいてよ」

　うまく丸め込まれてしまったような気がする。そんなふうに言って、いつまでもお返しをさせてもらえないのではないだろうか。

　晴馬の知り合いの店は、車をおりた場所から五分とかからなかった。

「ここって……」

　洗練された高層ビルを見あげて、美月は目を丸くした。パールトンホテルと書かれた看板が、まぶしいほどに輝いている。

「ここに入っている鉄板焼きレストラン。父親とシェフが昔から親しくしていて、俺も世話になっているんだ。いつか食事に行きますと約束していたものの……ずっと行けてなかったからさ」

「パールトンのレストラン……」

　美月の口はぽかんと開いたまま塞がらない。

　どんな料理でどんなサービスなのか、すごく気になるけれど気軽にごちそうになれるランクの店ではない。

「いやいや、さすがにその店はっ」

　すっかり腰が引けている。

「もう予約してあるし。当日キャンセルはホテルからしたら、迷惑でしかないだろ。諦めて付き合ってよ」

　それを言われると反論できない。彼はそっと美月の手を引き、歩き出す。

「――さすが」

　入口からホテル内に入った美月は、思わずそんな声を漏らした。

　シックでゴージャスな内装のロビーには、ほんのりといい香りが漂う。スタッフはみな姿勢がよく、機敏な動作は見ていて気持ちがいい。どのお客さまも上品な装いをしており、振る舞いも優雅だった。

（一歩足を踏み入れただけで、お姫さまになった気分を味わえる。パールトンが特別な理由がよくわかるわ）

「帝都グランデも素晴らしいけど、ここもいいホテルだよな」

「うん。ここで働けたら、学べることが多いだろうな」

　エレベーターへと歩を進めながら、美月はチラリとコンシェルジュデスクに目をやる。パールトンのコンシェルジュは白いスーツにゴールドのスカーフ。あの制服に身を包む自分を想像するだけで胸が弾む。

「似合うと思うよ」

　晴馬がふっと頬を緩める。美月は上目遣いに、軽く彼をにらんだ。

「このタイミングで私をここに連れてくるの、ちょっとずるくない？」

　例の件に対する美月の返事がイエスに傾くように。そう考えた彼の作戦だと、今さら気がつく。

「北原家の教えなんだ。勝負は勝てる状況に持ち込んでから挑めってね」

「……なるほど。だから北原建設の業績は右肩あがりを続けられるわけか」




　上層階に入っている鉄板焼きレストラン。晴馬はシェフと親しげに言葉を交わし、それから美月を席にエスコートしてくれた。彼が予約してくれていたのは横並びのカウンター席。目の前の鉄板はすでにジューとおいしそうな音を立てている。美月たちより先に来店していたお客さまに出す料理だろう。綺麗なサシの入った黒毛和牛に食欲を刺激される。

「わぁ、楽しみだな」

「夜景の見える個室をすすめられたんだけど、美月は俺に口説かれるよりシェフの仕事ぶりを間近で見たがるだろうなと思ってカウンター席にした」

「口説く気なんてないくせに……。でも、お気遣いありがとう。この席のほうが嬉しいな。それにほら、夜景もちゃんと楽しめるよ」

　シェフの後ろには大きなガラス窓が広がっており、深藍色のキャンバスに都会の星がきらめいていた。

「あの晴馬と、素敵な夜景を一緒に眺める日が来るとはね」

　美月の台詞に彼もクスリとする。

「まぁな。飲みものはどうする？」

　ほどなくして、晴馬が選んでくれたシャンパンがふたりの前に提供された。

「まずは再会に乾杯しよう」

　美月はグラスを持ちあげ、軽やかに泡が弾けるピンク色の液体をひと口ゴクリとする。上品で華やかな香りが鼻を抜けていく。扱うお酒も当然のように一級品だ。

　シャンパンの選び方、スタッフとの距離感、テーブルマナー。晴馬がすべてリードしてくれるので、美月はなにも気にせずに済む。

（こういうところは、さすが御曹司よね）

　彼の上流階級らしい育ちのよさが如実に伝わってくる。

「ねぇ、晴馬ってどうして私立の小学校に行かなかったの？」

　美月はごく普通の公立小学校に通っていた。横浜エリアは富裕層も多いのでリッチな同級生はもちろんいたけれど、北原家の御曹司レベルなら私立に行くほうが自然だと思ったのだ。

「子どもの頃はそんなこと考えもしなかったけどさ、今思うと北原家のお坊ちゃんとお手伝いさんの娘である私が同じ学校って普通はあまりないよね？」

「あぁ。じいさんの教育方針なんだよ。いい学校は、勉学に励んだ人間だけが行くべきところ。金の力で、最初から子どもを甘やかすなってね」

「へぇ。素敵なおじいさまだね」

　晴馬の唇が誇らしげに弧を描く。

「まぁな。頑固だけど筋の通った人ではあるかな」

（厄介で面倒な祖父だと口では言ってたけど……）

　晴馬が祖父を尊敬していることは察せられた。

「だから俺、ずっと公立なんだよ。大学も国立に行ったし」

「そうなんだ」

「美月は？　いつカナダから帰国したんだ？」

「大学入学のタイミングだよ。大学は関西だったから四年間、向こうで暮らしてた」

　和食とフレンチを融合させた繊細で美しい前菜、大ぶりの鮑あわびと甘みの広がるホタテ、メインのサーロインステーキは舌の上でとろけるようだった。

　おいしい料理とお酒のおかげもあってか、会話が途切れることもなく和やかで楽しい時間が流れた。

「どの料理も絶品だったね」

「デザートは季節のフルーツと木苺ソースのブランマンジェだって」

　ブランマンジェはフランスの伝統菓子で、ミルクとアーモンドで作るのが基本のレシピ。プリンやババロアとの違いは、卵を使わない点だとシェフが教えてくれた。

「ブランマンジェには酸味の強いソースが合うんですよ」

　彼の言葉どおり、アーモンドと木苺ソースの相性は抜群だった。

　デザートを食べ終えたタイミングで、晴馬の表情が真剣なものに変わる。

「さて、提案した取引の返事を聞かせてもらってもいいか？」

　美月はまっすぐに彼を見返し、うなずく。

　ここに来る前から、もう答えは決めてあった。

（パールトンで働けるかもしれないチャンス。この切符を手放したら、絶対に後悔する）

「返事はイエス。三か月だけ、私はあなたの妻になる」

　晴馬の目が嬉しそうに細められた。

「美月ならそう言ってくれると思ってた」

　大きな手を彼はスッと差し出す。

「よろしく、奥さん」

「こちらこそ」

　交渉成立の握手に美月はしっかりと応じた。

（私に、省吾さんを責める権利はないんだろうな。彼に負けないくらい私も利己的な人間だ）

　偽物の妻なんて、色々問題があることはわかっている。それでも、目の前のチャンスに賭けたくなってしまったのだ。

　ホテルを出ると、晴馬が「タクシーに乗ってもいいけど、酔い覚ましに少し歩く？」と提案してくれた。

「賛成。いい夜だしね」

　今夜は月がとても綺麗だ。

「じゃあ、大通りまで散歩してそこからタクシーに乗ろう」

　ごく自然な仕草で彼は美月の手を握る。自分よりずっと大きな手から伝わるぬくもりに心臓が小さく跳ねた。

「え、えっと、そんなに酔っていないし。普通に歩けるよ？」

　晴馬は苦笑して、グイッと美月の手を引く。肩がトンと彼の腕にぶつかり、急に近づいた距離に戸惑う。

　甘くとろけた瞳が美月をとらえる。

「もう契約は始まってるから。俺の妻になった自覚、持ってくれる？」

　美月の頬がかぁっと赤く染まる。「え、あ、う」と言葉にならない声が漏れた。

「ははっ。美月が照れるとこなんて初めて見たかも」

　楽しそうな晴馬の笑顔をどうしても直視できなくて、美月は軽く目を伏せる。

（いやいや。ドキドキする場面じゃないし。そもそも恋愛はもうこりごり！　だったはずなのに……どうしちゃったのよ、私の心臓）




　瞬く間に時は過ぎ、七月下旬。美月は昨日、帝都グランデでの最終勤務を終えてきた。残り数日は有給休暇を消化させてもらい、末日付けで正式に退職となる。

　パールトンの面接は二週間後の予定で、もし採用をもらえたら九月から勤務できるそうだ。

（つまり、しばらくは専業主婦ってことね。まぁ偽物だけど）

　空に浮かんでいるような、非現実的な景色を眺めながら美月は苦笑を漏らした。

　豊洲駅からほど近い、四十三階建てのタワーマンション。常駐のコンシェルジュサービスはもちろんのこと、ワーキングスペースを兼ね備えたライブラリーにプールとフィットネスジム。入居者専用の保育園まであるラグジュアリーマンション。晴馬の暮らす部屋はここの最上階。

　彼と再会した夜にも世話になったこの部屋で、今日から美月も暮らすのだ。省吾との思い出も残っている自分のマンションは、すっぱりと解約してしまった。晴馬と暮らすこの三か月の間に、次の部屋を探すつもりでいる。

（それにしても、すごいお部屋）

　帝都グランデのスイートルームより広いかもしれない。

『もともとは両親が住む予定だったんだけど、仕事の都合で拠点をアメリカに移さないといけなくなって……それで俺が管理人代わりに暮らしている。高層マンションは災害時にはどうしても不便になるから、消防士としては一軒家のほうがオススメなんだが』

　彼はそんなふうに言って笑っていた。

　同居は晴馬の出した条件のひとつ。もうすぐ日本にやってくる彼の祖父が家にも遊びに来たいと言っているそうで、その対策のためだ。

『おじいさまが来るときだけでいいのでは……』と美月は主張したけれど、『あの人はアポなしで突撃とか、そういうことを平気でするから同居は必須だ』と却下されてしまった。

（パールトンのチャンスをもらった以上、あまりワガママは言えないものね）

　それに、同居といってもこれだけの広々としたマンションだ。彼は美月の部屋を用意してくれたし、レスキュー隊員である晴馬の勤務体系は特殊で、四六時中一緒ということもない。

　美月はまったく知らなくて驚いたのだが、消防士は一度出勤したら丸々二十四時間働くことになるらしい。

　朝早くに出勤して翌日の朝に勤務を終える。これを当番日と呼び、翌朝に勤務を終えたあとは非番となる。非番の日は家に帰って自由に過ごして問題ないが、緊急時の呼び出しにはいつでも応じられるようにしなくてはならない。会社員における休日は週休と呼ばれ、この日は完全にフリーで招集はなし。晴馬がそう教えてくれた。

　今日は非番で、昼前に美月を出迎えてくれたあとは自分の部屋で睡眠を取っている。いつもは夕方頃に目覚めるらしい。

「よしっ。晴馬が眠っている間に、リビングの掃除と買い出しを済ませちゃおう」

　掃除機は彼を起こしてしまう可能性があるので、モップを使うことにする。

（家賃はもらえないと言われてしまったから、せめて家事くらいはしっかりやりたいけど……実は苦手なんだよねぇ）

『仕事が忙しい』を言い訳に、これまで家事を手抜きしてきた自覚はある。とくに苦手なのが料理だ。自分ひとりなら、貧相な食卓でも少々味つけに失敗しても問題にならないが、人に食べてもらうとなれば話は別だ。

『ひとりぶんもふたりぶんも手間は変わらないから』と、晴馬に見栄を張ってしまったけれど……まともな食事を作ることができるだろうか。

（勤務体系を聞くだけで消防士さんがハードなのはわかるし、栄養バランスに気を使わないとダメよね。え～、なにを作ればいいんだろう？）

　美月は頭を抱えてしまった。

（雇われ妻のお仕事、早くも前途多難だわ）

　高価そうな調度の数々にハラハラしながら掃除を済ませ、スーパーに買い出しに行く。パールトンの採用がダメだった場合も考えて、求人情報のチェックも忘れずに。

　仕事に行かなくなったら時間を持て余しそうと心配していたが、案外と忙しくあっという間に時計は昼の三時を示した。

（わっ、そろそろ料理に取りかからないと！）

　美月は慌てて、リビングルームで開いていた自分のノートパソコンを閉じる。彼が起きてくる時間までには、できれば完成させておきたい。

（ＩＨコンロでよかった～）

　オール電化のシステムキッチンに立ち、美月はホッと安堵する。火が見えてしまうガスコンロはどうしても苦手なのだ。

　ジャガイモとニンジンの皮をできるかぎり丁寧にむき、玉ねぎは飴色になるまでゆっくり炒める。かっこつけて難しいメニューにチャレンジして失敗するよりはと、美月でもおいしく作れるカレーにした。美月はチキンカレーが好みだけれど、疲労回復効果の高い豚肉を使うことにする。それから、温野菜のサラダとコンソメスープ。

（妻の手料理というより、子どもの初料理って感じだけど……大事なのは気持ちよね！）

　グツグツとじっくり煮込んだカレーのいい匂いが漂いはじめた頃、起きてきた晴馬がリビングに顔を出した。

「おはよう。でいいのかな？」

　美月が笑うと、彼もほほ笑んでくれる。

「消防士の寮では、何時でも寝起きのやつには『おはよう』だったな」

「そうなんだ。じゃあ私もマネさせてもらうね」

　キッチンに入ってきた晴馬が美月のかき混ぜている鍋をのぞく。

「お、カレーだ。俺も食べていいの？」

「もちろん。おなか空いてる？　あ、寝起きにカレーは重かったかな？」

　美月は夕食を作るつもりでいたけど、彼からしたら朝食に近いのだろうか。普段どんな食事をとっているのか、ちゃんと確認しておけばよかった。わかりやすくシュンとなった美月に、晴馬は優しい声をかける。

「朝までよく働いたし、腹減ってるからカレー嬉しいよ。早速もらっていい？」

「うん」

　当たり前のように、彼は配膳を手伝ってくれる。

「冷蔵庫にビールが入ってるよ。飲むか？」

「晴馬は？　もし飲むなら、一緒に一杯だけもらおうかな」

「悪い。俺は非番の日は飲まないようにしてるんだ。呼び出しがかかる可能性があるから」

「そっか、大変だね。じゃあ今夜は私もやめておく」

　美月は外食時にはお酒を飲むし、わりと強いほうでもあるが、家での晩酌はほとんどしない。でも、彼は美月が気を使ったと思ったようだ。ふっと苦笑して言う。

「俺に合わせてると飲めない日のほうが多くなるぞ。遠慮せず、美月の好きに暮らしてくれていいから」

「わかった。飲みたい日はそうするね」

　晴馬は美月の作ったカレーをひと口食べ、「うまい」とおおげさなほどに喜んでくれる。

「見たらわかると思うけど……料理はあんまり得意じゃなくて。凝ったものじゃなくてごめんね」

「十分すぎるほど、うまいよ。温かいものを食べさせてもらえるだけで最高だし」

　大盛りのカレーはあっという間に彼の胃のなかに消えていく。

（おいしそうに食べるなぁ）

「それに」

　彼がチラッと美月を見る。

「奥さんの手料理だから。嬉しいに決まってるだろ」

　破壊力ありすぎの笑顔に美月の頬は真っ赤に染まった。

「え、や、いやいや。そういうのいいから！　おじいさまの前だけで十分だしっ」

　動揺を隠しきれない美月を眺めて晴馬はニヤニヤしている。

「もう！」

　美月は怒ってプイと顔を背けた。

「ごめん。照れる美月がかわいいから調子にのった。でもさ、じいさんの前でだけ……というのはよくないかも。あの人、異常に勘が鋭いから。普段から夫婦らしくするように協力してもらえると助かる」

「そ、そうなの？」

「恋人や夫婦の空気感とか距離感って、なんとなく伝わらないか？」

「あぁ、たしかに！　不倫中のカップルは絶対に見抜けるって、ホテリエの間では鉄板のネタだもの」

　女性がいやに艶っぽかったり、男性がかっこつけようとしていたり。何気ないやり取りや視線の交わし方で、見ているほうには伝わってしまうものだ。もちろん、ホテリエとしてはなにも勘づいていない顔を貫くが。

（晴馬の言うとおりだ。夫婦のふりって、思っているより難しいのかも）

　仕事として引き受けた以上はしっかりやり遂げたい。美月は気を引き締め直して、彼を見返す。

「そうだね。よし、晴馬の仕事や生活ぶり、もっと詳しく教えて。妻なら知っていて当然だもんね」

「そうだな。あとは付き合いはじめたきっかけとか、そういう設定もしっかり詰めて……」

　ふたりともすっかりビジネスモードになって、完璧な夫婦を装うための対策を議論しはじめる。

「嘘が多くなるとボロが出るし、偶然再会したところまではありのままでいいと思うんだが、どうだ？」

「いいね。実際、あの再会は結構ロマンティックだったし、恋に落ちてもおかしくないと思うな」

　火事から助けてくれたときの晴馬は本当にアクション映画のヒーローさながらで、かっこよかった。失恋直後の身でも、少しときめいてしまったくらいだから。

「再会から結婚を決めるまでが早すぎる気もするが……じいさんなら、逆に俺らしいと思ってくれそうだ」

「じゃあ、再会後すぐに意気投合したって設定ね」

　打ち合わせをしながらの夕食を終える。片づけは晴馬が担当してくれた。

「風呂、ゆっくり使っていいから。美月も今日は新しい環境に疲れただろうし、もう部屋で休んでいいよ。夫婦らしく過ごすのは明日以降にしよう」

　まだ夜七時だけれど、たしかに彼の言うとおり美月の身体は結構ぐったりしていた。それはきっと美月を迎え入れた彼も同じだろう。ひとり暮らしから、ふたりになるのは大きな変化だ。

「じゃあお言葉に甘えて、そうさせてもらうね」

「あぁ」

　リビングを出ようとしていた美月はふと立ち止まる。キッチンで洗った皿を片づけている晴馬の背中に近づき、彼の着ている白いＴシャツの裾を引いた。

「ん？　どうした？」

　彼が振り向く。

「その、夫婦の練習として、ちゃんと顔を見て……と思って。おやすみなさい、晴馬」

　真顔になった彼の、男らしい喉仏が大きく上下する。

「俺は……もう少しスキンシップが欲しい派だな」

「え？」

　低くささやく晴馬の声が聞こえたと思った次の瞬間、熱い唇が額にそっと触れていた。

　ボッと火を噴いたように、美月の顔が真っ赤になる。

「あ、え、えぇ!?」

　自身の額を手のひらで押さえて、美月は大きくあとずさる。目を丸くして彼を見つめると、晴馬はクスッと小さく笑う。

「嫌だった？　けど、今のは美月にも責任があると思うぞ」

「ど、どうしてよ？」

「さっきの仕草、かわいすぎた。俺はわりと紳士だけど、限界もあるから。覚えておいて」

（ど、どういう意味？）

　たじろぐ美月を前に、晴馬はますます楽しそうに頬を緩めた。

（おじいさまの帰国がすぐそこまで迫っているというのに、私、こんなんで大丈夫なのかな？）

　額へのキスくらいで動揺しまくっていて、妻の演技などできるのだろうか。同居初日の夜は、そんな一抹の不安とともに更けていった。










三章　手放したくない




「北原はどうして消防士になったんだ？」

　ずっと目標にしてきたＡＨＲへの入隊初日、晴馬は教育係になってくれた迅からそんな質問をされた。

　昼飯の親子丼をかき込んでいた手を止めて、彼を見返す。

「二十八歳、その若さでＡＨＲ入隊は大抜擢だからな。みんな興味津々なんだよ。なんか、すげーいい大学を卒業してるんだろ？」

　ＡＨＲにかぎらず、ハイパーレスキューの隊員は選りすぐりの精鋭だ。レスキュー隊員として十分な経験を積んでから配属されるのが一般的で、平均年齢は三十五歳くらい。

（史上最年少の入隊者として注目を集めているのは自覚していたが、卒業大学まで話題にされているとは知らなかった）

「おまけに、顔もいいしな」

「顔は……なんの関係もないような」

「ははっ、たしかに。けど、絵になるやつが入ってきたと広報担当は小躍りしてるって噂だぞ」

　彼の笑顔には曇りがない。いい先輩に恵まれたようだと、晴馬は胸を撫でおろす。

「その優秀さなら、消防士以外にも……警察のキャリアとか、幹部自衛官とかも目指せただろ。なんで消防士を選んだんだ？」

　消防士、警察官、自衛官。それぞれまったく違う職業だが、市民を守るという点は共通しているだろうか。とくにレスキュー隊の仕事は自衛隊と近しい部分があるので、進路選択時に迷ったという話はよく耳にする。

　けれど、晴馬は迷わなかった。

「消防士以外は……考えもしませんでした」

　正直にそう答える。

「へぇ。子どもの頃の憧れとか？」

「いえ、憧れとも違うんですが」

　子どもの頃の自分が抱いた思いは、そんなキラキラしたものではなかった。突然に襲いかかってきた理不尽への怒りと悔しさ、とてつもない痛み。二十年前のあの日を思い出すと、今も身を切られるような心地がする。

『晴馬なんか大嫌い！』

　初恋の女の子の、どうしようもないほど悲痛な叫び。大嫌いと言われたことがつらかったわけじゃない。美月にあんな顔をさせてしまったことが……ただただ悲しかった。

　晴馬が兄とともに現場に駆けつけたとき、美月が母と暮らす小さなアパートはもう半焼状態だった。最愛の母を助けに行きたい美月の気持ちは痛いほどに伝わってきたが、そんなところに彼女を向かわせることなど絶対にできなくて、必死で止めた。

（俺の判断は、間違いなく正しかった）

　こうして消防士になった今ならよくわかる。子どもふたりで向かっても、なにもできやしない。自殺行為どころか、救助活動をする消防士の邪魔になって、かえって被害を拡大させるだけだ。

（だけど、考えてしまう。もしあのとき、美月と一緒に彼女のお母さんを助けに行っていたら？　一パーセントくらいは可能性があったのでは？）

　その後悔の念が、晴馬を消防士にした。いざというとき、大切な人を守れる男になりたかったから。

　初恋の子の母親という詳細までは語らなかったが、かつて火事の現場に遭遇し、知人の死を目の当たりにしたことを晴馬は迅に話した。

「なるほどね。知り合いを火事で亡くしたことがあったのか」

「はい。あんな思いをする人間をひとりでも減らしたくて、だから消防士に」

「素晴らしい志望動機だ。だが、ＡＨＲの先輩としてひとつだけ忠告がある」

　真面目な顔でなにを言うのかと思えば……。

「お前みたいなイケメンが発言までかっこいいのは、ものすごく卑ひ怯きょうだ。よって今後は禁止とする」

　無茶苦茶を言う彼に、晴馬は苦笑を返すしかなかった。

（美月……今、どうしてるかな？）

　母の死をきっかけに、彼女はカナダに行ってしまった。その後どうしているのかは、まったく知らない。あの火事は、晴馬の日常から美月を奪った。

「ずっと好きだった」

　いつか伝えたいと思っていたその言葉も、結局言えずじまいで。

　彼女の母を助けられなかった無力さ、日本を離れてしまう美月に声をかけられなかった臆病な心、手紙や電話で連絡を取る素直さを持てなかったこと。美月に関する記憶は後悔ばかりだ。

　強く、優しく、素直な大人になろうと思った。もう、あんな後悔は二度としたくない。

（もし美月が、今の俺を見たら……ちょっとはいい男になったと思ってくれるかな）

　大人になった彼女を想像してみるけれど、あまりうまくいかない。心のどこかで、再会なんてありえないと思っていたからかもしれない。




　しかし偶然なのか運命なのか、晴馬は二十年ぶりに美月と再会を果たすことになった。驚くほどに綺麗な、大人の女性になってはいたけれど……一目で彼女だとわかった。凛りんとした佇まいは当時のままだったから。

　再会からちょうど一週間。晴馬は親族の会合に参加するため、お台場にある帝都グランデホテルを訪れていた。そこで伯父から、予想していたとおりの厄介な話が持ちあがる。祖父からの結婚圧力だ。

　バンケットルームの入っているフロアのロビー。伯父の背中を見送ってから、晴馬は兄夫妻と立ち話をする。

　兄の佑馬の顔立ちは自分とよく似ているけれど、彼のほうが柔らかで優雅な雰囲気を持っている。彼の妻である渚なぎさはストレートのボブヘアがよく似合うサバサバした女性で、佑馬とは相性抜群の夫婦だ。

　そんな渚が晴馬に言う。

「お見合い、そんなに嫌なの？　おじいさまの人脈なら、すごく素敵な女性かもしれないわよ」

　社交的で、いつも前向きな彼女らしい意見だ。佑馬は渚のそういうところに惚れているのだろう。

「見合いは堅苦しそうで、自分には向いてないです。それに、今は仕事以外のことは考えられなくて」

「なるほど。仕事が恋人ってやつね、まぁ、そういう時期も大切よね」

「仕事以上に大切なものをつくってしまうのが、怖いのかもしれません」

　これは実際になってから実感したことだが、消防士の結婚には覚悟がいる。

　たとえば、大きな災害があったとき。レスキュー隊員は自分や家族が被災者だったとしても、出動しなければならない。ある日突然、帰らぬ人になる可能性だってゼロではない。晴馬は大切な人を守りたいという思いから、消防士になった。だが皮肉なことに、消防士は大切な人よりも任務を優先しなくてはならない場面も多い職業なのだ。

「仕事と家族、自分が揺らいでしまわないか……まだその覚悟が決まらないんです」

「責任感の強い晴馬くんらしいね」

　納得した様子の渚とは対照的で、佑馬は自分には理解できないという表情だ。

「頭でっかちだなぁ、晴馬は。ようするに、まだ結婚したい女性に出会っていないってことだろうな」

　彼は甘い甘い瞳で妻を見つめて、続ける。

「運命の相手に出会えば、頭で考えていることなんて全部吹き飛ぶから。なにがなんでも、自分が幸せにしたいって思うはず」

　佑馬の眼差しは見ているこっちが照れるほどだが、渚にとってはいつものことなのだろう。とくに気にする様子もなく、佑馬に反論する。

「それは佑馬の場合であって、晴馬くんは違うかもしれないわよ」

「いいや、俺と晴馬は本質的にはそっくりだね」

「え～、そうかなぁ」

　結婚から数年経っても、あいかわらず仲睦まじい兄夫婦の姿に晴馬は頬を緩める。

　それから急に、渚がポンと手を叩いた。

「いいこと思いついちゃった。晴馬くんの結婚相手、もう決まっているってことにするのはどう？」

「いや。このタイミングでそんなこと言っても、さすがに嘘だとバレるだろう？」

　佑馬はくだらない冗談だと流すが、渚はなおも言葉を重ねる。

「だから、実際に女性を紹介するのよ！　事情を説明して、妻のふりをしてもらうの！」

　その発言には、晴馬も興味を引かれた。そこまですれば、あの祖父も納得するかもしれないと思ったのだ。

（仮に嘘がバレたとしても、そこまでするほど縁談を嫌がっていることは伝わりそうだしな）

　悪くない気がして、晴馬はふたりと相談しながら本気で作戦を練りはじめる。

「もっとも重要なのは、妻役を誰に頼むかだよな」

　佑馬の言葉に渚もうなずく。

「そうねぇ。私の友達に頼んでみてもいいけど……どうする？　晴馬くん」

　渚が晴馬の顔をのぞく。

「まずは自分で、ちょっと当たれそうな女性を考えてみます」

　相手が祖父とはいえ人を騙す行為なので、義姉の友人を巻き込むのは申し訳ない気もする。それに夫婦のふりをするのだから、ある程度は信頼のおける女性に頼みたいとも思った。悩む晴馬の脳裏にポンと飛び出してきたのは、先日再会を果たしたばかりの美月だった。

　間違いなく祖父が好みそうなタイプとか、しっかり者の彼女ならソツなくこなしてくれそうとか、理由はいくつかあった。だが、一番は……美月が相手なら、自分は恋する演技が自然にできるだろうと考えたからだ。

　かつて恋をしていた、あの頃の気持ちを思い出せばいいだけだ。よく知らない女性に恋しているふりをする自信はないが、美月にならできる気がする。

（そういえば、美月はこのホテルに勤めているんだよな。退職予定とは言っていたけど、今夜はいるだろうか？）

　晴馬は彼女の姿を捜していた。だから、男と揉めている様子の美月と遭遇したのはまったくの偶然ではない。

　とてもじゃないけれど見ていられなくて、恋人のふりをして彼女をその場からかっさらう。

「大丈夫か？」

「うん、全然。あそこまで最低な態度をとられたら逆に吹っ切れたよ」

　あきらかに無理しているとわかる、美月の苦い笑みに晴馬の胸もチクリと痛む。

（再会したとき元気がなかったのは、あの男のせいだったのか）

　美月に別れを告げる前に別の女性との結婚を発表。

　聞けば聞くほど、ひどい男だった。

　必死に涙をこらえる彼女がいじらしくて、クズ男を心底憎らしいと思った。

（俺なら、美月にこんな顔をさせたりしないのに）

「その素敵な恋人、俺じゃダメか？」

　湧きあがる思いがあふれて、気がついたらそう口走っていた。

　取り繕うように、慌てて契約妻の提案をしたけれど――。

（美月に頼んでみようと思ってはいた。でも今の台詞は……ありのままの本音だな）

　悩みの種であった祖父のことなど、頭になかった。自分が美月を笑顔にしてやりたい、晴馬の心を占めていたのはその思いだけだ。

　あの日唐突に終わってしまった晴馬の初恋が、もう一度動き出す。




　美月と同居を始めて、一週間。

　季節は八月に入り、いよいよ祖父の善次郎が日本にやってきた。

「今日はホテルに迎えに行って、そのまま横浜に送るだけだから。美月は留守番でも構わないぞ」

　朝食の席で彼女にそう説明した。善次郎は昨日のうちに羽田に到着しているのだが、夜遅い便だったため、ゆうべは空港近くのホテルに泊まっている。今日はその彼を横浜の北原邸に送り届ける役目を頼まれていた。

「私も一緒に行くよ。そのほうが仲良し夫婦っぽいでしょう」

　美月がそう言ってくれたので、お願いすることにした。白状すると、仲良し夫婦を偽装する目的より、単純に彼女とドライブデートを楽しみたい気持ちのほうが大きかったが。

　助手席の扉を開けて、美月をエスコートする。さらりと揺れる黒髪の甘い香りが晴馬をドキリとさせる。今日の彼女は清楚な白いワンピースを着ていて、いつもより雰囲気が柔らかい。

（キリッとかっこいいのも美月らしいけど、今日の服も似合ってるな）

　まじまじと見つめてしまったので、さすがに彼女も気づいたようだ。

「な、なに？　どこか変かな」

　ハーフアップにした自身の髪を触りながら彼女は言う。

「いや。今日、いつもと雰囲気が違うなと思って」

「あ、気づいてくれた？　嬉しいな」

　ホテリエという仕事柄、普段は頼りがいのありそうな、きちんとしたヘアメイクを心がけているのだと美月は語る。

「それが習慣になってオフの日も同じメイクをしていたんだけど、今日はもう少し優しく、女らしく見えるようにがんばってみた。……いい奥さんに見えるかな？」

　やや不安そうにこちらをのぞき込んでくる彼女に、晴馬はふっと目を細める。

「いつもは綺麗で、今日はかわいい。どっちも、よく似合うよ」

「……ありがとう」

　かすかに頬を染める美月を乗せて、晴馬は車を走らせた。




　せっかくだから一緒にお茶くらいはしようかと、善次郎の宿泊していたホテルのラウンジで彼を待つ。ゆったりとしたソファ席、晴馬の隣に浅く腰かけた美月は〝北原善次郎〟の名に気後れしている様子だった。美月の働いていた帝都グランデは一流ホテルなので、ＶＩＰの客と接する機会も多かっただろうに、少し意外だ。

「そんなに緊張しなくても大丈夫だよ」

「そう言われても、やっぱり……」

　そんなやり取りをしていたところに、善次郎が姿を現した。

「すまない。待たせたかの？」

　七十五歳という年齢のわりに善次郎は背が高い。シャンとした姿勢に鋭い眼光。白髪に白ひげは貫禄たっぷりだ。

「おかえり、じいさん」

「元気そうじゃな、晴馬」

　善次郎が自分たちの向かいに腰を落ち着けるのを待ってから、晴馬は右手を美月のほうに向ける。

「あらためて、こちらが羽山美月さん。電話で伝えたとおり、彼女とはもう婚約済みで一緒に暮らしているんだ」

　美月がぺこりと頭をさげる。

「はじめまして、羽山美月と申します。晴馬さんには大変お世話になっております」

「ほぅ」

　善次郎は眉根を寄せて、じっと美月を見つめる。険しいようにも見えるその表情に、美月がわかりやすく焦り出した。大丈夫だと彼女の手を握ろうとしたその瞬間、美月の手は善次郎に奪われてしまった。彼はニカッとした笑みで、彼女の両手を強く握る。

「わしのことは、遠慮なく『おじいちゃん』と呼んでくれ」

　さっきまでの鋭い眼光が嘘のように、キラキラと瞳を輝かせている。

「――え？」

「ほれ、見てくれ。美月ちゃんに土産をたくさん買ってきたぞ。ドバイ名物のデーツにサンドボトル。それから女性に一番人気の純金ネックレスじゃ」

　善次郎は手元の紙袋から次々と土産を取り出し、美月の前に並べる。ナツメヤシの実、デーツにチョコレートがかかったスイーツ。サンドボトルはカラフルな砂が地層のようになっている、かわいらしい置物のことらしい。重そうな純金ネックレスはおそらく本物なので、それなりに高価なはず。

（……あいかわらずだな）

　晴馬は額に手を当て、うなだれる。善次郎はよくも悪くも猪突猛進、空気を読むという言葉は彼の辞書には存在しない。

「ほら、ここがアラビア語のイニシャルになっているんだ。晴馬に美月ちゃんの名前を確認しておいてよかった、よかった」

　たしかによく見れば、ペンダントトップの部分がアラビア語であることがわかる。

　ホクホク顔の善次郎とは対照的に、美月は助けを求めるように晴馬を見た。

「じいさん。距離を詰めるのが早すぎる。あと、ネックレスは初対面の女性に贈るものじゃないぞ。美月が困ってる」

「孫の婚約者と親しくして、なにが問題なんだ!?　そもそも、わしは女の子の孫が欲しかったのに……次から次へと男ばかりで」

　善次郎は悔しそうに下唇を噛む。美月の耳に顔を寄せ、晴馬は事情を説明する。

「北原家は異様なまでの男系なんだ。そのせいで、じいさんは女の孫に執着してる」

「そ、そうなんだ」

　今度は美月から善次郎へと視線を移して、口を開いた。

「男としての責任がどうとか、跡取りがどうとか……もっともらしいことを言って俺に結婚を迫ってたが、結局は〝女の孫が欲しい〟っていう自分の願望が一番なんだろ」

　呆れて肩をすくめる晴馬を、善次郎がキッとにらみつける。

「それのなにが悪い!?　いつ迎えが来るともわからない、老いぼれのささやかな夢くらい叶えてくれたっていいだろうが」

「心配しなくても、じいさんは百まで生きるよ。それに、兄貴の結婚で夢は叶っただろう？　お義姉さん、いい人だし」

「かわいい孫娘は何人いたっていいんじゃ！」

「まったく……」

　とはいえ、女性なら誰でもいいわけではないはず。美月のことは一目で気に入ったらしい。その証拠に、善次郎が彼女に向ける笑顔はすっかりデレデレだ。

「美月ちゃんも、そう思うだろう？」

　緊張気味だった美月も善次郎のキャラクターを知り、ようやく肩の力が抜けたみたいでクスクスと笑う。

「――はい！　お土産もありがとうございます。ふつつか者ですが、どうぞよろしくお願いいたします」

　想像したとおり、ふたりの相性は悪くなかったようだ。ふぅと細く息を吐いて晴馬は続ける。

「まぁ、これで縁談の斡旋は必要ないとわかってくれただろう」

「そうじゃな。よさそうな女性との話がいくつもきていたが……」

　善次郎はふたりの顔を交互に眺めて、嬉しそうに目を細めた。

「美月ちゃんが一番、晴馬に似合っとる」

　隣の美月も、ホッと胸を撫でおろす。

　しばらくすると、美月が「ちょっとお手洗いに」と席を立った。

　彼女の背中を見つめながら、善次郎が妙な含みを持たせた口調で言う。

「……いい子そうじゃ。がんばれよ、晴馬」

　言われた晴馬は一瞬、固まってしまう。

（どういう意味だ？　いや、夫婦として『がんばれ』ってことだよな）

　とくに違和感のある言葉ではないのに、やけに引っかかる。ニコニコとこちらを見る善次郎を前に、晴馬はうっすらと冷や汗をかいた。

（昔から、この祖父に隠しごとはできなかった。油断大敵……かもしれないな）

　そんなふうに晴馬が警戒心を強めたときだった。

「どうも、どうも！　善次郎さんじゃないですか」

　かけられた大きな声に晴馬と善次郎は同時に首を振る。仕立てのいいスーツを着た、中年男性がペコペコと頭をさげながらこちらに近づいてくる。

　彼の娘だろうか、若い女性と一緒だ。

「おぉ、これは東西鉄道の！」

　善次郎も腰を浮かせて彼を迎える。東西鉄道は北原建設が株主になっている企業のひとつで、都市開発事業で連携するなど縁は深い。善次郎とは親交があるのだろう。

　善次郎の紹介で、晴馬も彼とあいさつを交わす。

「北原晴馬です。祖父や父がいつも大変お世話になっております」

「いやいや、お世話になっているのはこちらのほうで。東西鉄道の専務をしております本間です。こちらは私の娘で、由奈と申します」

　丈の短いヒラヒラしたワンピース、黒々と重そうな睫まつ毛げに濃いピンク色がのった唇。若い、というより幼い印象のその女性は親しげ……を通りこした、なれなれしい態度で晴馬に話しかけてくる。

「北原建設の御曹司さんがこんなにかっこいい人だなんて、知らなかったですぅ」

　獲物を狩る肉食獣のようなスピードで、彼女は晴馬の隣におさまった。

（苦手だな）

　瞬時にそれを感じて、晴馬はさりげなく彼女と距離をとる。が、その程度でめげる女性ではなかったようだ。上目遣いに晴馬を見て、小首をかしげる。きっと、彼女にとっての勝負顔なのだろう。

「由奈、この出会いは運命だと思うんです！」

「いや、おっしゃる意味がさっぱり……」

　思わず、本音が口をついて出る。

「こら。晴馬さんに失礼なマネをするな。だいたい今日は婚約者の省吾くんと一緒だろうが。お前は本当に……」

　無礼な娘とは違い、父親は最低限の常識は持ち合わせているようだ。

「だって～、晴馬さんのほうが断然かっこいいし」

（ん？　『しょうご』って、どこかで聞いたような名だな）

　晴馬の疑問に答えるように、由奈の婚約者らしい男が登場した。

「由奈、お義父さん。こんなところに……」

　小走りでやってきた彼の視線が、晴馬のところでぴたりと止まる。

　目が合って、ふたり同時にハッとなった。

「まさか……以前に美月と一緒にいた？」

（そうだ。美月をひどい目にあわせたクズ男だ）

　帝都グランデの前で美月と彼が揉めていたシーンが蘇ってくる。たしか、美月は彼を『省吾さん』と呼んでいた。

「なんでお前が、こんなところにまでいるんだよ!?」

　省吾が露骨に不愉快そうな顔になったのを、由奈が慌てて制する。

「ちょっと！　北原家の御曹司になんて口をきくのよ」

「御曹司？　いや、こいつは……」

　ちょうどそのときだった。

「ごめんなさい、お手洗いが少し混んでいて」

　タイミングがいいのか、悪いのか、美月が帰ってくる。

「え、羽山さん!?」

「美月！」

　由奈と省吾の声が重なる。美月は目を瞬いてふたりを見た。

「本間さんに只野さん!?　え……どうして」

　戸惑う美月に善次郎が説明する。

「知人の本間さんと偶然会ってね。そのご令嬢と婚約者とのことじゃが……美月ちゃんの知り合いだったとは世間は狭いな」

　美月がなにか言うより先に由奈がわめき出す。

「どうして羽山さんがここにいるんです？　北原家とどういう関係で!?」

　額に青筋を浮かべて問いつめてくる由奈に答えたのは、善次郎だ。

「どういう関係もなにも、美月ちゃんはもうすぐ北原家の一員になるからのぅ」

「えぇ!?」

　晴馬はグイッと美月の肩を抱いて、由奈に告げる。

「彼女は俺の妻、北原善次郎の孫娘になる女性だ」

「う、嘘……羽山さんが……北原家の御曹司の妻……」




　由奈と省吾は目に見えて意気消沈した様子で、帰っていった。

　ポットの紅茶がなくなったところで、晴馬は腰を浮かせる。

「じいさん、そろそろ送るよ。今日は横浜の屋敷でゆっくりする予定なんだろう？」

「あぁ、そのつもりじゃ。三か月はこっちで過ごすから、慌てる必要もないしの」

　美月が善次郎に向き直る。

「よかったら、今度は我が家に遊びに来てください。結婚式のことなど、色々相談したいので」

　この台詞は打ち合わせどおりだ。善次郎を家に招いて、そのときに婚姻届の証人欄にサインをしてもらう。そういう計画だったから。

「そりゃあ楽しみだ」

「ふたりで夕食を作って、じいさんをもてなすよ」




　横浜で善次郎をおろしたあと。渋滞で進まないふたりきりの車内で、美月はしみじみとつぶやいた。

「まさか、あんなところで本間さんたちに会うとは……。おじいさまの言うとおり世間は狭いね」

「大丈夫か？　嫌なことを思い出したよな」

　あのふたりのツーショットなど、美月は見たくなかっただろう。

「ううん、全然。強がりとかじゃなくて、本当にちっとも気にならなかったよ」

　晴馬の予想に反して、美月はけろりと明るく笑う。

「彼はすごく仕事ができる憧れの先輩だった。惹かれた部分、すべてが偽りだったとまでは思いたくないけど……」

　別れた恋人について語る美月の目は穏やかで、以前とは違って無理をしている感じはしなかった。いくらかは、気持ちの整理がついたのかもしれない。

「私、恋愛経験が少なすぎたんだと思う。男性の頼りがいや優しさを、はき違えていたんだよね。彼とのことはいい勉強になったと考えて、次は間違わないようにしたいな」

「美月は強いな」

　彼女のこういうところがすごく好きだ。

「ふふ、きっと晴馬のおかげ」

「え？」

「晴馬がたくさんの優しさをくれたから、立ち直れたの。だから、ありがとう」

　花がほころぶような美月の笑顔に目が釘づけになる。

　前の車が動き出した気配に、慌ててフロントガラスに視線を戻したけれど、今度は急に速くなった自身の鼓動が気になって仕方ない。

「――頼むから、これ以上その気にさせないでくれ」

　晴馬の小さなぼやきは美月の耳には届かなかったようだ。




　三か月だけの偽装結婚。それがこんなにも楽しい日々になるとは、晴馬にも想定外だった。

「おかえり。ランチはあんかけチャーハンにしたんだけど、食べられる？」

　仕事後に少し寄り道をして昼前に帰宅すると、美月がキッチンから顔をのぞかせた。

「あぁ。腹減ってたからありがたい！」

「ふふ、了解。すぐに用意するね」

　すっかり手慣れた様子で、美月は中華鍋を振っている。

「……料理は苦手と言ってたわりに、ずいぶん手間のかかるものを作るようになったんだな」

「まぁ、やってみたら意外とできるかもって感じで」

　ふふんと得意げなその顔も、すごくかわいい。

「そのうち晴馬より上手になっちゃうかも」

　消防士は勤務中に外食ができないので、食事は弁当持参か、自分たちで手作りするかだ。料理は新人のときに叩き込まれるため、晴馬はまあまあの腕前だ。でも、彼女の言うとおり追い抜かれる日はそう遠くないかもしれない。

　美月が料理の準備をしてくれている間に、晴馬は持ち帰った荷物を整理する。先輩に借りた本をリビングの本棚に置こうとしたとき、ふと蔵書が増えていることに気がつく。

（レシピ本？　こんなの持ってたかな）

　目についたものを取り出してみると、真新しい料理の本には付箋がたくさん貼られていた。付箋のページにはあんかけチャーハンのレシピがのっていて、美月の字で【疲労回復には豚肉、筋トレ時には鶏の胸肉で！】とメモ書きされている。

（これ……俺の身体を気遣ってくれているんだよな）

　美月は真面目だから、契約妻の務めと思ってやってくれているだけかもしれない。それでも……嬉しくて頬が緩む。

　本を片づけながら、晴馬は美月に声をかける。

「土産を買ってきたから、チャーハンのあとで一緒に食べよう」

「え、お土産？」

　帰宅ついでに少し寄り道した店の、小さな紙袋を彼女に見せる。

「わっ。もしかして、昨日テレビでやっていたチーズケーキ？」

「あぁ、食べたいって言ってただろ。職場からそんなに遠くなかったから」

「ありがとう～。楽しみ！」

　ひとり暮らしは気楽でいいと思っていたけれど、美月の笑顔がすぐ隣にある日々はあまりにも幸せすぎた。

　食後、おいしそうにチーズケーキを頬張る彼女を眺めながら晴馬は思う。

（この生活を……いや、美月を手放したくない。だから、三か月で必ず振り向かせてみせる）

　再燃した初恋は、あっという間に当時より大きく育って晴馬を本気にさせた。










四章　夫婦のレッスン




「では、合否にかかわらず二週間以内にこちらからご連絡をいたしますので」

「はい。よろしくお願いいたします」

　深々と頭をさげて部屋を出ると、グレーのスーツに身を包んだ美月はふぅと息を吐いた。

　たった今、パールトンの採用面接を終えたところ。

（どうだったかな？　手応えは悪くないと思ったけど……）

　堅苦しい雰囲気ではなく終始和やかだったが、それでも緊張した。

　どうかいい連絡をもらえますように、そう祈りながらエレベーターに乗り込む。

（そうだ、晴馬に連絡だけ入れておこうかな）

『美月なら大丈夫だから。いつもどおり平常心でな』

　朝、見送りをしてくれた彼の笑顔を思い出す。晴馬は今日と明日は完全フリーの週休日。今も家にいるはずだから、無事に終わったという報告だけはしておこう。

　黒い革のバッグからスマホを取り出すと、誰かからメッセージが届いていた。

（あれ、晴馬だ）

【迎えに来てるよ。パールトンの一階ラウンジ前で待ってる】

　美月は驚いて、エレベーターが一階に到着すると同時に足早にラウンジに向かった。たくさんのお客さまで賑わっていたけれど、ひと際背の高い彼の背中はすぐに見つけることができた。

「晴馬！」

　美月が呼ぶと、優しい笑顔が出迎えてくれた。

「おつかれさま」

「びっくり。急に迎えに来てくれるなんてどうしたの？」

　彼に近づき、尋ねた。

「このあとは予定ないんだろ？　美月をデートに誘おうと思ってさ」

「デート!?」

　想像もしていなかった単語が出て、美月は小首をかしげる。

「転職成功の前祝いってことで」

　無邪気に、彼はウインクをしてみせる。

「え、いや、それは……あんまり自信ないかも」

　伝えたかった思いは全部伝えた。だから悔いはないけれど、パールトンを受けに来るライバルはきっと手強いだろう。

「信じることも案外大事だと思うぞ。受かったつもりになっておけ」

　彼らしい言葉を聞いて、自然と笑みがこぼれた。

「それに、先日のじいさんの態度……どうも引っかかるというか、油断ならない感じだったから」

　美月はうまくいったつもりでいた善次郎との初対面。けれど、彼をよく知る晴馬からすると『油断ならない感じ』があったようで、ずっと気にしている。

「明日のディナーに向けて、しっかり夫婦の予行演習をしておこう」

「うん、了解」

　明日は善次郎がふたりの暮らすマンションにやってくる約束の日だ。自宅だと思わぬボロが出る可能性もあるし、気を引き締めて臨まなくては。

（こうして面接を受けさせてもらったんだから、私も仕事を遂行しないと！）

　自分に言い聞かせるように〝仕事〟の二文字を強く意識する。そうしないと、晴馬とのお出かけに浮き立つ心を隠しきれないような気がしたから。それなのに……。

「というわけで、今日はいつもより距離を近づけさせてもらう」

　言って、彼が美月の手を握る。指先をしっかりと絡める恋人繋ぎに、美月の頭にあった〝仕事〟の二文字はどこかへ飛んでいってしまった。

「嫌か？」

　いやに熱っぽい視線が落ちてくる。今日の彼はいつもより大人びていて〝幼なじみの晴馬〟とは別人のように感じた。

「ううん。このくらいなら平気」

　そう答えたものの、本当はちっとも大丈夫じゃなかった。顔は熱いし、心臓はバクバクとうるさい。

　これは夫婦の練習で、ドキドキする場面じゃない。わかっているのに――。

（最近の晴馬は……心臓に悪すぎる）




「わぁ、横浜だ～」

　子どもの頃によく遊びに来ていた海辺の公園。美月は手すりから身を乗り出すようにして遠くを眺める。当時もよく、こうしていたものだ。

　日差しを浴びてキラキラと輝く海面、そこを進む白い船。斜め向こうには特徴的な外観で有名なホテルも見える。

「晴馬と一緒にこの場所にいると、なんだか……」

　小学生に戻ったみたい。そう言いかけたけれど、近いところにある晴馬の横顔を見て美月は言葉を止める。キリリとした眉、高く細い鼻筋、首から肩にかけての男らしいライン。

（面影はあるけど、あの頃とはやっぱり全然違う）

　顔を正面に向けたまま、晴馬は眼差しだけをこちらに送ってよこす。その仕草は男の色香があふれ出ていて、美月をこれでもかとドキドキさせる。

（あれ？　どうしよう、晴馬ってこんなにかっこよかったの？　私、いつもどんなふうに話してた？）

　小さくパニックになっている美月の頬に彼の手が伸びる。自分よりずっと皮膚が厚くて硬い、男性の手をやけに意識してしまう。

「は、るま？」

　熱をはらんだ危険な瞳が迫ってくる。

「思い出を懐かしむのも悪くないけど……もう小学生じゃないよ。今の俺を見てほしい。美月の全部で、俺を感じて」

　晴馬の瞳のなかに囚とらわれてしまったみたいで、身じろぎひとつできなかった。おでこ同士がコツンとぶつかる。晴馬の吐く熱い吐息が美月の鼻先をくすぐって、胸がキュンと切なく疼うずいた。




「まずは、ショッピングに付き合ってくれるか？」

　そう言った彼が向かった先は高級セレクトショップ。晴馬はメンズの売場を素通りして女性用の服が並ぶエリアに進んでいく。

「こっちはレディースだよ？」

「あぁ、欲しいのは美月のドレスだから」

「え、私の？」

　クスリと苦笑して、晴馬は続ける。

「自慢じゃないが、男ばかりの職場で女性の流行には疎いんだ。ベタなプランで申し訳ないけどな」

　そんな前置きで、今日のプランを明かしてくれる。横浜の港から出航する豪華客船で楽しむ『サンセットクルーズ』を予約してくれたらしい。

「いやいや。全然ベタじゃないと思う。少なくとも、私は……そんな豪華なデートは一度も経験ないし」

　御曹司との常識の違いにやや戸惑いつつも、美月は素直にお礼を言った。

「ありがとう。クルーズなんて初めてだから、すごく楽しみ！　あ、だからドレスなんだね」

　自身の服を見おろして、納得する。面接仕様のグレースーツは豪華客船には似合わないだろう。

「ドレスと靴、プレゼントするから」

　育ちのいい彼にとっては、さほど特別なことでもないのだろう。わかっているけれど、お姫さま扱いは自分にはくすぐったい。

「だ、大丈夫。洋服くらいは自分で買うから」

　ついつい断ってしまった美月に、晴馬は不敵な笑みを浮かべる。

「美月は俺の妻だろう？　『ありがとう』と笑っておけばいい」

　結局、ドレスも靴もバッグまで、晴馬がすべて見立ててくれた。

　試着室から出てきた美月の姿に、彼は甘く目を細める。

　軽やかなシフォン素材の、ペールブルーのロングドレス。華奢なヒールのサンダルは見た目に反して、とても歩きやすい。小さなクラッチバッグはサンダルと同じ、キラキラのシルバーカラー。

「あぁ、予想どおり。最高に綺麗だ」

　ドレスアップした美月の手を取り、そこにそっと唇を寄せる。

（晴馬の隣だと、こんな私でもお姫さまになれそう……）

　勘違いしてしまいそうな自分が少し怖かった。




　クルーズ船のデッキに出て、晴馬とふたり潮風に吹かれる。オレンジ色の大きな夕日がちょうど水平線に落ちていくところだった。朱色、紫、青が混ざり合って溶けていく夕空はため息が出るほどに美しい。

「じゃあ、乾杯」

「うん」

　グラスのなかで、夕日と同じ色のカクテルが揺れる。

「晴馬とお酒を楽しめる日は少ないから、嬉しい」

「たしかに。いつも気を使ってもらって悪いな」

　晴馬は今日も明日もオフだから、遠慮なくお酒を楽しめる。

「さっきの面接、どんなことを聞かれたんだ？」

「うん。帝都グランデでの経歴とか、あとカナダでのことも少し聞かれたよ。モントリオール在住だったからフランス語もある程度は話せると言ったら、反応よかった」

　カナダの公用語は英語とフランス語。美月が暮らしていたケベック州モントリオールでは英語よりフランス語を話す人のほうが多いくらいだった。

「パールトンの創業はパリだもんな。フランス語ができるのは大きな武器だろう」

「うん。でも、ケベックのフランス語って訛りが強いから。フランス人には笑われちゃうのよね」

「言語なんて、意思疎通ができればそれで十分だと思うけどな」

　晴馬らしい意見に笑ってしまう。

「あとは定番の志望動機を聞かれたよ」

「それ、俺も興味あるな。なんでホテリエを目指すようになったんだ？」

「それはね――」

　面接で話した内容を彼にも伝える。

「お母さんがまだ生きていた頃、私の誕生日祝いにふたりでホテルに泊まったんだ。うちはそんなに裕福ではなかったから、パールトンや帝都グランデほどのハイクラスではなかったけど」

「うん」

　今でも鮮やかに思い出せる、あの特別な空間。

　幼い美月の目にはエントランスもロビーもすごくきらびやかで、お伽話に出てくる舞踏会に招かれたような気分だった。

　そして、案内された部屋を開けた瞬間の感動は一生忘れられない。

「部屋にたくさんの風船が飾られていて、バースデーカードと小さな丸いケーキが用意されていたの。あんなにワクワクしたこと、なかったなぁ」

　美月の母が予約時に『娘の誕生日だから』と何気なく話したら、ホテル側がサプライズを企画してくれたとのことだった。

「だから、私にとってホテリエはシンデレラの魔法使いみたいな存在なんだ。こんなに素敵な仕事、ほかにはないでしょう？」

　とびきりの笑顔を、美月は彼に向ける。

「誰かの幸せを生み出す魔法使いか。なるほど、美月にぴったりだ」

「本当にそう思う？」

「あぁ。子どもの頃も、なにかの実行委員とか裏方の役目をよく引き受けてた。みんなが楽しそうにしてくれるのが嬉しいって言ってさ」

　懐かしいなと、彼が笑う。

「そうだった？」

「そうだよ」

　優しい空気がふたりを包む。

（困るな。想像していたより、ずっとずっと楽しくて……）

　また晴馬とデートをしたい。そんな気持ちが湧いてきてしまっている。

（ダメだよ。私はただの雇われ妻なんだから）




　船をおりたあとは、みなとみらい辺りをのんびりと散歩する。

　視線の先に横浜のランドマークでもある大きな観覧車が見えて、美月は「あっ」と声をあげる。子どもの頃、母にねだって何度も乗せてもらった思い出の観覧車だ。

「わぁ～。ライトアップ、こんなに華やかだったっけ？」

「言われてみれば、昔より派手になってる気がするな」

　晴馬は腕時計に視線を落とす。

「まだ間に合いそうだし、せっかくだから乗るか？」

「え、いいの!?　私、ここの観覧車大好きなんだ。何度乗っても、ワクワクしちゃう」

　美月がそう言った瞬間、晴馬の顔が固まって、妙な間が流れた。

「晴馬、どうかした？」

「いや、なんでもない」と彼は首を横に振るけれど、やっぱりその表情は曇っているような気がする。

（気のせい？　それとも、私が気を悪くさせるようなことを言っちゃったかな？）

　考えてみたが、思い当たる節はない。少し気まずい空気のなか、ふたりで観覧車の乗り場に向かう。ところが――。

「わぁ、思ったより混んでるね」

　今日は特別なライトアップの日だったようで、結構な行列ができていた。

　美月は並んででも乗りたい気持ちが勝っていたけれど……。

「……かなり待ちそうだし、今日はやめておくか」

　晴馬は違ったようだ。隣から、テンション低めの声が届く。

「あ、うん。そうだよね。この行列に並ぶほどではないよね」

　自分は晴馬の本物の妻ではない。ワガママを言える立場ではないとわかっている。

　だから、なんでもない顔で笑ったけれど、すごく胸が痛かった。

　――気がついてしまったから。

（私、晴馬と乗る観覧車に……すごくワクワクしてた）

　夫婦らしくする練習なんてすっかり忘れて、ただただ彼とのデートを心から楽しんでいた。

（変だよ、私。恋愛はもうこりごりだと思っていたはずなのに）

　この感情の揺れの正体を、認める勇気はまだ出ない。

（晴馬は優しい。だけど……自惚うぬぼれちゃダメだ。私たちの関係は三か月で終わるんだから）

　美月は無理やり出したような明るい声で言う。

「なら、そろそろ帰ろうか」

　自分の気持ちなんか、知らないままでいい。むしろ、突きつめたら晴馬の迷惑になる。そう考えて蓋をする。

（大丈夫よ。感情を抑えるのは得意なほうだもの）

　晴馬を残して、美月はひと足先に歩き出す。数歩進んだ背中に、彼の声がかかる。

「――待って」

　同時にグイッと腕を引かれて、美月は振り向く。

「どうしたの？」

　晴馬は深呼吸をひとつしてから、ひとり言みたいにつぶやいた。

「やっぱり、正直になるべきだよな」

　それから、まっすぐな眼差しで美月を射貫く。

「ごめん。今、くだらない意地を張った。本当は、美月と乗りたいと思っているのに」

「え？」

　話が見えずに美月は首をかしげた。くしゃりと前髪を乱しながら、晴馬がこぼす。

「美月の思い出に嫉妬したんだ。美月とあいつがこの観覧車に乗ってるところを想像したら、なんか……」

　彼の瞳が切なそうに揺れる。

（あっ、もしかして……『あいつ』って省吾さん？）

　晴馬の話がようやく見えてきた気がして、美月は思わず口を挟む。

「ま、待って。晴馬。この観覧車が大好きで、何度も乗ったのは事実だけど……一緒に乗ったのは亡くなったお母さんなの」

「え？」

「お母さんとの思い出の、観覧車なんだ」

　省吾とも、ほかの男性とも乗ったことはない。

　美月の告白に、晴馬は膝に両手を当ててがっくりと脱力する。

「――ごめん。まったく余裕なくてかっこ悪いな、俺」

　うなだれる彼に、美月はそっと手を伸ばす。見た目の印象よりずっと柔らかな、晴馬の黒い髪に触れる。

「かっこ悪くなんかない。晴馬はいつも、すごくかっこいいよ」

「……美月」

「観覧車、乗りに行かない？　私、晴馬と一緒に乗りたい」

（気持ちに蓋をするのは得意だったはずなのに……晴馬の前だと、どうしようもなく思いがあふれる）

　きっと今も〝嬉しい顔〟を隠せていないだろう。

　少し並んだけれど、思ったよりスムーズに順番が回ってきた。

　向かい合わせに座ったふたりを乗せて、ゆっくりと上昇していく小さな箱。眼下にはキラキラした夜景が広がっている。

「綺麗だな」

「うん」

「あのさ……」

　晴馬にしては珍しく、ためらいがちに言葉を続ける。

「俺、傷心の美月に付け込むようなマネはしたくないと思ってた。好きだった気持ちをそう簡単に消せないことは、すごくよくわかるし……」

　省吾の話だろうと理解する。もう彼への未練などまったくない、そう伝えるべきか迷ったけれど、晴馬があまりにも真剣な顔をしているから口を挟めなかった。

「けど美月が完全に吹っ切れているなら、もう一歩、夫婦らしくしてもいいか？」

　落ち着いた低い声が、ふたりきりの空間を支配する。美月のドキドキが加速していく。

「ふ、夫婦らしく？」

「そう。こっちおいで、美月」

　彼は自分の隣の座席をポンポンと叩く。向かい合わせではなく隣に座れという意味だろう。

「う、うん」

（と、隣に座るだけよ。別になにも色っぽいことじゃない）

　そう必死に言い聞かせて、彼の隣に腰をおろす。ふわりと晴馬の香りに包まれた気がして、どうしようもなく胸が締めつけられる。

（いやいや、意識しすぎだよ。これじゃ晴馬に笑われちゃう）

　アワアワしながら隣に目を走らせれば……涼しげな顔で景色を眺めている晴馬の横顔がある。ホッとしたような、少し悔しいような、複雑な感情が美月の胸に渦巻く。

（ほら、晴馬はなにも意識していないじゃない。……ん？）

　涼しい顔に見えた晴馬の耳がほんのりと赤く染まっているのに、気づいてしまった。

「もしかして、晴馬も照れてる？」

「……わざわざ指摘しないでくれ」

　ぼやく彼の姿はなんだかかわいい。

「だって！　こっち来てって、自分から言ったくせに」

　意識しているのは自分だけじゃなかった。それが思っていた以上に嬉しくて、美月の頬は無意識に緩む。

　眼下の街がだんだんと小さくなっていく。

「あ、見て。ちょうどてっぺんだよ」

　窓側を向いていた美月はくるりと晴馬を振り返る。

「本当だ」

　窓に肘をついた体勢で、晴馬は外をのぞく。彼の身体の下に美月はすっぽり隠れてしまった。予想以上に近づいた距離に、美月の顔がかっと赤くなる。

（晴馬、大きいから……なんか抱きすくめられているみたいで……）

　それに、こちらを見おろす瞳がやけに色っぽくて、魅入られたみたいに目がそらせなくなった。

　晴馬の綺麗な顔が近づいてくる。

　肩に触れた彼の大きな手がそのまま背中に回る。気がついたときにはもう、逞しい胸のなかに抱き締められていた。急激に体温が上昇していく。心臓が壊れそうな速度で打ちつける。

「は、るま？」

　喉がカラカラで、彼を呼ぶ声はかすれていた。

「――美月」

　晴馬の柔らかな唇がそっと頬に触れる。同居初日の、からかうような額へのキスとは全然違う。晴馬の熱が美月の身体を焦がす。

「あの、その」

　なにか言いたいような気がするのに、言葉が出てこない。

　背中を抱く彼の腕に、ますます力が込められる。

「これ以上はしないから。もう少しだけ」

　甘く切ないその声は脳に直接響くよう。

（ダメ。錯覚してしまいそうになる。晴馬に愛されているんじゃないかって……）

『仕事として割り切れる人間に協力してほしい』

　いつか言われた台詞が、ふいに耳に蘇る。

（今、晴馬はどんな気持ちで私を抱き締めているの？）




「いらっしゃいませ！」

「お招きありがとう、美月ちゃん。おっ、なんだかいい匂いがしているのぅ」

　クルーズデートの翌日、約束した夕方四時に善次郎がマンションへやってきた。

　キッチンから晴馬も顔を出す。

「ふたりで張りきって料理をしてたんだよ。期待してて」

「ほ～。それは楽しみじゃ」

　完璧に準備をしたのは料理だけではない。玄関に飾ってある善次郎からプレゼントされたドバイのサンドボトル。その隣に、昨日のクルーズ船で撮ったツーショット写真を並べた。洗面台の歯ブラシや食器棚のペアマグカップなど、結婚を控えたカップルらしく見えるよう随所に気を配っている。ふたりのなれそめ、結婚式に対する希望、聞かれそうなことはすべて打ち合わせ済みだ。

　善次郎が「おなかを空かせてきた」と言うので、少し早いけれどディナーの準備を始める。

　ローストビーフにキッシュ、難しいメニューは晴馬がこしらえてくれた。美月は野菜たっぷりのミネストローネとオムライスの担当だ。

「でも晴馬、本当にオムライスでよかったの？」

　キッチンで肩を並べる彼にコソコソとささやく。

　晴馬の作った料理はパーティー仕様で豪華なのに、オムライスだけ少し子どもっぽくないだろうか？

「あぁ、オムライスはじいさんのリクエストだから。大好物なんだって」

「私と一緒だ！」

　美月の好物もオムライスだ。亡き母、月子の得意料理だったから。ほのかに甘い玉子に包まれたケチャップ味のごはん。ごくごく一般的なものなのに、母の作るそれは格別においしかった。

「えっと、薄焼き玉子で包むタイプでいいんだよね？」

　最近は上にふわふわの玉子をかけるタイプもよく見かけるので、念のため確認する。

「そう、そっち。俺はどちらかといえばふわトロ派なんだけどな」

（へぇ、晴馬はふわトロ派なのかぁ。あれ、でも……）

　再会したあの朝、彼が作ってくれた朝食は美月の好きなタイプのオムライスだった。

「以前に作ってくれたものは薄焼き玉子だったよね？　どうして？」

「美月は……そっち派だろうなって想像ついたから」

「え？」

　晴馬の目が優しく細められる。

「お母さんのオムライスが大好きだって、いつも言ってただろ。月子さんのオムライス、俺もごちそうになったことがあったから」

「――覚えててくれたんだ」

（私の好物も、お母さんのオムライスが薄焼き玉子だったことも……）

「まぁな」

（私は晴馬にひどいことを言って、あんなふうに別れてしまったのに）

　かつての記憶を、晴馬も同じように大切にしてくれていることが嬉しかった。

「よしっ。お母さんの味にはきっとかなわないけど、がんばって作るね。晴馬も、薄焼き玉子派の仲間にしてあげる！」

「ははっ、期待しとく」

　楽しそうなふたりの様子に、善次郎も満足そうだ。

「うんうん。仲良く暮らしているようじゃの」




　美月と晴馬が腕をふるった夕食を善次郎はとても喜んでくれた。

「そうか。美月ちゃんの好物はわしと同じオムライスか。晴馬はあれじゃろ、北原家秘伝のレシピで作るビーフシチュー」

「あぁ、たしかに。あの味をこえるシチューは食べたことないな」

　話を聞いていた美月の脳裏にも、懐かしい場面が蘇った。

「そのシチュー、実は私も何度かごちそうになったことがあります。……世の中にはこんなにおいしいものがあるんだ！ってすごく感動したなぁ」

　晴馬と同じく、美月もあの味以上のビーフシチューには出会っていない。

　善次郎は得意げに胸を張る。

「そうじゃろう？　あれはわしが若い頃に南フランスの小さなレストランで食べた味でな。シェフに頼んで、同じ味を再現してもらおうとしたんだが……なかなか難しくてのぉ。苦労したもんじゃ」

「苦労したのはじいさんじゃなくて、シェフだろう。かわいそうに」

　晴馬のツッコミに善次郎はカラカラと笑う。

「そのとおりじゃな。当時のシェフとは今でもいい友人だが、彼はとんでもない有名人になってしまったぞ」

　善次郎の明かしたシェフの名前に美月は目をみはる。日本でもっとも著名な料理人と呼べる人物だったからだ。

「妙たえ子こもあのシチューが大好物だったな」

　妙子というのは彼の亡くなった妻のようだ。彼女の名を口にするとき、善次郎の目はとびきり優しくなる。

「奥さまを、深く愛していらっしゃったんですね」

「もちろん。気の強い、跳ねっ返りじゃったが……わしが愛したのは、後にも先にもあいつだけだ」

　善次郎は美月を見て、いたずらっぽく笑む。

「北原の男は一途だから、美月ちゃんも安心してよいぞ。のぅ、晴馬」

「いや、まぁ」

　自分たちは偽装夫婦だから、堂々と「そうだ」とは言えないのだろう。晴馬はやや言葉をにごした。そんな彼を叱責するかのように、善次郎はかっと目を見開く。

「ともかくじゃ。北原の男なら、こうと決めたことは貫かねばならんぞ。最近はスピード離婚なんて軽々しい言葉を聞くようになったが……そんなもの、わしは絶対に許さんからな」

　スピード離婚。まるで自分たちの計画を見抜いているような言葉に、美月はたじろぐ。まじまじと善次郎の顔を見つめるが、彼の心のうちはさっぱり読めなかった。

（いや、世間の風潮の話よね。別に私たちを疑っているわけでは……）

　だけど、善次郎の目は意味ありげに見えなくもない気がして……晴馬の懸念していたとおり〝油断大敵〟かもしれない。

　食後、美月は三人ぶんのコーヒーを持って席に戻る。そのタイミングで晴馬が切り出した。

「そうそう。じいさんにひとつ頼みがあるんだけど……」

「なんじゃ？」

「俺たちの婚姻届の証人、じいさんにお願いしたいなと思っていて」

　晴馬の隣で美月は照れたような笑みを浮かべる。それはもちろん演技で、内心では偽装を見破られるのではないかとヒヤヒヤしていたけれど。

「おぉ、もちろん構わないぞ」

　事前に用意していた、美月と晴馬のサイン済みの婚姻届に善次郎はウキウキでサインをしてくれた。

（ここまですれば、もう疑われないよね？）

　ところが……。婚姻届を高く掲げて、善次郎は言う。

「よし、完璧じゃ。善は急げというし、明日の朝にでも出しに行ったらどうだ？　証人になった責任としてわしが見届けてやろう」

　疑われていないのはよかったが、この発言は想定外。どう答えていいのかわからず、美月の視線は宙を泳いだ。

（提出って、そしたら偽装でなく本当に夫婦になっちゃうし……えぇ～!?）

　パニックになりかけた美月の手に、「落ち着け」と言うように晴馬の手が重なる。

「提出する日は大切な結婚記念日になるだろう？　だから、美月の誕生日に出したいと思ってるんだ。美月は十一月生まれだから、じいさんはドバイに帰ったあとだけど写真を送るよ」

　なんて完璧なフォロー！と、美月は心のなかでガッツポーズを作る。

（それに私の誕生日も、覚えててくれたんだな）

　美月の誕生日が十一月というのは正しい情報だった。晴馬は記憶力がいい、それだけのことだと理解しているのに……特別な意味を見出そうとしてしまう自分がいる。

「そうか。残念じゃが、それなら仕方ないな」

　善次郎も納得したようだ。晴馬は穏やかにほほ笑む。

「サイン、本当にありがとう。そろそろ横浜まで送ろうか？　あまり遅くなると疲れるだろう」

「そうじゃの～」

　善次郎は首をコキコキと鳴らしながら言う。

「今日はたしかに疲れたの。そうだ、今夜はここに泊まらせてもらってもいいか？」

　元気そうに見えても、善次郎は七十代だ。猛暑の日々も続いているし、あまり無理はさせられない。

「ぜひ、そうしてください。お部屋をご用意しますね」

「いやっ、それは」

　にこやかに返事をした美月とは対照的に、晴馬は焦った顔をする。けれど、美月にはその理由がわからない。

「ゲストルームがあるし、問題ないでしょう？」

「だが……」

　言い合うふたりを見る、善次郎の瞳が鋭く光った。それに気づいた美月はコソッと晴馬に耳打ちする。

「ほら、断ったら不自然よ。ねっ」

　そして善次郎に向き直り、あらためて笑顔を見せる。

「部屋を整える間に、よかったらお風呂をどうぞ」

「ありがとう、美月ちゃん」

　善次郎は軽やかな足取りでリビングを出ていった。ふたりきりになるとすぐに、晴馬が大きなため息をつく。

「美月、忘れてるだろ」

「え、なにを？」

「寝室。ゆうべ偽装工作したこと」

「……寝室……え、あぁ！」

　彼の言うとおり、すっかり失念していた。ここには晴馬の部屋と美月の部屋がそれぞれあるのだが、万が一善次郎に見られても大丈夫なようにと、ゆうべ美月のベッドは晴馬の部屋に動かしたのだ。晴馬の部屋がふたりの寝室に見えるように。

「どうしよう。おじいさまがお風呂に入っている隙に戻す？」

「ガタガタしてたら、怪しさ満点だろ」

「じゃあ、今夜ひと晩くらいは一緒に！　私は大丈夫だから」

　美月は腹をくくったが、彼は弱りきった顔をしている。

「あのな、そっちは大丈夫でもこっちは……いや、もういい。美月がそれでいいなら、そうしよう」

　やけくそのように晴馬は言う。

　疲れたと言っていたわりに、意外と夜更かしな善次郎が「おやすみ」とリビングを出ていったのは夜十時過ぎ。美月も晴馬と一緒に彼の部屋に入る。

　ぴったり隣に並んだベッドがいやに生々しく、無意識に顔が熱くなった。

（大丈夫と言ったものの、大丈夫じゃない気がしてきた……）

　晴馬のパジャマ姿なんてすっかり慣れたつもりだったけど、ふたりきりのこの空間で見るとダダ漏れる色気に圧倒されてしまう。

「美月」

　やけに艶めいて聞こえるその声に、美月はビクリとしてしまう。

「もう眠い？」

「う、ううん。そうでもない」

「なら、少し話さないか？」

　壁に背中を預けて、床に置いたクッションの上に並んで座る。目の前にあるベッドを視界から消すため、美月は自分の足のつま先ばかりを見てしまう。

　もしかしたら、晴馬もこの状況に戸惑っているのかもしれない。いつもと違って、会話があまり繋がらず妙な沈黙が生まれる。

（なにか話題を……私からも！）

　そう考えたとき、ふとこの時間は神さまがくれたチャンスなのかもしれないと思った。

（離れていた二十年間も、再会してからも、ずっと伝えたいと思っていた言葉。今ならきっと！）

「は、晴馬っ」

　彼の瞳がゆっくりと美月をとらえる。

「なに？」

「昔話をしてもいいかな？　お母さんが亡くなった火事の日のこと」

　晴馬は黙って、美月の話の続きを待ってくれている。

「私を止めてくれて、助けてくれてありがとう。それから、ひどいことを言って本当にごめんなさい」

　長年心につかえていた言葉をやっと吐き出すことができて、美月はほぅと息を吐く。

「晴馬と再会できてよかった。ずっと謝りたいと思ってたの」

「謝る必要なんかないよ。あの夜の美月の、正直な思いだったんだから」

　あの日も今も、晴馬は優しい。

「俺も、ずっと後悔してた。美月が日本を離れる前に、伝えたいことがあったのに……どうしても勇気が出なくて、会いに行けなかった」

「え？　当時の晴馬は私とは話したくないと思っていたでしょう？　だって――」

　カナダに行く直前に出した手紙のことを彼に尋ねてみた。すると晴馬は心底驚いた顔をする。

「手紙なんて受け取っていないぞ」

「嘘！　たしかに晴馬の机に入れたよ」

　なにかに気がついたようで、晴馬が「あっ」と小さく声を出す。

「美月、カナダに発つ前はほとんど学校に来られてなかったよな」

「うん。準備が色々大変で」

「……席替え。ちょうどあの時期だった。最前列のど真ん中に当たったから、よく覚えてる」

「えっ!?　晴馬の席、窓際の一番後ろじゃなかったの？」

　手紙を入れたあと、あの場所から校庭を眺めたことを美月もよく覚えている。

（サッカーをしている男の子たちがいて、なかに晴馬がいないかな？って必死に捜したもの）

「そ、そっかぁ。席替え、考えもしなかった。ごめん、私の失敗だったんだね」

　当時の自分のうかつさに呆れる。と同時に、晴馬が手紙を無視したのではなかったと知り、ずっと心に刺さっていたトゲがすぅと消えていくような気がした。

「なんだ、そうだったんだ。私、晴馬に嫌われたと思って……だからカナダから手紙を出すのも躊躇しちゃって」

「俺も同じだ。美月はもう、俺の顔なんか見たくないだろうと思ってた」

　ふたりで顔を見合わせて、クスクスと笑った。

「揃って誤解してたんだね、私たち」

「あぁ」

　嫌われていなかった。その事実が美月の心を弾ませた。心なしか、晴馬の表情も嬉しそうに見える。

「そういえば、晴馬が私に伝えたかったことってなに？　今さらだけど、ちゃんと聞かせてよ」

　美月は晴馬に「ごめんね」を言いたかった。それは今夜叶えられたから、彼の話も聞きたい。

「そっちは……また、あらためてな」

　ぶっきらぼうに、彼は話を終わりにしようとする。

「なにそれ。かえって気になるじゃない」

「もういいから。そろそろ寝るぞ」

　美月の手を引いて、晴馬は立ちあがる。

「え～。晴馬だけ内緒なんて、ちょっとずるい」

　納得できず唇をとがらせていたら、ふいに晴馬が顔を寄せてきた。彼の唇が美月の耳をかすめる。

「――さっさと寝ないと、俺に襲われても知らないぞ」

　甘く響く声。背筋がゾクリとして、膝から力が抜けていく。

「そ、そういう冗談は！」

　質たちが悪すぎる、そう抗議しようと振りあげた美月の右腕を彼がパシッとつかむ。鼻先が触れる距離に晴馬の綺麗な顔があって、美月の心臓はこれ以上ないほど高鳴った。

　熱をはらんだ瞳が、その真ん中に美月をとらえる。

「冗談じゃない。ちゃんと伝えてあっただろう？　紳士な俺にも限界はあるって」

「えっ……」

「だから、俺が理性を保っていられる間にちゃんと寝てくれ」

　弱ったような笑みを浮かべて、彼は美月の髪をさらりと撫でる。

（晴馬の馬鹿。そんなこと言われたら、ますます眠れなくなる）










五章　忘れられないキス




　厳しい残暑の続く九月中旬、雇われ妻契約の期間も残り半分となった。

　白いジャケットにタイトスカート。首元にはゴールドのスカーフをバラの花のように巻く。パールトンホテル、コンシェルジュの制服に身を包み、美月はお客さまに笑顔を向ける。

「いらっしゃいませ。パールトンホテルへようこそ」

　無事、パールトンの一員となった美月は、少しでも早く仕事に慣れようと奮闘していた。

　外資系ホテルなので、帝都グランデ以上に海外からのお客さまが多い。英語はもちろんのこと、フランス語が求められる場面もたびたびあった。

　つい先ほどもフランス人宿泊客の対応をしたのだが……美月のフランス語はカナダで習得したものだと見抜かれてしまった。

（悪い意味ではなかったと思うけど、やっぱり訛っているのかな？　オンラインレッスンを探して、勉強し直そう）

「羽山さん。新しい仕事を教えたいんだけど、少しいいかしら？」

「はい、よろしくお願いします」

　自分の未熟さを痛感することもあるけれど、充実した日々だ。なにより、晴馬がそばで応援してくれるからがんばれる。




　その日、美月は晴馬の職場がある新木場を訪れていた。

『いつか、晴馬の乗るヘリを見てみたいな』

　何気なくそう言ったら、『遊びに来る？』と誘ってもらえたのだ。

　晴馬たちＡＨＲの拠点である東京ヘリポートは、誰でも自由に見学することができるらしい。

　当番明けで仕事を終えた晴馬と合流し、見学広場と呼ばれる場所で空を見あげる。ここからは消防庁のヘリだけではなく、マスコミ各社の報道ヘリや観光目的の遊覧便も飛ぶそうだ。

　バラバラバラという大きな音とともに、ヘリが空へと向かっていく。近くで見ると想像以上に迫力がある。

「あ、赤いヘリ！　あれが晴馬たちの？」

「そう、訓練中だな。あのヘリの名前は……」

　東京消防庁のヘリには鳥の名前がつけられているらしい。

「ちなみに、名古屋の消防航空隊のヘリには戦国武将の名前がついている」

「へぇ、そうなんだ！」

　彼は目を輝かせて、色々なことを教えてくれる。

（晴馬はこの場所で働いているんだ。かっこいいなぁ）

　青い空に真っ赤なヘリ。とても晴馬に似合っていて、なんだか顔がにやけてしまう。

「晴馬の仕事のことが知れて、すごく楽しい」

「それならよかった。美月は？　パールトンの仕事はどう？」

「日々勉強って感じかな。でも、すごく充実してるよ。人間関係にも恵まれたし」

　ヘリの見学とお喋りを存分に楽しんでから、駅に向かって歩き出す。

「おじいさま、関西方面に出かけているんでしょう？　すごくパワフルよね」

「あぁ、大おお阪さかや京きょう都との友人に会うそうだ。たしかにあの年齢からすると驚異的に元気だよな」

　善次郎のハツラツとした笑顔を思い出し、美月は軽く目を伏せた。ぽつりと小さくつぶやく。

「おじいさま、素敵な人だから……ずっと嘘をつき続けるの、ちょっと苦しくなってきちゃったな」

　隣を歩いていた晴馬がふいに足を止めたので、美月は彼を振り返る。

「晴馬、どうしたの？」

　その言葉にかぶせるように彼が言う。

「――なら、いっそ本物の夫婦になるか？」

「えっ……」

　彼はまっすぐに美月を見つめていた。ドキドキと心臓が早鐘を打ちはじめる。

「や、やだな、晴馬。いくらなんでもそういう冗談は……」

　本気なわけないとわかっているけれど、晴馬の真剣な瞳が美月を揺さぶる。

　次の瞬間、見つめ合うふたりのもとに「北原～」という賑やかな声が割って入った。声のしたほうに視線を向けてみれば、三人組の男性が晴馬に駆け寄ってくる。

「――おつかれさまです」

　ちょっとがっかりした声で晴馬が言う。

「なんだよ、デートかぁ!?」

「こっちは男ばかりで飯を食ってたというのに、お前だけいい思いをしやがって～」

　彼らの会話から察するに、ＡＨＲの仲間のようだ。全員、晴馬よりは年上、三十代前半くらいに見える。

（仲がいいんだな。彼らが来てくれてよかったのか、そうでないのか……）

　まだドキドキしている胸を押さえて、美月はふぅと呼吸を整え直す。晴馬が自分のことを「同棲中の恋人だ」と紹介してくれたので、話を合わせてあいさつをした。

「はじめまして、羽山美月と申します」

　厳しい訓練の賜物か、三人ともがっしりした身体つきだ。そのうちのひとりは、晴馬よりさらに背が高く……百九十センチ近くあるのではないかと思われた。

（プロレスラーと言われても、信じちゃいそう）

　陽気な人たちで、お喋りは尽きない。

「これで〝ＡＨＲの七不思議〟のひとつは解けたな」

「七不思議ってなんですか？」

　この話題を出した彼が美月の質問に答えてくれる。

「あんなにトレーニングをしているのに、隊長はなぜ痩せないのか？　なんていう、くだらない話ばかりなんだけどね。最大の謎は、イケメン北原にどうして彼女ができないのか？ってやつで」

　横から別の男性が口を挟む。

「単純に理想が高かったってことか！　こんな美人が好みなら、そりゃなかなか見つからないはずだよ」

　肩をバンバン叩かれ晴馬は苦笑している。

「ん？　となると、あの話はなんだったんだ？　ほら、北原の『忘れられない元カノ』の――」

（晴馬の……元カノ？）

　自分の失言に気づいていない様子の彼の口を、プロレスラーみたいな彼が慌てて塞ぐ。

「はい、そこまで。くだらない話でデートの邪魔をしちゃ悪いだろ。もう俺らは帰るぞ」

　大きな彼が残りのふたりを引きずるようにして歩き出す。

「じゃあな、北原。おつかれさん！」

　去っていく三人に、晴馬は呆れた様子で手を振っている。

（うん。過去に恋人のひとりやふたり……そりゃ、いるわよね。別に気にすることじゃない）

　美月はやや強引に、自分にそう言い聞かせた。

　あえてこの話題を避けるほうが意識していると思われそうで、できるだけ軽い調子で聞いてみる。

「……晴馬の昔の恋人って、どんな人だったの？」

　彼がギクリとしたように見えたのは、気のせいだろうか。

「くだらない噂だよ。とにかく、あの人たちの話は気にしなくていいから」

　追及するなと言わんばかりに会話を遮られてしまった。

（触れてほしくない話題だったのかな？）

　晴馬が嫌なら聞き出したいとまでは思わない。だけど、少しの寂しさを感じてしまったのは事実だ。

（ちょっと……自惚れていたかも。なんでも話し合える仲になれた気がして）

　雇われ妻という自分の立場をすっかり忘れていた。




　それから二日後。

（よし、今日は残業なしだ）

　一日の業務を終えた美月はロッカールームで制服を脱ぐ。私服に着替えて荷物をまとめたところで、スマホが鳴った。

　画面に表示された名前は晴馬ではなく……善次郎だ。

「はい、美月です」

　すっかり仲良くなったので、緊張することもなく応答する。善次郎は今、京都に滞在中で現地から土産を送ったという連絡だった。

「わぁ、嬉しいです。楽しみにしていますね」

　お礼を言って、電話を切る。

（私の好きな味を選んでくれたなんて優しいな）

　だからこそ……通用口から外に出た美月は夕空を仰いで、細く息を吐く。

　これ以上、善次郎を騙し続けるのは心苦しい。それに、晴馬がいる暮らしに慣れきっている自分も怖かった。

　彼の気配がない部屋に帰る。その日を想像するだけで寂しさに泣きたくなった。

『――なら、いっそ本物の夫婦になるか？』

　先日の晴馬の台詞が蘇る。その言葉を彼はどんな気持ちで発したのだろう。冗談なのか、それとも――。

　あのときの晴馬を思い出すだけで、顔がかっと熱くなった。暴走めいた速度で、ドクドクと心臓が鳴っている。

（晴馬との日々を、終わりにしたくない。勇気を出して、そう伝えてもいいのかな？）

　けれど、先日聞いてしまった彼の元恋人の話も心のどこかに引っかかっていた。

（忘れられない……って本当なのかな？　晴馬は今も彼女を？）

　う～んと顔をしかめていたところに、もう一度美月のスマホが鳴り出す。なにか言い忘れでもあって、善次郎がかけ直してきたのかと思ったが違った。

（晴馬だ。今は勤務中のはずなのに、どうしたんだろう？）

　不思議に思いながら電話に出ると、届いた声は晴馬ではない、別の男性のものだった。伊沢と名乗った彼は、晴馬の職場の先輩だそうだ。

「はい、羽山美月は私で間違いありませんが……。え、晴馬が!?」

　晴馬が任務中にやけどを負い、病院に運ばれたと彼は言った。

　頭が真っ白になり、全身からすぅと血の気が引いていく。

（晴馬がやけど!?）

　どんな状態なのか、まさか命に別状があったりはしないだろうか？

　すっかりうろたえてしまって、言葉が出てこない。

『羽山さん、聞こえていますか？』

　スマホごしに呼びかけられ、ようやく我に返る。

「し、失礼しました。どこの病院でしょうか？　すぐに向かいますので」

　美月は慌ててタクシーに飛び乗り、教えてもらった病院に駆けつける。

　もう外来の受付が終わっているせいか、院内に人は多くなかった。待ち合いスペースのベンチに座る男性に美月は目を留める。先日会った晴馬の仲間のうちのひとり、美月がプロレスラーみたいと思った人だった。

（あの人が伊沢さんだったのね）

　この前会ったとき、美月は名乗ったけれど彼らの名前までは聞いていなかった。

　美月に気がついた彼が立ちあがる。

「先日はどうも。あらためて、北原と同じ隊に所属している伊沢迅と申します。急にお呼び立てしてすみませんでした」

　キビキビとした、レスキュー隊員らしい動作で彼は頭をさげる。

「ご連絡いただき、ありがとうございます。それで、彼は？」

　会釈を返すとすぐに、美月は尋ねた。

「背中にやけどを負いましたが、入院の必要はないようです。もうすぐ戻ってくると思いますよ」

　診察室の方向に目を走らせながら、迅が答えた。

　その言葉に美月は胸を撫でおろす。入院が不要ならば深刻な怪我ではなかったということだろう。迅の説明によると、晴馬は火災現場で避難誘導を行っていた際に、燃え落ちてきた天井につぶされかけてしまったそうだ。

「そんなことが……。あの、消防士さんは防火服を着ていますよね？　それでもやけどを負ったりするものなんでしょうか」

「我々ＡＨＲが向かうのは、被害状況がより深刻な現場ですから。防火服も万能ではありません……」

　防火服は水に濡れたりすると、燃えやすくなってしまう。でも、晴馬たちは消火活動も行うので完全に水を避けるのは難しい。結果、消防士自身もやけどを負うことは決して珍しくないそうだ。迅は少し厳しい顔で続ける。

「消防士の殉職率は自衛官についで高い、とも言われています。大怪我や死が隣り合わせの職業です」

「……殉職」

　その言葉の持つ威力に美月は打ちのめされる。晴馬はいつどうなってもおかしくない仕事についている。その事実と向き合うのが恐ろしかった。美月の表情がこわばったのを見て、迅は慌てて言葉を重ねる。

「いや、申し訳ない。怖がらせたかったわけじゃありません。そういう危険な仕事だからこそ、家族や恋人の支えは大きいんです。だから――」

　彼は美月を見て、ほがらかに笑む。

「どうか、北原の力になってやってください」

（彼を支えたいと心から思う。だけど、私は晴馬の家族でも恋人でもない……）

　ツキンと胸が痛み、美月は曖昧な笑みを返すことしかできなかった。

　ちょうど会話が途切れたところで、診察室の扉が開いて晴馬が出てくる。

「晴馬っ」

　美月が駆け寄ると、彼は優しい笑顔を返してくれた。

「心配かけて、ごめんな」

　ちゃんと歩けているし、喋れている。安堵の気持ちがあふれて、思いがけず瞳が潤む。

「……かった。よかった」

　晴馬はそっと手を伸ばし、美月の涙を拭う。

「俺は大丈夫だから。安心して」

　美月がうなずくと、彼は今度は迅に顔を向けた。

「迅さんも、すみません。ご迷惑をおかけして」

「いいんだよ。お互いさまなんだから、気にするな」

　美月もあらためて彼に頭をさげた。

「本当にありがとうございました」




　マンションに到着したのは夜八時過ぎだった。背中が痛むのだろう。晴馬はおそるおそるといった感じで、ソファに腰かける。

「晴馬、なにか欲しいものとかある？　買ってこようか？」

「大丈夫だから。美月も座って」

　いつもの晴馬の笑顔が見られて、少しホッとした。

「わかった、ありがとう」

　彼の隣にちょこんと座る。

「美月も仕事のあとで疲れているのに、病院に呼びつけたりして悪かったな」

　まだショックの抜けない美月を気遣うように彼が言った。美月はブンブンと首を横に振る。

「ううん。私のことより、晴馬はどう？　やけどは痛まない？」

「多少痛むけど、平気だよ。この程度の怪我は覚悟のうえだから」

　レスキュー隊員としての誇りはかっこいいけれど、少し複雑な気持ちになる。

「でも、自分のことも大切にして。迅さんから電話をもらったとき、心臓が止まるかと思ったんだから」

　あの瞬間、母の死を思い出してしまい、晴馬になにかあったらどうしよう……と怖くてたまらなくなった。偽りの夫婦だったはずなのに、自分のなかで彼の存在がこんなにも大きくなっていたことに驚く。

「無事で……本当によかった」

　彼の大きな手が美月の頭をそっと撫でる。

「火災現場の話、美月はあまり聞きたくないかもしれないけど」

　ためらいがちな晴馬の言葉を遮って、美月は言う。

「ううん、教えて。なにも知らないほうが怖いから」

　雇われ妻として暮らす時間はあとわずかだけれど、また今回みたいな事件が起きないともかぎらない。晴馬の仕事がどんなもので、どういう危険があるのか、ちゃんと知っておきたいと思った。

「ありがとう」と言って、彼は話を続ける。

「覚悟はある。なんて、かっこつけたこと言ったけど今日は俺の消防士人生で最大のピンチだったんだ。猛烈な熱さで身体に力が入らなくなって、意識も朦もう朧ろうとしはじめて……」

　話を聞いているだけで、心臓が不穏な音を立てる。それでも美月は、彼から目をそらさなかった。

「けど、ダメかもって思った瞬間に美月が待っていることを思い出した。俺が帰らなかったら美月が心配するなって。そしたら不思議と手足に力が戻った」

「うん。帰ってきてくれて、ありがとう」

　すっかり涙腺の緩んでいた瞳から大粒の涙があふれた。晴馬の逞しい腕が美月をグッと抱き寄せる。

「は、晴馬？」

　ドキドキと鳴る鼓動は自分のものか、それとも彼のものだろうか？

「美月に……たまらなく会いたかった」

　自分を抱く彼の腕に、より一層の力が入る。

　晴馬の胸のなかは心地よく、ずっとこうしていたいと願ってしまう。

（どうしよう、どうしたらいいんだろう。私、晴馬が好き。すごくすごく、好きなんだ）

　ふいに彼のぬくもりが離れる。かと思えば、今度は長い指が美月の顎を持ちあげた。まっすぐにこちらを見つめる瞳のなかで、彼の情熱が揺らめいていた。

「美月」

　スローモーションみたいにゆっくりと、美しい顔が近づいてくる。

（私たちの関係は偽りで……だから、こんなのはおかしいのに）

　だけどそうするのが当然のように、ふたりの唇はしっかりと重なった。ふにっと柔らかな晴馬の唇は痺れるほどに甘くて……離れがたいと思わされてしまう。

　酸素を求めてかすかに開いた隙間から、自分よりずっと厚みのある男性の舌がねじ込まれる。絡まって、きつく吸われて……美月の背筋はゾクリと震えた。

「ふっ、ん」

「そんなかわいい声、反則だろ」

　低くささやく声音は色っぽく、晴馬のほうが反則だと美月は思う。互いが互いを欲しがって、キスはどんどん深くなっていく。

（こんなキス、初めてだ）

　自分のほうから積極的に求めたことなんか、これまでなかった。晴馬とのキスは特別だった。

　部屋に響くキスの音色。それをかき消す大きな音が突然鳴り響いた。晴馬のスマホから流れる着信音だ。だけど、キスがストップする気配はなくて……。

「は、晴馬。電話、出ないと」

「……うん」

　そう答えながらも、彼の腕は美月の背中を抱き締めたまま離さない。

　晴馬はいつ、どんなときも着信にはすぐに応答する。緊急の呼び出しの可能性があるからだ。そんな彼が自分との時間を優先したそうにしている。それがどうしようもないほどに嬉しかった。

（でも、電話には出ないとダメよね）

　もうひとりの冷静な美月がツッコミを入れる。

「晴馬ってば。ほら、隊からの連絡かもしれないし」

　その言葉で彼もようやく我に返ったようだ。

「ちょっと待ってて」

　優しく言うと、テーブルの上に置いてあったスマホをつかんで廊下に出る。

（……キス、しちゃった）

　指先で自分の唇をそっとなぞった。高揚と羞恥が同時にやってきて、思わず足をジタバタさせる。

（これって、そういうこと？　晴馬も私のこと……）

　一瞬だけ、『忘れられない元カノ』の単語が頭をよぎったが、すっかり浮かれている美月の脳は都合の悪い情報を簡単に抹消してしまう。

（元、だもん。もう終わった話よ）

　自分でも笑ってしまうほどの有頂天ぶり。雇われ妻から一歩前進、晴馬との恋が動き出したのだと信じて疑いもしなかった。

（好きって言ってもいいかな？　いいよね？）

　ドキドキしながら彼を待つけれど、肝心の晴馬が戻ってこない。

（あれ、ずいぶん遅いな？）

　漏れ聞こえていた声が今は聞こえないから、通話は終わったものと思われるのに。

（なにか大きな災害でもあったのかな？　でも今の晴馬に出動は無理よね）

　心配になってリビングの扉を開けると、そこにぼんやりと立ち尽くす晴馬がいた。

「どうしたの？　なにか大変な連絡だったの？」

　美月の声に彼はビクリと肩を震わせる。

　こちらを向いた晴馬の顔はすごく苦しそうで……。美月も言葉を発することができず、長い沈黙が落ちた。

「――ごめん、美月」

　ようやく開かれた晴馬の口から、氷のように冷たい言葉が放たれた。

「え？　ごめんって……なにが？」

「さっきのキス」

　急にキスをしてごめん。そういうニュアンスではなさそうだ。美月の足元にじわじわと不安が忍び寄ってくる。

（やめて、晴馬。そんな……後悔してるって顔をしないでよ）

　晴馬の顔を直視できず、美月はうつむく。そこに、とどめが落とされた。

「――忘れてほしい」

　頭から冷水をかけられたような衝撃が美月を襲う。

（忘れる？　晴馬には、忘れたいことだったの？）

　互いに求め合っていた。きっと同じ気持ち……そう感じたのは、自分だけだったのか。

（晴馬のほうには気持ちなんかなくて……ただ勢いでキスをしてしまっただけ？）

　美月の知る彼はそんな人じゃないけれど、大変な現場で怪我を負った直後で……冷静さを失っていたとしても不思議はない。

　彼からの否定の言葉を期待するけれど、無音の時間が続くばかりだ。

（そういうこと、なの？）

　少し前の浮かれていた自分が哀れで、目にじわりと涙がたまる。だけど、ここで泣いたらもっとみじめになるだけだ。美月は無理やりおどけた声を出した。

「ずっと夫婦のふりなんかしていたから……お互い、空気に流されちゃったね。了解、さらっと忘れるから」

　気にしていないふり、なんでもない顔。だけど、そんなのは表面だけで。本当は願っていた。

（お願い、晴馬。『違う、そうじゃないんだ』って……言ってよ）

　沈黙が流れる。晴馬はなにも答えてくれなくて、美月の心は深い絶望に覆われていった。

（私はやっぱりただの『雇われ妻』で、晴馬の『好きな人』にはなれないんだ）




　それから一週間。晴馬はずっと暗い顔で、なにか思い悩んでいる様子だった。

（私とのキスが気まずいってだけじゃ、ないのかも……）

　食欲もなさそうで、睡眠不足なのか疲れた顔をしている。

（なにかあったのかな？）

　思い当たるのは、あの電話だけれど……晴馬は美月との会話を避けているみたいで、最近は顔を合わせる時間が極端に減っていた。

（心配だし、気になるけど……）

　ここまで全力で拒絶されたら、踏み込む勇気は湧いてこない。

（私にはなにも話してくれない。それが、晴馬の答えなのかもしれない）

　自分たちは本物の夫婦のように支え合う関係にはなれなかった。美月はなりたかったけど、彼はそれを望んでいない。そういうことのようだ。

　今日は休みなので、駅の近くの商業施設に買いものに行こうと美月はひとりでマンションを出た。晴馬は非番。呼び出しの可能性がある非番の日、彼はたいてい家で過ごすのだが今日はどこかへ出かけていた。

（これまでは、ふたりとも休みの日は約束しなくても一緒に過ごしていたのにな）

　ソファに並んで座ってのんびりテレビを観たり、近所を散歩したり。もう、あんなふうに過ごせる日は来ないのだと思うと胸がズキンと痛む。

　やっと自覚できた新しい恋は、あっという間に悲しい結末を迎えてしまった。

（もしかして私って、恋愛運が悪い？）

　思考はネガティブ一直線で、ため息ばかりがこぼれる。

　愛用の化粧品を買って、施設を出ようとしたところで「どうも！」と明るい声に呼び止められる。

「あ、晴馬の先輩の……迅さん！」

　晴馬がやけどを負ったときに連絡をくれた迅だった。ショートカットの女性と腕を組んでいる。

「優ゆう紀き、こちらは北原の恋人の羽山美月さん」

　迅が連れの女性に美月を紹介してくれる。

「はじめまして、迅の妻の優紀です」

　健康的でスタイル抜群の美女だった。迅の通うスポーツのジムのトレーナーをしていて、そこで知り合ったそうだ。

「北原くんとも顔見知りよ。この人に連れられて、何度かうちのジムに来てくれたことがあるの」

「そうなんですね」

「彼の怪我はどう？　かなり大変な現場だったんでしょう」

「はい。もしかしたらやけどの痕が残るかも……とは言っていましたが、身体を動かすのに支障はないみたいです」

　やけどは広範囲だったが深度はさほどでもなかったようで、痛みもだいぶマシになってきているらしい。仕事も普通にこなしている。

「そう、よかったわね」

　優紀はそう言ってから、気遣うように美月の顔をのぞく。

「――心配したでしょう？」

　迅からの電話を受けたときのことを思い出す。本当に、全身から血の気が引いた。

「はい。あらためて、危険な仕事なんだなと実感しました」

「ね。この人たちはさ『怪我はレスキュー隊員の勲章みたいなもんだ』ってすぐにかっこつけるけど、ちょっとは待つほうの身にもなってほしいわよね」

　隣の迅を肘でつつきながら、優紀は口をとがらせる。

「苦労をかけて悪いな」

　大きな迅がすまなそうに肩を縮めた。

「おかげさまで、すっかり逞しくなりましたけどね」

　ふたりが思い合っていることがこちらにまで伝わってくる。家族や恋人の支えは大きな力になる。彼は先日、そんなふうに言っていた。彼女が迅の原動力なのだろう。

（支え合う、素敵なご夫婦だな。やっぱり偽装夫婦と本物は……大違いだ）

　ふたりが羨ましくてならない。どうして自分は晴馬の『好きな人』になれないのだろうか、なんて卑屈な思いが頭を巡る。

（どんな女性なら、晴馬に好きになってもらえるのかな？）

「あの、迅さん、優紀さん！」

「ん？」

「なぁに？」

　ふたりなら晴馬の元恋人がどんな女性だったか、知っているかもしれない。思わず聞いてみようかと呼びかける。だけど――。

（知ってどうするの？　その女性のマネをしたからって、晴馬に好きになってもらえるわけもないのに）

「あ……その、彼を心配してくださってありがとうございます。伝えておきますね」

　取ってつけたような言葉でごまかし、ふたりと別れた。




　知っても意味ないとわかりつつも、気になり出してしまった晴馬の元恋人の存在が美月の頭から離れない。

（忘れられない元カノって言ってたよね。晴馬は今も……彼女が好きなのかな？）

　マンションへの近道になるため、美月は混雑する駅の構内を抜ける。

（どんな女性なんだろう？　あぁ、あんな感じの儚げでかわいい人かな？）

　とある女性に美月は目を留めた。ふわりと柔らかそうな栗色の髪に、真っ白な肌。美月とはまったく違うタイプの彼女に寄り添う男性は、晴馬と同じくらい背が高くて体格がよかったから。

（晴馬に雰囲気がよく似て……え？　嘘！　似ているんじゃなくて、晴馬本人？）

　妄想のしすぎで幻覚を見たのかと何度もまばたきをしたけれど、そこにいるのはたしかに晴馬だった。美月の存在には気づいていない。ものすごく苦しそうな、切なそうな表情で向かい合う彼女を見つめている。

　儚げな彼女が彼の胸にすがるように身体を寄せ、晴馬の腕が彼女の肩に伸びる。

　そこまでで、美月はくるりと踵を返す。どうしても、それ以上は見たくなかった。

　人混みをかき分けて、ズンズンと大股で前に進む。立ち止まったら、この場で泣き崩れてしまいそうだから。

（今のかわいい女性は誰？　もしかして……）

　彼女が晴馬の『忘れられない元カノ』なのだろうか。

『好きだった気持ちをそう簡単に消せないことは、すごくよくわかるし……』

　ふいに、晴馬の声が耳に蘇る。観覧車のなかで省吾の話をしたとき、彼はそう言った。今思えば、すごく実感のこもった言葉だった。

　もしかしたら、あの日の電話は彼女から？　ヨリを戻そうとか、そんな話をされたのだろうか。美月の頭が勝手にストーリーを描き出す。けれど悲しいことに、その物語にはなんの矛盾もなく、辻褄が合ってしまう。

（全部、勝手な妄想だってわかってる。でも――）

　ずっと美月を避けていた晴馬が……別の女性に寄り添っていた。それは疑いようのない真実だ。

（彼女を見つめる晴馬、すごく切なげで……恋してるって顔をしてた）










六章　君を守る覚悟




『――なら、いっそ本物の夫婦になるか？』

　つい二日ほど前、美月に言ってしまった台詞を思い出して晴馬はかすかに顔を赤くする。もちろん、あの言葉は嘘偽りのない本心だ。晴馬はもう、自分には美月しかいないと心を決めていた。

『運命の相手に出会えば、頭で考えていることなんて全部吹き飛ぶから。なにがなんでも、自分が幸せにしたいって思うはず』

　いつか兄が言っていた言葉をまさに今、実感している。あれほど悩んでいた仕事と両立していく覚悟も、美月となら大丈夫だと自然と思えるようになった。むしろ、彼女がそばにいてくれたら仕事への熱意もますます高まると確信している。

（とはいえ、いくらなんでも先走りすぎたよな）

　ほぼプロポーズ同然の言葉だ。本来なら、指輪を用意したりロマンティックな店を予約したりしてから伝えるべきことで……感情のままに突っ走ってしまった自分が恥ずかしい。だけど、美月を前にすると自分の気持ちをごまかせなくなるのだ。

『……晴馬の昔の恋人って、どんな人だったの？』

　東京ヘリポートからの帰り道で偶然、同僚に会ったあとに彼女からされた質問。これにも、正直に答えてしまいそうになった。「俺は、忘れられない元カノじゃなくて忘れられない女性って言ったんだ。それは美月のことだよ」と。

　だけど、必死にこらえた。大切な告白、プロポーズの舞台はもっとじっくり考えるべきだと思ったから。

（少しくらいは、かっこつけたい）

「こらっ、北原。そろそろ休憩終わりだぞ」

　にやけた顔をしていたからか、必要以上に厳しい声が飛んできて晴馬は慌てて動き出す。

　ＡＨＲも含めた東京消防庁航空隊のヘリの出動件数は、一年間で四百件以上。少なくとも、日に一度はヘリが出動している計算になる。もっとも多いのは病人や怪我人を搬送する救急の要請だが、今日は違った。

「ビル火災だ。すぐに出動し、消火と救助に当たる」

　ヘリは火災現場であるビルの上空で停止飛行し、晴馬たちは屋上への降下を開始する。降下の方法は、安全だが着地までやや時間のかかるホイスト、速度は出せるものの熟練した技術が必要となるリペリングと、いくつかの種類がある。だが、どの方法にせよ細いケーブルやロープだけを頼りに、高い空から身体を投げ出すことに変わりはない。初めて経験したときは恐怖で足がすくんだが、もうすっかり慣れたもの。それに、もっとも危険なのはこの先なのだから。晴馬はあらためて、気合いを入れ直す。

　信じられない暑さのなか、市民の避難誘導に当たる。幸い、救助対象に子どもや老人がいなかったこともあり、避難はスムーズに進んだ。

　ところが、あと少しで全員の安全が確保できるというタイミングで退避中のビジネスマンの頭上に、焼け落ちた天井の残骸が降ってきた。晴馬は瞬時に彼をかばい、自らの背中でそれを受け止める。

「迅さん、彼らを先に！　頼みます」

　まずは市民の安全が最優先だ。晴馬は迅に、彼らをたくす。

（問題ない。落ち着いて対処すれば大丈夫だ）

　冷静に身体を起こそうとするも、頭がグラグラして身体に力が入らなかった。尋常ではない熱気のせいか、自分で思っている以上に背中にダメージを負ったのか、もはや判断すらできない。

（まずいな。これはちょっと……）

　視界がかすみ、だんだんと意識が遠のいていくのを感じる。

　けれど、暗くなったまぶたの裏に希望の光が見えた。

『おかえり、晴馬』

　浮かんだのは美月の姿で、彼女の笑顔が晴馬を現実に引き戻した。晴馬は目を見開き、指先にグッと力を入れる。

（そうだ。俺が帰らなかったら、きっと美月が心配する。もしかしたら泣くかもしれない）

　いつも強がっているけれど、彼女は意外と涙もろい。だから、なにがなんでも自分はここから脱出しなければならないのだ。

　渾身の力を振り絞って、手のひらで床を押す。上半身を起こし、膝をついた。あとは右足を出して立ちあがるだけ。その瞬間、グンと強い力で晴馬の身体が引きあげられた。

「北原っ、いけるか!?」

　迅が避難誘導を終えて、助けに戻ってきてくれたようだ。隊の合言葉は『全員で帰ってくる』だから。

「――当然です」

　力強く答えた晴馬に、彼はホッと息を吐く。

「強がれるなら心配ないな。よし、帰るぞ」

　彼の肩を借りて、晴馬はどうにか火の手から逃れた。

　心地よい温度の新鮮な空気を吸い込むと、晴馬は大きく胸を撫でおろす。

　無事に脱出できた今、思うことは……美月に会いたい。それだけだった。




「無事で……本当によかった」

「帰ってきてくれて、ありがとう」

　自分を心配して涙を流す美月を前にしたら、どうしようもなく気持ちがあふれて、気がついたら身体が動いていた。しなやかな彼女の身体を、自身の胸に抱き寄せる。

　柔らかく、温かで……理性を溶かす甘い香りがする。

（いい大人なのに、なにをこんなにドキドキしてるんだろうか）

　自分にツッコミを入れたくなるほど、晴馬の心臓は高鳴っていて美月にも聞こえているんじゃないかとヒヤヒヤする。

（――美月が好きだ。どうしようもなく好きなんだ）

　北原家の男は一途、善次郎の言ったとおりだ。

　結局、晴馬は初恋をずっと忘れられず、いつもどこかで美月の影を探していた。再会して、もう一度恋をしたのではない。彼女への思いはずっと途切れず続いていた。

「美月」

　彼女の細い顎がゆっくりと上向く。澄んだ瞳のなかには自分だけが映っていて……。

（美月の全部を、俺だけのものにしたい）

　その欲望は一気に膨れあがり、晴馬を突き動かした。ゆっくりと、でも拒む隙は与えずに唇を奪う。優しいぬくもり、ぎこちなく応えてくれる舌先、鼻から抜ける色っぽい吐息。美月の動作のすべてが晴馬に火をつけ、昂らせる。背中の怪我のことも、すっかり頭から抜け落ちていた。

（指輪もロマンティックなレストランも、どうでもいい。今、伝えないでどうする？）

「結婚しよう。本物の妻になってくれ」

　そう告げようとした瞬間、やけにうるさい着信音が邪魔をした。

　無視してしまおうか？

　消防士としてあるまじき思考が、ほんの一瞬頭をよぎりもしたが……美月に促されたこともあり、晴馬はしぶしぶ電話に出た。




　やけどを心配したＡＨＲの隊長かと思いきや、かけてきたのは意外な人物だった。さほど親しいともいえない同期の男。

（珍しい。なんの用だろうか）

　そう思いながら、話を聞く。

「――え？」

　スマホの向こうから聞こえてくる悲痛な声に晴馬は表情を失う。唖然としてしまって、すぐには返事ができなかった。

「あぁ、わかった。もちろん葬儀には俺も参列する」

　葬儀。自分が発したその言葉に、首をかしげたいような気持ちになる。

（葬儀？　なんで？　どうしてだ？）

　混乱のままに通話を終え、晴馬はスマホを持つ右手を力なくおろした。

　同期入隊の仲間のひとりが、今朝、殉職したというのだ。彼とは同じ職場に配属されたことがなく、飲み会でたまに顔を合わせるくらいだったが……。

　彼と最後に会った日のことを思い出す。

（真面目で穏やかな、いいやつで……）

　あの笑顔は二度と見られない。その無慈悲な現実が晴馬の胸を深くえぐる。

（そうだ。早はや瀬せは……大丈夫だろうか？）

　晴馬の脳裏にひとりの女性の姿が浮かぶ。

　早瀬美み智ち、亡くなった彼の妻。彼女も同期で、晴馬とは最初の配属先が一緒だった。

（おしどり夫婦だったのに）

　ふたりは交際中も結婚後も本当に仲がよく、幸せそうだった。彼女の心境を思うと、あまりにもつらい。

　こころざし半ばで突然道を絶たれるのも残酷だが、ひとり残される苦しみもどれほどのものだろうか。

　冷たい廊下に、晴馬は呆然と立ち尽くすことしかできなかった。

　仲間の死、その衝撃が晴馬を大きく揺さぶる。不安、恐れ、普段は見ないようにしているネガティブな感情が一斉に噴き出してくる。

　晴馬の頭に浮かんでいた美智の姿は、いつの間にか美月に代わっていた。

（俺だって、今日……なにかがほんの少し狂っていたら……）

　殉職。その言葉がこれまで感じたことのない重さで晴馬にのしかかる。

　自分の死はものすごく恐ろしい。けれどそれ以上に、大切な人を……美月を悲しませることが怖くなった。

　仕事と結婚の両立。

　美月となら大丈夫だと、決めたはずの覚悟がグラグラと揺らぎはじめる。

　彼女は火事で大切な母親を亡くしているのだ。

『晴馬なんか大嫌い！　どうして邪魔したのよ？　私には……お母さんしか……ずっと一緒だったのに。一緒にいたかったのに、どうしてっ』

　ボロボロの顔で、泣き崩れていた少女。あの日の美月が、いやに鮮明に蘇る。晴馬にとっても、苦すぎる記憶だ。

（あんな思いはもう二度と、させられない）

　けれど晴馬はこれからもずっと、ＡＨＲの隊員として危険な現場に向かうだろう。今日はどうにか脱出し、帰ってくることができた。でも、そうできない日がいつか来るかもしれない。そこまでいかなくても、今日みたいな事故があるたびに美月に心配をかけることになる。

　自分が消防士であることが美月を不幸にするかもしれない、うっすらと頭に浮かびながらも目をそらし続けてきた現実が、晴馬を突き刺す。

（俺は、本当に美月を幸せにできるのか？）

　この仕事は晴馬の誇りだ。専門的な知識と高度な技術が必要なＡＨＲ。もっと学びたいし、もっと多くの人を助けたい。まだまだこころざし半ばで、リタイアなんて考えたくない。

　同期の死、彼の妻の苦しみ、自分の夢、美月の幸せ。考えれば考えるほど、目の前が真っ暗に閉ざされていく。

　カチャリと扉が開く音がして、美月の心配そうな声が届いた。

「どうしたの？　なにか大変な連絡だったの？」

「――ごめん、美月」

　グチャグチャな自分の感情を、どう説明すればいいのかわからない。

　絶対に揺らがない覚悟もないまま、キスをした自分が腹立たしくて、許せなかった。

（俺にはまだ美月にプロポーズする資格なんかなかったんだ）

「――忘れてほしい」

　この言葉を美月がどう感じるか、それを考える余裕すらなく、自分の都合だけを押しつけた。




　同期の葬儀に参列した数日後。

　晴馬は豊洲駅の改札前で人を待っていた。夫を亡くしたばかりの彼女とどんな顔で向き合えばいいのか、晴馬の表情は暗く沈んだ。

　約束の五分前に美智はやってきて、「はい」と晴馬に黒い手帳を渡す。

　葬儀の日になにかメモをとって、そのままうっかり忘れてきてしまったのだ。美智が晴馬のものだと気づき、連絡をくれた。

「俺がそっちの最寄り駅まで行くと言ったのに。わざわざすまなかったな」

「ううん、いいの。なにか理由をつけて外に出ないとさ……もうどこにも行けなくなりそうで」

　彼女の声はか細く、震えていた。

　葬儀の日は驚くほどに気丈だった。

『消防士である夫を誇りに思います』

　涙ひとつ見せずに、毅然と前を向いてそう言っていた。

（無理して、気を張っていたんだろうな）

　喪失感は葬儀を終えてからくるものとはよく聞く話だ。

　目の前にいる彼女は、気の毒で見ていられないほどに憔悴しきっている。

　頬がこけ、顔色は青白い。小柄だが、健康的でハツラツとしていた以前の彼女とは別人のようだ。

　どんな言葉もなんの慰めにもならないだろう。晴馬はやるせない思いで唇を噛む。

「じゃあ、私、行くね。ここの駅ビルに入っているケーキ屋さん、彼が大好きだったの。買って帰ろうと思ってるんだ」

　どうにか絞り出すように言葉を発した次の瞬間、彼女の身体がフラッと傾く。晴馬は慌てて肩を支えた。

「早瀬っ、大丈夫か!?」

　彼女のスマホを借りて、家族に連絡を取る。美智の母が車で迎えに来てくれて、彼女は目的のケーキ屋に寄ることなく帰っていった。




　翌日。ロッカーで制服に着替えながら、晴馬は重いため息を落とした。

　美月の幸せを最優先するなら、自分は離れるべきなんじゃないか。そう思う一方で、彼女の顔を見たら絶対に手放せないと感じる自分もいる。

　そんな状態で美月と過ごすのはつらくて、ついつい避けてしまう。晴馬の態度の変化に、美月が戸惑っているのも知りながら、どうすることもできないでいた。

　昨日の美智の様子も、晴馬の悩みをますます深める要因になっている。

「おつかれさん」

　うなだれていた晴馬に声をかけたのは迅だ。

「聞いたよ。先日殉職した隊員、お前の同期なんだってな」

「はい。勤務を調整してもらって葬儀にも参列してきました……」

「仲間の殉職より、心をえぐられるもんはないよな」

　しんみりとした空気が流れ、ふたりともしばらく言葉を発することができなかった。

「そういや昨日な、偶然美月ちゃんに会ったぞ」

「え？」

　妻とふたりで出かけているときに、美月を見かけて声をかけたそうだ。

「うちの奥さんがまた会いたいって言ってたからさ、今度は四人で会おう」

　晴馬は曖昧な笑みを返すだけで「はい」とは言えなかった。美月と自分に未来があるのか、わからなかったから。

「美月ちゃん、元気がなさそうに見えたぞ。なにかあったのか？」

「迅さん、ひとつ聞いてもいいですか？」

　彼の質問には答えず、晴馬は逆に自分が問いかけた。

「ん？　なんだよ、真面目な顔で」

「迅さんは結婚を決意したとき、怖くはなかったですか？」

　既婚者の隊員がどんな覚悟を持っているのか、知りたいと思った。

「俺たちの仕事は大怪我を負う可能性もあるし、最悪の場合……だってありえなくはない。レスキュー隊員と夫を両立する覚悟を、どうつけたのかなと」

　彼はふっと苦笑する。

「なるほど。美月ちゃんを悲しませるのが不安なわけか」

　晴馬は素直にうなずく。

「まぁ、お前の気持ちも理解できる。うちの優紀は逞しいから安心だが、それでも……つらい思いをさせる可能性はあるからな」

「自分はいつどうなるかわからない、それでもついてきてほしい。それは許される言葉なんでしょうか？」

　晴馬は真面目に聞いているのに、迅はぶっと噴き出した。渋い顔で彼は口を開く。

「お前、賢いのかと思ってたが……とんでもない大馬鹿だな。そんなプロポーズについてきてくれる女、いるはずないだろ」

　迅はニヤリと不敵に笑む。

「嘘でもはったりでもいいから『必ず幸せにするから、俺についてこい』って言うんだよ！」

　嘘でもはったりでも、それを言える迅がまぶしかった。けれど……晴馬はゆるゆると首を横に振る。

「美月に嘘は……」

　帰ると約束して、帰れなかったら？

　二十年前と同じ苦しみを彼女に与えることだけは、絶対にしたくない。

「ひとつ、忠告しておく」

　迅がこれまで見たことのない、怒りの形相をこちらに向ける。

「いつか……泣かせる日が来るかもしれない。だからこそ、〝今〟好きな女を泣かせるようなマネをするな」

　その言葉は晴馬の心の真ん中にズドンと刺さった。今、晴馬が考えている愛し方は間違っていると、迅は全力で教えてくれようとしたのだろう。

　彼の言うとおりだ。

（いつかも今も、美月を泣かせたくない。俺が笑顔にしてやりたい）

　迅のこぶしが、力強く晴馬の胸を叩く。

「どうすりゃいいか、考えてみろ」

　美月の笑顔が鮮やかに蘇る。晴馬にとってなにより大切なもの、守るべきものだ。

　晴馬は自身の両手を見つめ、グッと握った。

　本当はわかっている、答えはひとつだけ。

　仕事も美月も譲れない。それならば――。

　惑うように揺れていた晴馬の瞳に、強い光が戻った。前だけを見て、晴馬は言う。

「ＡＨＲの助けを必要とする人々も、そして美月も、必ず守る。嘘でもはったりでもなく、この誓いを真実にする」

　迅がニヤッと口角をあげた。

「わかってるじゃんか。守るもんが増えたなら、そのぶんだけ強くなりゃいい」

「――はい」

　彼に相談してよかった。迅の単純明快ぶりが、晴馬の行く先にかかっていた霧を払い、進むべき道がやっと見えた。

（大丈夫だ。俺は美月のためなら強くなれる）

　先日のビル火災でピンチだったとき、彼女の笑顔を思い出したら力が湧いてきた。あれを何度でも、どんな危機におちいっても、やればいい。それだけのことだ。

　迅がバンと晴馬の肩を叩く。

「そうと決まれば、筋トレだ、筋トレ！」

　隙あらば筋トレに誘ってくる彼に晴馬は顔をしかめる。無計画なトレーニングで増量しすぎるのも、レスキュー隊員としてはあまりよろしくない。

「いや、迅さんはちょっと筋トレを過信しすぎですよ」

「過信じゃないぞ。筋肉はどんなときも俺の味方だ！」

　レスキュー隊員と夫の両立には、このメンタルが大事なのかもしれない。

（悔しいけど……本当にかっこいいな、この人は）

　ウキウキでトレーニング室に向かおうとする彼の背中に、晴馬は目を細めた。

〝必ず守るから、幸せにするから、俺についてきてほしい〟

　美月に伝えるべき言葉がやっと決まった。帰ったらすぐに、伝えよう。

　そう決意した瞬間だった。出動要請のベルが鳴り響き、晴馬のいたロッカールームに同僚が飛び込んでくる。

「伊沢、北原！　出動だ、すぐに準備してくれ」

　彼の切羽詰まった様子から、非常事態が起きたのだと察せられた。だが出動準備をしながら聞いた事の次第は想像以上で、晴馬は目を白黒させる。

「高層ビルの上層階で爆発事故!?」

　もちろん詳細はまだ判明していないが、爆弾のようなものが原因と思われる火災が発生したらしい。

「現場は？」

　怒鳴るように問いかけたのは迅だ。

「――六本木のパールトンホテルだ！」










七章　オレンジ色のヒーロー




　コンシェルジュデスクの内側からお客さまの様子を見守る美月の表情は、暗く沈みがちだ。

　平日なので比較的空いていて、いつもより業務量に余裕があった。そのせいか、ついつい仕事に関係のないことまで頭をよぎってしまう。

　あのかわいい女性を見つめていた晴馬の顔が忘れられない。彼女が晴馬の昔の恋人なのだろうか。

（今も好き……なのかな？）

　対する自分はキスを『忘れてほしい』と言われ、そこからずっと避けられている。この状態で期待を持てるほど、ポジティブにはなれなかった。

（晴馬の言うとおり、忘れてしまったほうがいいのかも。こんな気持ち、抱くべきじゃなかった。ルール違反をしたのは私のほうだ）

　自分たちは偽りの夫婦。晴馬は最初から、ビジネスとして割り切った関係をと忠告してくれていたのに。

　ため息とともにうつむきかけたが、こちらに向かってくるお客さまの存在を認識して、美月は無理やり口角をあげる。

「いらっしゃいませ。――え？」

　思わず素に戻ってしまった。一目で富裕層だとわかる、品のいい老紳士が連れ立ってやってくる。ひとりは知らない顔だが、もうひとりは美月もよく知る人物……善次郎だった。

「おじいさま！　関西から戻っていらしたんですか？」

「あぁ。今度は古くからの友人と東京観光をしようと思ってね。彼がこちらに宿泊していたから、迎えに来たんじゃ」

「なるほど」

　美月はうなずく。

「彼も私と同じく今は海外暮らし、日本は久しぶりなんだ。オススメの観光プランを組んでくれないか？」

「――はい、かしこまりました」

　ふたりの希望を聞きながら、プランを考えて提案する。再開発で以前とは様変わりした場所、逆にふたりが日本にいた頃とまったく変わっていないと思われる町、芝居好きの善次郎の友人には歌舞伎の劇場などもすすめてみた。

「ここはぜひ、行ってみたいな」

「美月ちゃん。今、教えてくれた場所を紙に印刷してもらうことはできるかの？　年寄りふたりじゃから、スマホの小さい画面はどうにも見づらくてな」

　善次郎からの依頼に「もちろんでございます」と答える。旅のしおりのような形にして渡せるよう、準備をする。善次郎の友人は、その間にフロントから荷物を送ってもらうと席を立った。

「わしの日本滞在もあとひと月か。あっという間じゃな」

「……寂しくなります」

　その言葉は雇われ妻の演技ではなく、心から出たものだ。善次郎と会えなくなることも、晴馬との暮らしが終わってしまうことも……すごく寂しい。

「美月ちゃん」

　なんだかあらたまった声で、善次郎は美月に呼びかけた。

「かわいい孫を、晴馬を……どうかよろしく」

　目を細めてほほ笑む彼の姿に、美月は言葉を詰まらせる。こんなにも優しい人を最後まで騙し続けていいのだろうか。

（私は、晴馬の思い人じゃないのに……）

　すべてを打ち明けるべきか、美月は悩んだ。「晴馬の人生は彼自身に任せてあげてほしい」と頼めば、善次郎はわかってくれるんじゃないだろうか。

　逡しゅん巡じゅんする美月を見て、善次郎はクスリと笑った。

「なにも言わなくてよい。わしはぜーんぶ、わかっておるからの」

「え？」

「婚約者なんて、真っ赤な嘘なんだろう？」

　彼は不敵な笑みで胸を張る。

「わしを誰だと思っているんじゃ。若いふたりの嘘くらい、最初から気づいておったわ」

「えぇ!?」

　驚きょう愕がくする美月を前に、善次郎は「ふはは」と明るい声をあげる。

「だいたい、晴馬は昔から嘘が下手じゃ。嘘をつくときは決まって、右の眉がピクピクするからすぐにわかる」

（さ、最初から？）

　美月はドッと脱力してしまった。そして、自分たちの浅はかさを思い知る。

（そうよね。この人は財界の重鎮、北原善次郎なんだもの）

　数々の修羅場をくぐってきたであろう海千山千の大物を騙そうなんて、無謀すぎたのだ。

「でも、それならどうして……私たちの馬鹿げた嘘に付き合ってくれたんですか？」

　初対面のときに怒って帰ればよかったものを――。

「そりゃあ、美月ちゃんがいい女じゃったからだ。ぜひぜひ、わしの孫娘になってほしくてね」

　カラカラと彼は笑った。善次郎の優しさが胸に染みて、つい弱音がこぼれてしまう。

「そうなれたら嬉しかったんですけど……私じゃダメみたいで」

「それは、晴馬が言ったのか？」

　善次郎の視線はハッとするほどに鋭い。美月の弱さなど、すべて見透かしているようだ。美月はふるふると首を横に振る。

（ダメだと言われたわけじゃない。私、そもそも晴馬に……自分の思いを伝えてすらいないもの）

　今度は穏やかな声で、美月を諭すように彼は言う。

「他人の気持ちを推測するのは案外と難しいぞ。美月ちゃんの倍以上生きているわしですら、よく間違う」

「……はい」

　彼の言うとおりだ。結局、自分は「美月じゃなく、あの女ひ性とが好きなんだ」と言われるのが怖くて逃げているだけ。晴馬にぶつかる勇気を持てずにいる。

「ビジネスでも恋愛でも、向き合う時間を惜しんではいけないよ」

　素敵なアドバイスを残して、彼は席を立つ。フロントから友人が戻ってきたからだ。美月は先ほど計画した観光プランの資料を渡す。

「ありがとう。――そうじゃ！　ひとつ、おもしろい話を教えてあげよう」

　茶目っ気たっぷりに片目をつむって、善次郎は続ける。

「晴馬が消防士を目指したきっかけを知ってるか？」

「いいえ。そういえば、聞いたことないです」

「火事でつらい思いをした女の子のことを、ずっと忘れられなかったから。そう言ってたな」

（火事でつらい思い……もしかして、それって……）

「誰のことかは、言わなくてもわかるじゃろ？」

　陽気に手を振って、善次郎は友人と一緒にホテルを出ていった。

（私の存在で、晴馬が消防士を目指した？）

　自分が彼の人生に影響を与えた。もし本当なら、少し自惚れてしまいそうだ。

（おじいさまのアドバイスどおり、晴馬と向き合ってみよう。二十年前と同じ失敗はしたくない。振られたっていいから、まずはちゃんと気持ちを伝えるんだ）

　久しぶりに芽生えた前向きな気持ちが、美月の背中を押す。

（晴馬に会いたい、話がしたい）




　パールトンホテルに異変が起きたのは、昼の二時過ぎのことだった。お客さまの前ではいつもどおりを装っているけれど、フロントで働く同僚たちの様子が少し変なことに美月も違和感を抱いた。すぐに美月のもとにも、コンシェルジュチームのチーフがやってくる。直属の上司に当たる彼は三十代の男性社員だ。

「なにかあったんですか？」

　美月が小声で尋ねると、彼も声をひそめて説明してくれる。

「実はホテルに妙なメールが届いたんだ」

「メールですか？」

「あぁ。いわゆる爆破予告みたいな内容で……」

　想定外の話に美月は目を丸くした。

「えぇ!?」

「いや、まぁ。いたずらだとは思うよ。日時とか具体的なことはなにも書かれていないようだし。ほら、最近そういうの多いだろう」

　言われてみれば数か月前にも、どこかの大学にそんな予告があったとニュースになっていた気がする。

「物騒ですねぇ」

　美月が眉をひそめると、彼もうなずいた。

「一応、支配人は警察に連絡を入れると決めたようだ。お客さま対応については、警察の指示を仰ぐことになる」

「承知いたしました」

　美月は気を引き締めて返事をする。本当に爆発が起こると思ったわけではないが、もし警察がお客さまを退避させると決めたらホテルとしては一大事だ。今はチェックアウトとチェックインの隙間時間なので館内に滞在する人数はそう多くない。だが、このあとすぐに今夜の宿泊客がやってくるし、夜はいくつか宴会の予定もあったはず。

（何事もないといいけど……）

　そう思った瞬間だった。ドンという衝撃が美月の身体を貫く。足元から突きあげられるような感覚に、十年以上前にあった大地震を思い出す。

（え、地震!?）

　いつか来ると言われていた首都直下型地震がとうとう起きてしまったのだろうか。

　だが、それが間違いだと美月はすぐに知ることになった。




　日時の指定すらない曖昧な爆破予告を送ってきた犯人は、本気だったのだ。

　三十七階建てのパールトンホテル、もっとも高級なスイートルームのある三十六階に仕掛けられた爆弾が爆発した。

　パールトンホテルの名に懸けて、お客さまの命を守らなくてはならない。美月たち従業員は避難誘導のために走り出す。

（なにが……起きているんだろう）

　恐怖にゆがむお客さまの顔、助けを求めて伸ばされる手、悲鳴、怒声。阿鼻叫喚を絵に描いたような光景が目の前に広がっていた。

　たくさんの幸せと、笑顔を生み出すはずのホテルでこんな惨劇が起こるなんて――。

　これが現実だと認識するのを脳が拒む。まるで映画のなかに入り込んでしまったみたいで、リアリティーがない。自分の足はちゃんと動いているのか。この声はお客さまに届いているのだろうか？

（ダメ、しっかりしなきゃ）

　美月は自分の頬をパンと思いきり叩く。

（私はパールトンのコンシェルジュよ。お客さまを守る責任があるわ。それに、きっと助けが来る。消防士もレスキュー隊員も来てくれるから――）

　今、美月がいるのは三十二階。連泊で室内に滞在しているお客さまが多かったので、避難誘導に当たっている。爆発物が仕掛けられていた三十六階には、もうかなり火の手が回っているらしいと聞こえてきていた。

（三十六階はスイートルームフロア。連泊のお客さまはいらっしゃらないし、今夜予約の方はまだお見えになっていなかった）

　時間的に、ベッドメイクはもう終わっていたはず。あのフロアには従業員も含め、誰もいなかった。そう信じたい。白状すると、ネガティブなことを想像するのが怖いのだ。考え出したら、恐怖で一歩も動けなくなりそうで……。

「避難経路は確保してあります、どうか落ち着いて。ハンカチで口元を覆ってください」

　お客さまにそう訴えながらも、不安はじりじりと忍び寄ってくる。

（……暑いな。呼吸が苦しくなってきた気がする）

　今はまだ炎も黒煙も見えないが、熱気と嫌な匂いは確実に濃くなっている。いつこのフロアが火の海になるともかぎらない。

『火災が恐ろしいのは、急激に様相が変わるからなんだ。小さな火に見えていても、ある時点をこえるといきなり延焼しはじめる。フラッシュオーバーと呼ばれる現象で、こうなると危険性が一気に増す』

　晴馬から聞いた話をやけに鮮明に思い出す。

（その現象が起きる前に、お客さまを避難させないと）

　でも、希望も見えてきている。先ほどから、消防車のけたたましいサイレンがはっきりと耳に届いていた。救助が来てくれているのだ。

「よし、我々も避難するぞ」

　最後までフロアに残っていたのは、美月を含む従業員三名。腰を低くし、ハンカチで口を覆って素早く移動する。そのまま屋内の非常用階段を使って、下階におりていく。

　どうやら自分たちが最後の退避者のようだ。ほかの人間の声はかなり下のほうから聞こえてきている。

（よかった、非常用階段にはまだ火が回っていない。大丈夫、落ち着いて）

　美月は気を引き締めて、一歩一歩、階段をくだっていく。

（晴馬たち消防士が、命懸けで助けに来てくれているんだもの。足手まといになるわけにはいかない）

　ところが――。

　どこからともなくすぅと現れた黒煙があっという間に濃くなって、美月たちの行く手を阻む。

「ま、まずい。煙に巻かれるぞ」

　火事で多くの人の命を奪うのは炎ではなく煙。美月でもその程度の知識はある。だが、どこにどう逃げるべきなのか、もうわからない。

　真っ黒な煙が迫ってくる。

「あ、あぁ。ダメだ、終わりだ」

　美月の後ろにいた男性従業員のひと言が、この場に深い絶望を呼び寄せる。迫りくる死の恐怖に、三人とも言葉を失い立ち尽くした。

（嘘でしょう？　私、ここで死……嫌だよ、晴馬！）

　諦めかけた美月の脳裏に、晴馬の笑顔が浮かぶ。

（……まだ終われない。晴馬に会って、自分の気持ちを伝えないと）

　なんとか希望を見つけようとする美月の視界に、ある情報が飛び込んでくる。煙で見えづらいが、壁に書かれた三十階という表記。

「なかに、フロアに戻りましょう！」

　美月はふたりに向かって叫ぶ。

「なにを……戻ったら余計に危険じゃないか」

「三十階、非常用階段の横は展望テラスです！　外で助けを待つんです」

　展望テラスはお客さまの安全に配慮して高いガラスの壁に囲われているけれど、上空は開いている。晴馬たちのヘリなら真上まで来られるはずだ。

　可能なかぎり腰を低く、呼吸を浅くして、非常用階段からフロアに戻る。そのまますぐに展望テラス、外へと出た。急に肺に入ってきた新鮮な空気で三人は激しく咳込む。

　幸い、まだここに火の手は届いていない。けれど、時間の問題かもしれない。

　少し先に燃えさかる炎と立ちのぼる黒煙が見えている。だが、上空に浮かぶ真っ赤なヘリの姿も確認できた。

（やっぱりＡＨＲが来てくれてる！）

「――晴馬っ」

　美月が力のかぎり呼びかけると、それに応える彼の声がはっきりと耳に届いた。

「美月、美月っ！」

　赤いヘリから垂れるロープ、それを伝って美月のもとに着地したのは……美月が会いたくてたまらなかった人だ。

「ほ、本当に来てくれた……」

　太陽みたいにまぶしいオレンジ色、レスキュー隊の制服に身を包んだ彼がそこにいた。

　涙で視界がぼやけそうになるのをどうにかこらえる。感動するのは無事に脱出してからだ。晴馬に続いて、数名の隊員が着地して美月の同僚たちに手を差し伸べる。

「呼吸、止めるなよ。ゆっくり、浅くだ」

　美月に声をかけながら、晴馬は素早く美月の身体にロングベストのようなものを着せる。そのあとはガシャン、ガシャンと大きなフックを繋いでいく。

「安全ハーネスだ。これで美月をヘリまで吊りあげる」

　本当に一瞬のうちに、救助の準備が完了した。着用した大きなベストはゆりかごのようになり、美月は晴馬に横抱きにされる体勢になっていた。

「下は見るなよ」

「う、うん。指示されるまでもなく、怖くて絶対に見られない」

　高所恐怖症ではないが、さすがにこの高さは恐ろしすぎる。地上に目線を向けたら、そのまま失神してしまう気がした。

　晴馬がふっと、不敵な笑みを浮かべる。

「大丈夫、俺だけ見てろ。絶対に、なにがあっても守ってやるから」

　いつも、いつも、美月を守ってくれるヒーローは今も最高にかっこよくて……鮮やかに美月の心を奪った。

「――うん」

　うなずいた瞬間、グインと身体が上昇する。強い風に煽あおられて、ロープは時折振り子のように揺れた。けれど不思議と怖くはなかった。

　言われたとおりに、晴馬だけを見つめていたから。

　無事にヘリに乗り込んだ瞬間、晴馬は抱きつぶすような力強さで美月を抱きすくめた。

「今日ほど……レスキュー隊員になってよかったと思った日はない。やっと、今度こそ……美月を助けることができた」

　涙で詰まって途切れがちになりながらも、晴馬が思いを伝えてくれる。美月を抱く彼の手は小刻みに震えていて、彼の心配と安堵が痛いほどに伝わってきた。

「は、るま。ありがとう」

　美月はキュッと彼の背中を抱き締め返す。

「美月が好きだ。誰よりも、なによりも、大切なんだ」

　まっすぐにぶつけられたその思いに、美月の瞳からひと筋の涙がこぼれた。




　晴馬は美月を助けたあとも現場に戻って救助活動を続ける必要があったし、美月のほうも職場や警察への報告やらなにやらで、ふたりが帰宅を許されたのは深夜に近い時間だった。疲れきった身体をどうにか動かしてシャワーを済ませ、リビングのソファに並んで座った。

「――怒涛の一日だったな」

「うん。もう二度と経験したくない」

　重傷者は多く出たが、奇跡的に死者はいなかった。マスメディアはパールトン従業員の迅速なお客さま誘導と、晴馬たちＡＨＲの活躍を大々的に褒めたたえていた。

（しばらく営業できないし、パールトンとしては大打撃だけど……）

　犯人はまだ特定できていないが、ＩＰアドレスをごまかすなどの小細工はしていなかったようで、つかまるのは時間の問題だろうと聞いている。

　爆破予告のメールには、パールトンに宿泊できる富裕層への恨み節がつづられていたので、最近増えてきている社会に不満を抱く人間のテロ行為ではないかと警察は考えているようだ。

「爆弾自体は、少し知識のある人間なら作れるようなものだった。だから犯罪組織が関与している可能性は低いと見られているみたいだな」

「個人で作れる爆弾でも、あんな大惨事を招くんだね」

　スプリンクラーや防火扉、パールトンの消防設備は最新式のものを備えていたのに。それでもあんな状況になるなんて、思い出すだけで身震いしてしまう。

「ガソリン系の爆弾は消火が困難だから。爆発のあったフロアに人がいなかったことは、不幸中の幸いだったな」

「晴馬の仕事は……今日みたいな場所に、日々向かうことなんだよね」

　頭では理解していたつもりだけど、その恐ろしさと過酷さを、より実感する思いだった。

　美月は顔をあげ、彼を見る。

「晴馬。私、二十年前のあの言葉を、あらためて心から反省した。本当にごめんなさい」

　あの日、消防士たちは命懸けで美月を救ってくれたのだ。それを捨てるような台詞は決して口にしてはいけなかった。

「あの日も、今日も、私の命を守ってくれて本当にありがとう」

　晴馬の目が優しい弧を描く。

「俺たちの隊、いやどこの隊も同じかな？　合言葉があってさ、『全員で帰ってくる』ってやつなんだけど」

「……全員で帰ってくる」

　美月も同じ言葉をつぶやいてみた。その重みをずしりと感じる。

「俺、この言葉はあくまでも目標、ひねくれた言い方をすると理想論だって……思ってた」

　晴馬は苦笑して、どうしてそう思うのかを話してくれる。

「ヘリから垂らすケーブル。あれは俺たち隊員の命綱なんだけど、状況次第では切断する可能性もあるんだ」

「え、どういうこと？」

　たとえば、険しい山岳地帯でケーブルをおろしたとき。木や岩にケーブルが絡んでヘリごと墜落する恐れが出たときには、全滅を避けるためにケーブルを切る決断をくだす。そのための特殊なカッターがヘリには常備されているそうだ。

「幸い、俺はまだ一度もそのケースを経験したことはないが」

「みんなを守るために誰かが犠牲に？」

　レスキュー隊員という仕事の厳しさが、美月の胸にも重く響く。

「そう。もちろん、そういう特殊な状況を想定した落下訓練もしてはいるけどな」

　そうはいっても、安全に着地できる保証がないのは部外者の自分にもわかる。

　晴馬は悲しげに目を伏せた。

「だけど現実問題として、亡くなる消防士はやっぱりいる。美月には黙っていたけど……つい先日、俺の同期が殉職したんだ」

「え……そんなことがあったの？」

　晴馬がずっとつらそうにしていたのは、きっとそれが原因だったのだろう。

「あぁ。美月にキスをしたあと、電話がかかってきただろう？　あれが殉職の知らせだった」

　晴馬はそのときの自分の思いを丁寧に伝えてくれる。

「一緒に暮らすうちに、俺にとって美月はかけがえのない存在になっていったよ。あのキスのとき、本当はプロポーズをしたかったんだ。けど……」

　そこで晴馬は苦しそうに眉根を寄せた。

「訃報を聞いて、どうしようもなく怖くなった。消防士の俺は、いつか美月を悲しませるかもしれない。二十年前と同じ思いをさせることになったら、俺はきっと自分を許せないから」

　彼の長い睫毛がかすかに震えている。晴馬は自分の死を恐れているのではない、美月のことだけを考えてくれているのだ。彼の愛の深さを知って、美月は涙ぐむ。

「自分が美月にふさわしいのかわからなくなった。キスを忘れて、なんて最低なことを言って本当に悪かった」

「ううん。私のほうこそ、晴馬の気持ちを知ろうともせず……。ごめんね」

　彼の態度の変化にそんな事情があったとは、想像もつかなかった。

（あれ、じゃあ……あのかわいい女性は？　元カノじゃなかったのかな？）

「あの、晴馬。ひとつだけ聞いてもいい？」

　美月は豊洲駅で見かけた彼女のことを尋ねる。

「ほら。前に会ったＡＨＲの同僚さんが晴馬には忘れられない元カノがいるって言っていたでしょう？　私、彼女がその人なのかと思って」

「それは完全なる誤解だ」

　晴馬はきっぱりと否定する。

　美月が見かけた女性は殉職した同期の妻で、以前に晴馬と同じ職場だったこともあるそう。

「葬儀のときに俺が忘れものをして……あの日、彼女がそれを届けに来てくれたんだ。理由をつけて外に出ようとしていたみたいで」

「そうだったんだ」

　家にこもっているほうが塞ぎ込んでしまう。そんなふうに考えた彼女の気持ちはわかる気がした。

「でも、やっぱり無理をしていたんだろうな」

　夫の急死で憔悴していた彼女が倒れかけて、それを晴馬が支えた。美月が見たのはそんな場面だったらしい。美月が〝恋する顔〟だと思い込んだ、晴馬の切なげな表情は、彼女にかける言葉が見つからない苦しさによるものだった。

「同僚とはいえ、女性と会うなら美月に伝えておくべきだったな。誤解させるような行動をとって悪かった。いや、そもそも……殉職のことも、自分が悩んでいることも、きちんと話すべきだったのに……全部、俺が悪かった。傷つけて、悩ませて、本当にごめん」

　晴馬は真摯に頭をさげる。

「ううん、私こそ」

　真実を知った今は、自身の考えの浅さが恥ずかしくなる。晴馬が美月のことを思って悩んでくれていたときに、馬鹿みたいな嫉妬をしていじけていた。もっと晴馬を思いやるべきだった。美月はそう、彼に謝罪する。

「いや、美月が謝ることなんか、なにひとつないから」

　優しく言って、晴馬はそっと美月の頭を撫でた。彼に触れてもらうと、心がじんわりと温かくなる。

「じゃあ、お礼を言わせて。私を思って、悩んでくれてありがとう」

　晴馬を苦しませてしまったのは、きっと美月の弱さのせいでもある。二十年前のトラウマをずっと克服できずにいたから、彼に必要以上の心配をかけてしまったのだろう。

（あの火事を忘れることはできないけれど……のりこえることはできるよね）

　その一歩はもう踏み出せている気がするのだ。

「私ね、今日は炎を見てもパニックになったりしなかったよ。パールトンの従業員としての責任感ももちろんあったけど、一番の理由は晴馬たちの仕事ぶりを詳しく知ったからだと思う。ＡＨＲがきっと来てくれると信じられたから」

　もう恐怖におびえるだけの自分は卒業する。晴馬にそう伝えた。

「俺も、やっと自分の間違いに気がついた。『全員で帰ってくる』は理想論……そんな考えは甘えだった」

　晴馬の瞳に、力強い光が宿る。

「合言葉は目標でも理想論でもなく〝約束〟なんだ。仲間との、大切な人との……。殉職した同期もきっと最期の瞬間まで約束を果たすつもりだったはずで、だから俺もそうしないといけない」

「うん。これからも絶対、全員で帰ってきてね」

「美月」

　彼は意を決したように、ひとつ大きく深呼吸をした。

　彼の両手が美月の肩をつかむ。それから、まっすぐな眼差しに貫かれた。

「俺は美月が待っていてくれるなら、どんな現場からでも帰ってくる。だから――」

　彼の大きな手が優しく頬を包み、コツンと額がぶつけられた。

「結婚しよう。必ず守るから、幸せにするから、俺についてきてほしい」

　温かで甘い、晴馬の愛が伝わってくる。大きな幸せに胸が震えた。

「――はい。晴馬が安心して帰ってこられる場所をつくるから、ずっと一緒にいてください」

　心から嬉しそうに、晴馬の顔がとろける。自分の言葉が、彼のこの笑顔をつくったのだと思うと、どうしようもなく胸がときめいた。

「晴馬。好き、大好きだよ」

　あふれる思いは、もう止まらない。

「俺も。美月が大好きだ」

　頬にあった彼の手が美月の長い髪を払い、くすぐるように首筋をすべっていく。その手つきがやけに艶っぽくて、美月の肩がピクンと跳ねた。

　上目遣いに彼を見つめる。全身の血液が顔に集まってきているのでは？というくらいに頬が熱い。照れたように、困ったように晴馬が目を伏せる。長い睫毛が落とす影すら、色っぽく見えて美月をドキドキさせる。

「そんなかわいい顔されると、もう我慢できないんだけど」

　彼の顔が近づいてくる。耳元にかかった吐息がくすぐったくて、美月は「んっ」とくぐもった声を漏らす。

「声も、かわいすぎ」

　そうささやいたかと思うと、晴馬はグッと美月の後頭部を引き寄せて唇を重ねた。少し強引な熱いキスに美月の心臓は早鐘を打ちはじめる。

「ま、待って。晴馬、ドキドキしすぎて心臓が壊れそう」

　これ以上、キスをしたらそのまま止まってしまう恐れすらある気がした。心の準備が必要だと正直に訴えたら、彼はクスリと楽しそうに頬を緩める。

「大丈夫。絶対に俺のほうがドキドキしてるから。ほら」

　言って、晴馬は美月の手を自身の心臓に持っていく。晴馬の鼓動よりも、逞しい胸板を意識してしまって……美月の顔はより一層赤く染まる。

　晴馬はそんな美月の顔をのぞいて甘くほほ笑んだ。

「美月とキスするの、俺はものすごく幸せなんだけどな」

　こんな、とろけるような笑顔でそんなこと言われたら……もうあらがえない。晴馬の顔が近づくのに合わせて、美月はそっと目を閉じる。優しく触れたあと、かすかに開いた唇の隙間からぬるりとしたものが侵入してきた。舌先がぶつかって、からめとられる。優しいのに、情熱的で……頭がふわふわしてしまう。

（キスがこんなに心地よいものだなんて、知らなかった）

「ふっ、んん」

　無意識のうちに声が漏れる。それに煽られるように、晴馬のキスはどんどん深くなっていく。互いの唇が艶めいた音を立て、ふたりを酔わせた。

「美月、好きだ。好きだよ」

　キスの合間に彼がささやく。胸が切ないほどに締めつけられて、美月も彼を求めて手を伸ばす。正面から晴馬を見つめて、彼の首に腕を回した。

「私も。晴馬が好きっ」

　至近距離でぶつかる視線はどこまでも甘く、交わす情熱は滾たぎるように燃えあがった。

　熱い息を吐いて、晴馬が言う。

「このまま、抱いていいか？　もう言葉だけじゃ伝えきれないから。俺がどれだけ美月を愛しているか、知ってほしい」

　美月は小さくうなずいた。

「うん、知りたい。教えて、晴馬」

　心も身体も、晴馬で満たしてほしい。素直にそう思えた。

　晴馬は美月を軽々とお姫さま抱っこして、自分の部屋へと場所を移す。

「お、重くない？」

「全然。むしろ華奢すぎて心配。俺なんかが抱いたら、壊れちゃいそうで」

「――壊れたりしないよ。だから……」

〝めいっぱい愛してほしい〟

　その言葉は恥ずかしくて口にできなかったけれど、きっと伝わったのだろう。晴馬は幸福そうに口元をほころばせた。

　優しくおろされたベッドはかすかに彼の匂いがして、美月の鼓動をまた速める。

　淡いオレンジ色の照明を背負った晴馬がゆっくりと覆いかぶさってくる。

「愛してる、美月」

　額に頬に首筋に、キスが優しい雨のように降り注いだ。彼の指先が美月のパジャマのボタンをひとつずつ外していく。

「あ、あの。ごめんね、そんなに色っぽい下着じゃなくて。晴馬、がっかりするかもしれないんだけど……」

　極度の緊張に耐えかねて、どうでもいいことをペラペラと喋ってしまう。自分がそんなタイプだというのも、今夜初めて知った。

　晴馬はクスリと笑って、美月の鎖骨に唇を寄せる。素肌をきつく吸いあげられて、「あぁっ」という鼻にかかった喘あえぎがこぼれる。

「そんな、ささいなことは心配しなくて大丈夫。この腕のなかにいるのが美月ってだけで、俺は十分に興奮してるから」

　パジャマの前を開かれて、ブルーグレーのシンプルな下着に包まれた丸い膨らみがあらわになる。晴馬の視線が刺さるのを感じて、美月はふいと顔を横に向けた。

「は、恥ずかしいから。あんまり見ないで」

「それは無理な注文だな。――すごく綺麗だから、見たい」

（身体に関しては多分、いや絶対に……晴馬のほうが綺麗だと思う）

　さすがに言葉にはしなかったけれど、美月の予感はすぐに確信に変わった。ばさりとＴシャツを脱ぎ捨てた晴馬の上半身は彫刻のように美しくて……あまりの色気に頭がクラクラする。そして、その逞しい身体が美月をきつく抱きすくめる。

（晴馬、温かいな）

　素肌を重ねる感触は信じられないほどに心地よくて、美月から理性と羞恥心を奪っていく。大きな手が脇腹を撫であげ、背中に回る。下着のホックが外れ、するりと肩から脱がされた。晴馬の唇が鎖骨から胸元へと落ちていく。焦らすように、舌先が頂の周囲を舐めあげる。

「んっ、ふぅ」

　切なくて、もどかしくて、胸の中心がじんわりと熱くなった。

「は、晴馬っ」

　耐えきれずに彼を呼ぶ。美月の胸の上にあった彼の顔がこちらを向く。Ｓっ気のある瞳がふっと細められる。

「――美月の顔、ものすごくとろけてる」

「えっ、だ、だって」

　彼の手が伸びてきて、頬をさらりと撫でられた。優しい手つきなのに、背筋がゾクリと震える。

「やらしくて……かわいい」

「は、るま。――んんっ」

　胸の先端を彼がそっと口に含む。唇全体で吸いあげて、舌先で転がして……。彼の口内で、美月のそこはピンッと硬さを増す。

　片方は唇で、もう一方は指先でコロコロともてあそばれる。

「や、あ、あぁっ」

　痺れるような甘い刺激に、美月の嬌声は大きくなるばかり。

（どうしよう。晴馬に触れられると、信じられないほどに気持ちがよくて……）

「ダメ。頭が真っ白になりそう」

　息も絶え絶えに訴えるけれど、晴馬は嬉しそうにほほ笑むだけだ。

「それでいいよ。俺だけ見て、俺だけ感じて」

　彼の瞳に、これまで知らなかった独占欲がにじんでいた。彼は強く強く、美月の身体をかき抱く。

「今夜は、俺だけのものになって」

　晴馬の顔が近づいてきて、もう一度唇を合わせた。舌が激しく絡み合う熱すぎるキス。息もできないほどの情熱に溺れそうになる。

「晴馬」

　彼のまっすぐな髪に指を差し入れて、すごく近い場所にある瞳を見つめた。そして、正直な思いを伝える。

「今夜だけじゃなくて……ずっと晴馬だけのものにして」

　晴馬の瞳が少し驚いたように見開かれる。それから、顔をくしゃりとして笑った。

「そんな反則級のかわいい台詞……俺のほうが先に理性が飛びそう」

　彼の身体がより一層熱くなる。

　全身に注がれるキスと、意地悪に美月を昂らせる指先。晴馬の大きな手が脇腹から内ももへとすべり落ちた。すでにしっとりと潤っている秘部を指先がかすめていく。

「や、あんっ」

　軽くこすられただけで、思わず声が漏れるほどにそこは敏感になっていた。とろりと蜜があふれて、晴馬の指先を濡らす。

　美月は晴馬の視線から逃れるように顔を背けた。

「は、恥ずかしいから……なにも言わないで」

「恥ずかしがることないのに。俺の手で乱れてくれるなんて、最高に嬉しい」

　言いながら、彼はグッと深く隘あい路ろに指を差し入れた。クチュンと卑猥な音が響いて、はしたない液体がまたあふれる。けれどもう、羞恥を覚える余裕すらなかった。

「あ、はっ、はぁ」

　晴馬に与えられる快楽、押し寄せる波のようなそれに耐えるのが精いっぱい。

「晴馬、ダメ。気持ちよくて……やっ」

　おなかの奥で膨張する熱が今にも爆はぜてしまいそうで、美月はイヤイヤと首を左右に振った。けれど、彼の責めは止まらない。視界にチラチラとした光が見える。

「んっ。――ああっ」

　限界まで張りつめたものが一気に弛緩する。初めて味わう感覚なので断言はできないけれど……きっとこれが達するということなのだろう。

　浅い呼吸を繰り返す、美月の上気した頬に晴馬はチュッとキスを落とす。

「かわいいな。好きだよ、美月」

　美月は目を細めて、彼を見返す。

「私も」

　言葉にしなくても、同じことを思っているとわかった。

（晴馬と、ひとつになりたい）

　シーツを握っていた美月の手を取り、晴馬は指を絡ませた。彼と手を繋ぐと、それだけで幸福に満たされる。

「先に伝えておくけど……一度で終われる気がしない。きつくなったら、そのときは言って」

　艶っぽい声が脳に直接響く。

　美月は指先にギュッと力を込める。晴馬への気持ちが伝わるように願いながら。

「ううん、大丈夫だから。晴馬の好きにして――あっ」

　熱く滾るものが美月を貫く。頭のてっぺんまでをひと息に走り抜ける快感に、美月は白い喉を反らした。そこを晴馬の舌が這はう。彼の手のなかで柔らかな胸が揺れる。

　甘く優しく、けれど情熱的な律動に美月はまた高みへとのぼっていく。

「つき、美月」

　浅く速くなっていく晴馬の呼吸。彼が自分を求めてくれている事実が嬉しくて、美月もどんどん積極的になった。

「晴馬、キスして」

　返事の代わりに唇が落ちてくる。濃密な時間はまるで永遠のように感じられた。

（信じられないほどに、幸せだ）




　宣言どおりにたっぷりと愛したあとも、彼は美月を抱き締めたまま離そうとしない。

「二十年ごしにやっとつかまえたんだ。離したくない」

「え……二十年ごしって？」

　晴馬はクスリと笑う。

「美月が聞いた、俺の『忘れられない元カノ』の話……半分は正しいんだ」

「どういうこと？」

　クスクスと笑いながら彼が打ち明けてくれる。

「いつだったか、先輩に合コンに誘われてさ。気乗りしないから断ったんだけど……女嫌いなのか？って問いつめられて」

　忘れられない女性がいるから女嫌いではないと、晴馬は答えたらしい。

「その話がいつの間にか、別れた恋人を忘れられないという噂になったみたいで。迅さんたちに会ったあの日、ちゃんと訂正しておけばよかったな。誤解させて悪かった」

　東京ヘリポートからの帰り道、美月が昔の恋人について尋ねたときのこと。

　あの場で訂正してしまうと告白になってしまうから。告白はもう少しシチュエーションを考えたかったのだと、晴馬は明かしてくれた。

「正しい情報に直すと、どうなるの？」

　美月の問いかけに彼は甘くほほ笑む。

「初恋の幼なじみが忘れられない。真面目な努力家で、でも意地っ張りな甘え下手。かわいくて、大好きで仕方がなかった」

「それって……」

「もちろん、美月のことだよ」

（……晴馬の初恋が私？）

「嘘！　本当に!?」

　驚きのあまり大きな声が出る。

「美月がカナダに発ってしまう前に、本当は伝えたいことがあったんだって言っただろ。ずっと好きだった、そう告白したかったんだよ」

　予想外の真実に美月は目を瞬く。

「なんだぁ。私たち、両思いだったんだね」

　美月のつぶやきに、今度は晴馬が驚愕する。

「どういうこと？　そんなの初耳だけど」

　上目遣いに彼を見て、そっと告白する。

「私もね、『大嫌い』を謝るだけじゃなくて『本当は大好き』って伝えたかったんだ」

「……それ、二十年前に聞きたかったな」

　脱力して晴馬がぼやく。美月も唇をとがらせて応戦する。

「そこに関してはお互いさまでしょ。晴馬が私を好きだったなんて、全然そんな態度には見えなかったよ」

　ただの喧嘩友達で、自分の片思いとばかり思っていた。互いに素直になれないだけだったとは……。

　晴馬はギュッと強く美月を抱いて、とろけるような甘い声を出す。

「これからは素直になるよ。毎晩、愛してるってささやいて美月を抱くから。覚悟しといて」

　この瞳に見つめられたら、美月も素直になるしかない。

「うん」

「美月は俺の初恋で、最後の恋の相手だから」

　晴馬らしいまっすぐな思い。美月の瞳に涙があふれる。

　晴馬の胸元にあった美月の左手を取って、彼はそっと薬指に唇を寄せる。

「指輪……買わないとな」

「うん。雇われ妻はもう卒業だね」

「本物の奥さんは、なにがあっても卒業させないから」

　薬指へのキスが今度は唇へ。彼の腕のなか、美月はこれ以上ない幸福に満たされた。










エピローグ




　事件からひと月、秋も深まる十月下旬。

　今夜は善次郎の誕生日を祝うパーティーに招かれている。会場は横浜のとあるホテル。本当はパールトンで開催予定だったのだが、あんなことになりまだ営業再開の目処が立っていないため、やむなく会場を変更したそうだ。

　美月と晴馬は寝室と続き部屋になっているクローゼットルームで、パーティーのための洋服を選びながらお喋りをしていた。

「おじいさま、パーティーが終わったら明日にはドバイに帰ってしまうのよね？　寂しくなるなぁ」

「俺たちの結婚式には帰ってくると言ってたよ」

　パールトンの営業が再開したら、そこで式をあげようと約束している。神前式にするか教会式にするか、披露宴会場の装花はどうしようか。あれこれ想像するだけで楽しかった。

「じいさんに証人になってもらった婚姻届、せっかくだからそのまま提出しようか？」

「ふふ、無駄にならなかったね。それにしても、おじいさまがあの爆発に巻き込まれなくて本当によかった」

　美月はしみじみとつぶやく。

「数時間の差で難を逃れるとはね。あいかわらず強運な人だな」

　善次郎も彼の友人も爆発が起きた時刻には美月の紹介した歌舞伎の劇場にいて、事件を知りひどく驚いたそうだ。

「あっ」

　ふと思い出して、美月は小さく声をあげる。

「どうした？」

「そういえば、晴馬に謝らないといけないことが……」

　爆発のあったあの日、善次郎と交わした会話をまだ晴馬には伝えていなかったことを思い出したのだ。

　良心の呵責に耐えかねて、自分たちの関係が偽りであることを打ち明けようかと迷っていたら、逆に善次郎のほうから『知っている』と切り出されてしまった。晴馬にそう説明する。

　晴馬は意外にも驚かなかった。

「やっぱり、そうだったか」

　かなわないなと言いたげな顔で晴馬は笑う。

「なんとなく、そんな気はしてた」

「うん。今思えば……ね」

　これまでの善次郎の言動を思い返してみる。核心を突くような発言にドキリとさせられることが、たしかにあった。

「婚約が嘘なことも、俺が美月を好きなことも……全部お見通しだったわけか。結局、俺が手玉に取れるような人じゃなかったな」

　善次郎はかなり手強そうだし、晴馬がやり合えるようになる日は遠い気がした。

　美月はペールブルーのロングドレスに、シルバーの靴とバッグ。クルーズデートのときに晴馬がプレゼントしてくれたものだ。髪はシンプルな夜会巻きにして、メイクは華やかなローズカラーのリップを主役に仕上げた。

　晴馬は艶感のあるブラックスーツにシルバーストライプのネクタイ。しっかりと筋肉のついた身体に、シックなスーツは本当によく似合う。

　凛り々りしい横顔に、胸が高鳴る。

（か、かっこよすぎる！）

「そろそろ行こうか？」

「うん」

　こんなにも素敵な人にエスコートされて参加するパーティー、楽しい予感に美月は頬を緩ませた。




　善次郎のあいさつのあと、「乾杯！」の声とともにパーティーが幕を開けた。立食形式なので、ドリンクは奥のバーカウンターでおのおの注文するスタイル。中央の長机には大きなアレンジメントフラワーと、和洋中を取り揃えた料理が並んでいる。

　美月はロゼシャンパン。晴馬も同じものを飲んでいた。

「どう、口に合いそうか？　もし苦手だったら、ほかのドリンクをもらってくるよ」

「大丈夫。すごくおいしい！」

　晴馬と一緒なら、なにを食べてもなにを飲んでもおいしく感じる。

「それはよかった。にしても……意外と派手だな」

　ぐるりと視線を巡らせて、晴馬がつぶやく。

　カジュアルなパーティーと聞いていたのだが、かなりの広さのバンケットルームは大勢の招待客で賑わっている。北原一族はもちろんのこと、政財界の大物も集まっていた。善次郎の交友関係は多岐にわたるらしく、音楽家や画家、どこでどう知り合ったのか謎な人物も多い。

「ねぇ、晴馬。本当に私もいていいのかな？　場違い感がすごいような」

　豪華なこの場は自分には不釣り合いな気がして、落ち着かない。不安そうにする美月の肩をグッと抱き寄せ、晴馬が身体を密着させる。

「いいに決まってるだろう。美月は俺の妻、北原善次郎の孫娘になるんだから」

「そ、そっか。ありがとう」

「むしろ、美月が一番目立っているじゃないか。絶対に俺から離れるなよ」

　まるで牽制するような視線を晴馬は周囲に送る。

（う～ん、誰も私のことなんか見てないと思うけどな）

　だけど彼が独占欲をあらわにするのは、愛されていると実感できて嬉しい。

「こらっ」

　甘くたわむれていたふたりの背中に厳しい声がかけられる。振り返れば、今日の主役がそこにいた。

「まったく、晴馬は。美月ちゃんに見惚れてばかりいないで、わしにもあいさつをせんかっ」

「美月に見惚れていいのは俺だけだし、なにか問題があるか？」

　堂々とのろける晴馬に美月のほうが照れてしまう。

「おじいさま。お誕生日おめでとうございます」

　美月はにこやかに笑み、善次郎を祝福した。

「ありがとう、美月ちゃん」

　それから、彼は自分たちの顔を順に見ていたずらっぽく瞳を輝かせた。

「ようやく、まとまったようじゃな」

　ホクホク顔で言い当てられ、晴馬はちょっと悔しそうな顔になる。

「彼女から全部聞いたよ。俺が美月に口裏を合わせてもらってたこと、最初から見抜いてたんだって？」

　善次郎は腰に手を当て「ふははは」と豪快に笑う。

「年の功ってやつじゃ。あの程度の演技には騙されんぞ。そもそもお前はちょっとわかりやすすぎる。美月ちゃんを好きなのもバレバレだった」

　善次郎は晴馬の恋心を把握したうえで、彼なりに協力していたつもりだったらしい。

「悔しいけど礼を言うよ。じいさんのおかげで、最良の伴侶を得ることができた。ありがとう」

「今どきは結婚、結婚とうるさいジジババが嫌われることはわかってるんじゃが……わしは妻と、妙子と結婚して本当に幸せだったから」

　晴れやかに彼はほほ笑む。

「自分がよいと思ったものは、人にすすめたくなるだろう？　ただそれだけのことだったんじゃ」

　その意見はとても善次郎らしいし、自分たちも同じように思える結婚生活を送りたいなと美月は思った。

「なるほど。その理屈でいくと、俺たちも孫にうるさく結婚をすすめることになりそうだな」

　美月の顔をのぞいて、晴馬は不敵に笑う。

　それから、ふと思いついたように善次郎がポンと手を叩く。

「おぉ、そうじゃ。今しがた、東西鉄道の本間専務に会ったぞ。ほれ、以前にホテルのラウンジで……」

「あぁ、本間さんのお父さまですよね」

　由奈と省吾と最後に会ったときのことを思い出す。もうあのふたりへの怒りなどかけらも残っていないので、美月は穏やかな口調で善次郎に尋ねた。

「本間さんたちのこと、お父さまはなにか話していましたか？」

（彼女、もうだいぶおなかが大きくなっている頃よね？）

　明るい話題が返ってくるものと思っていたが、意外なことに善次郎は渋い顔になる。

「いやぁ、あのふたりは破局してしまったみたいじゃ。なんでも、婚約者の彼が多額の借金をこしらえたとかで……本間専務も弱りきっておった」

　美月と晴馬は思わず顔を見合わせる。

「まぁ、納得の結末だな。因果応報ってやつだろう」

　晴馬の声はものすごく冷たい。美月と違って、彼はまだご立腹のようだ。

「そうだ、晴馬」

　美月には、由奈たちよりずっと気になっている人がいる。

「殉職された同期の方の……奥さまはどうしているの？」

「あぁ、消防士の仕事をやめてしまうんじゃないかとみんな心配してたんだけど……復帰してバリバリ働いてるよ。夫の夢は自分が継ぐんだって、がんばってる」

　答える晴馬の表情はとても嬉しそうだ。

「そっか。強くて、素敵な人だね」

「そのうち会う機会もあると思うから、紹介するよ」

「うん、楽しみにしてるね」




　それから、美月は北原の親族一同にあいさつをして回る。自分のような庶民が受け入れてもらえるのか心配していたけれど、彼の親族は晴馬によく似た、からりと明るい人ばかりで盛大に歓迎してもらえた。とくに晴馬の義姉である渚とはすごく気が合って、お喋りに花が咲く。なんと彼女は妊娠中だそうで、少しおなかが膨らみはじめていた。

「来年の春には、晴馬も叔父さんかぁ。楽しみだね！」

「あぁ」

　甥か姪の誕生を晴馬も心待ちにしている様子だ。

「赤ちゃん……ちょっと羨ましくなっちゃったな」

　幸せそうな渚の姿を見ていたら、自然とそんな気持ちが湧いた。でも、晴馬には意外なひと言だったようだ。

「驚いたな。美月はもうしばらく、仕事モードかと思ってた」

　もちろん仕事もがんばりたい。それに、子どもがいてもいなくても、彼との結婚生活は間違いなく幸福なものになるだろうとも思う。だけど――。

「そうなんだよね。自分でも驚いているんだけど、ただ純粋に……晴馬との子なら、早く会ってみたいなって思うんだ」

　晴馬は優しい笑顔を返してくれる。

「俺も、美月との子に会ってみたい。あぁ、でもじいさんが新婚旅行はドバイに遊びに来いって言ってたな。すぐに妊娠したら難しくなるかな？」

「わ～、それは絶対に行きたいね」

　晴馬とふたりきりのドバイ旅行、想像するだけでワクワクする。

　家族が増えてほしいという願いと、もうしばらくふたりきりでいたい気持ちが同じ重さでせめぎ合う。幸せすぎる悩みだ。

「じゃあ子どものことは、結婚式と新婚旅行が終わってから考えようね」

　ニコニコする美月の耳元に顔を寄せて、晴馬が艶っぽくささやく。

「ハネムーンベビーを狙うのはどうだ？」

　ボンッと音を立てそうな勢いで顔が熱くなった。

「ハネ、ベビーって……そんな直接的な……」

　アワアワする美月に、晴馬の愛おしそうな眼差しが注がれる。

「そうだ。迅さん夫妻からも家に遊びにおいでって誘われているんだった。来月辺りで調整してもいいか？」

「嬉しい！　楽しみだな。レスキュー隊員の妻の心得をあらためて聞きたいと思っていたから」

「う～ん、あのふたりは『身体を鍛えろ、筋トレしろ』しか言わなそう。夫婦揃って脳筋だから」

　苦笑交じりに彼が言う。

「なるほど。筋トレかぁ、私もしてみようかな！」

　両のこぶしを握って決意表明をする美月に、晴馬は目を丸くする。

「急にどうしたんだ？」

「だって……」

　美月は背伸びをして、彼の耳元に顔を寄せる。

「助けてもらうばかりじゃなく、私だって晴馬の力になりたいから」

　返ってきたのは、愛する人のとびきりの笑顔。

　なにがあってもこの笑顔を守るんだ、美月はそう心に誓った。

ＥＮＤ
















特別書き下ろし番外編










番外編　アラビアンナイトはとびきり甘く




　一年後、十月。東京を発って約十一時間。美月と晴馬はアラブ首長国連邦の中心都市、ドバイにおり立った。

「うわぁ～。近未来の世界だ」

　大きく口を開けた、ややまぬけな顔で美月はそびえ立つ高層ビル群を見あげた。なかでも、世界一高い建物として知られる『ブルジュ・ハリファ』の姿には圧倒される。八百メートル以上という高さのインパクトもすごいが、デザインも洗練されていて美しい。

「子どもの頃に想像していた、未来の街並みそのままだね～」

　その言葉に隣の晴馬もうなずく。

「今から向かう、人工島の『パーム・ジュメイラ』もまさにＳＦ映画の世界だよ」

　パーム・ジュメイラはペルシア湾に浮かぶ、リゾート島。善次郎いわく『ラグジュアリーという言葉が世界一似合う場所』とのことだ。

「ＳＦ映画かぁ、ワクワクしちゃう。おじいさまとはそこで待ち合わせなのよね？」

「そう。本土と繋がっているから車でも行けるけど、せっかくだからモノレールに乗ってみるか」

「うん」

　晴馬は善次郎に会うために何度か訪れたことがあるようで、こちらの事情に詳しかった。

「思っていたほどは暑くなくて、よかった」

「もうすぐ冬季に入るからな」

　ドバイ観光に最適なシーズンは冬季に当たる十一月から三月までといわれている。もう十月も下旬なので、わりといい季節に来ることができた。

　さらりとした素材のロングワンピースに薄手のカーディガンという格好がぴったりだった。初めて会ったときに善次郎からもらった純金のネックレスも、ドバイらしくていい感じだ。

「でも、日差しの強さがやっぱり日本とは違う」

　晴馬は輝く太陽を見あげ、まぶしそうに目を細めた。

　強い日差しが生み出す、くっきりとした光と影のコントラスト。街全体にスパイスのような香りが漂い、道ゆく人々は全身をすっぽりと覆う伝統衣装に身を包んでいる。なにもかもが東京とは違っていて、異国に来たことを実感する。

「初めてのドバイ、すごく楽しみだな。晴馬と一緒に来ることができて嬉しい」

　自然と笑顔がこぼれた。

「ドバイは治安のいいところだけど、それでも日本とは違うから。絶対に俺のそばを離れるなよ」

　男らしい声でささやかれ、美月の心臓が小さく跳ねる。

（婚姻届を出して正式な夫婦になったし、結婚式もふた月前に無事に終えたけど……）

　いまだに、いや、ますます……晴馬への好きは大きくなるばかりだった。そして、嬉しいことにそれは自分だけではないみたいで。

「美月になにかあったらって、想像するだけで心臓が止まりそうだから」

　愛情の伝わる優しい言葉が、美月の胸を焦がす。

「さ、最近の晴馬はちょっと過保護すぎると思うんだけど……」

　照れ隠しに、口調がややぶっきらぼうになる。でも赤く染まる頬は隠せていないし、彼にはきっとお見通しだろう。

「大事なものを守りたいと思っているだけだ」

　そんなふうに言って、晴馬は優しくほほ笑む。

「美月を愛してるから、全力で大切にしたい」

　次々と繰り出される甘い爆弾に、美月はもう陥落寸前だ。

「だ、大胆にもなったよね」

　晴馬の瞳がいたずらっぽく細められる。

「せっかくの新婚旅行だし？　逃がさないから覚悟しておけよ」

　誰よりも青空が似合う、その笑顔に美月の胸はキュンと高鳴る。




　ヤシの木を模した形の人工島、パーム・ジュメイラ。ここには名立たる高級ホテルが集まっており、美月にとっては楽園のような場所だ。

「じいさんとの待ち合わせ場所はあそこ」

　晴馬が指さす先に、宮殿のような建物が見える。海底世界をモチーフにしているという一番人気のホテルで、大型プールなどの施設も併設されていて宿泊客以外にも多くの観光客が訪れるそうだ。

　善次郎が予約してくれたのは、このホテル内にある高級レストラン。伝統的なアラブ料理が楽しめる人気店とのこと。

　店内に足を踏み入れたふたりは、そこに広がる空間に目を瞬く。

「すごい、海のなかにいるみたい」

「本当だな」

　爽やかな白とブルーで統一されたインテリアにゴージャスなシャンデリア。そして中央には大きな水槽、いや水槽というよりは水族館のなかにレストランがあると言ったほうが正しいかもしれない。

　カラフルな魚たちが優雅に泳ぐ姿に、みんなうっとりと見入っている。

「お～い、こっちじゃ」

　奥の席にいた善次郎が腰を浮かせて、美月たちに手を振った。

　あらためて、彼にあいさつをして向かいの席に腰をおろす。料理は善次郎がオススメの品をアラカルトで頼んでくれた。

「アラブ料理は初めてです」

　食材や味はどんな感じなのか、美月はふたりに尋ねてみる。

「意外とさっぱりした味のものが多くて、食べやすいよ」

　晴馬が言うと、善次郎もうなずいた。

「そうそう、年寄りにはありがたい」

　最初にテーブルに届けられたのはデーツとアラビアコーヒー。

「これはこの地の伝統じゃな。砂漠の民たちはデーツとコーヒーで客をもてなすそうだよ」

「わぁ、素敵ですね」

　現地の文化を体験できるのは、旅行の一番の楽しみだ。広大な砂漠をゆく遊牧民に思いをはせながら、美月はデーツを口に含む。干し柿によく似た、濃厚な甘みがコーヒーに合う。

　ひよこ豆のコロッケ、日本では添えものになりがちなパセリをメインとしたサラダはオリーブオイルとレモンで爽やかに。イスラム教国なので豚肉は出てこないけれど、牛や羊を使った肉料理はスパイシーでとてもおいしい。

「食事が終わったら観光に案内しよう。どこへ行きたい？」

　善次郎の質問に晴馬が答える。

「今日は着いたばかりだし、ビーチエリアでのんびりショッピングかな？　夜はここに戻ってくるから、あまり遠出もしたくないし」

　今夜は、このパーム・ジュメイラ内にある善次郎の家に泊めてもらう予定になっている。

（こんなセレブな場所で暮らしているなんて……おじいさまってあらためてすごい）

　きっとご近所さんは著名人ばかりなのだろう。

「明日は歴史地区を回ってから、デザートサファリに行こうと思ってる」

　デザートサファリとは砂漠ツアーのことだ。今いる辺りは最先端の洗練された街並みが広がっているが、ドバイには伝統的なアラビアンムードたっぷりの場所も多い。明日はそちらを楽しむつもりでいた。

「あぁ、それはいいプランじゃな。じゃあホテルもあの辺りで？」

「はい。ドバイは素敵なホテルが多すぎて、迷いに迷ったのですが……ここでしか体験できない砂漠のなかのホテルにしました」

　明日からの二泊は善次郎の家ではなく、ホテルを予約してある。

『客の立場を味わうのもいい勉強になるだろう？　それに、せっかくの新婚旅行にずっとお邪魔虫がいるのは俺が嫌だ』

　そんなふうに笑って、晴馬が提案してくれたのだ。




「わぁ、ドバイの海ってすごく綺麗なのね」

　ビーチリゾートのイメージはあまり持っていなかったけれど、白い砂浜とコバルトブルーの海面のコントラストがとても美しい。そして、澄んだ空を色鮮やかなたくさんのカイトが泳いでいる。

「このカイトサーフィンの風景もドバイ名物のひとつじゃな」

　凧たこを動力として利用することで、普通のサーフィンより速度が増してアクロバティックな動きが可能になるそう。

　ドバイで人気のスポーツだと善次郎が教えてくれる。

　海上だけでなく、浜辺で普通の凧あげを楽しんでいる子どもも多い。

「日本だと正月遊びのイメージが強いから、新鮮だな」

「うん」

　美月はスマホを取り出しながら、ふたりに声をかける。

「写真、撮りませんか？」

「おぉ、いいな。だが、ドバイは写真撮影のルールが厳しいから十分に注意が必要じゃ」

　善次郎の忠告に晴馬がうなずく。

「その辺りはちゃんと勉強してきたよ」

　ドバイでは、日本のように気軽な気持ちで写真撮影をしていると思わぬ注意を受けることもあるそうだ。まず、写真を撮るときにほかの人が写り込んでしまうとそれだけでＮＧ。軍事施設や空港の撮影もタブーとされている。

「空港は記念に撮影したい気持ちもあったけどな。あと、美月と手を繋ぐこともできないのは……ちょっと残念だ」

　ドバイはイスラム教の国なので、公の場でのキスやハグはもちろんのこと、手を繋ぐスキンシップすら眉をひそめられてしまう。

「白い目で見られるくらいで済めばいいが、度が過ぎると逮捕される場合もあるからの。気をつけろよ、晴馬」

「はいはい、わかってます」

　晴馬は両手をあげて降参のポーズをとった。

「でも、こういう文化の違いも旅の醍醐味だよね。なにもかもが新鮮ですごく楽しい」

　美月は満面の笑みを浮かべる。

　ルールを守ったうえで、三人はフォトタイムを楽しんだ。最後は綺麗な海を背景に、晴馬とのツーショットを撮ってもらう。

「うん、ばっちりじゃ。いい写真が撮れたぞ」

　善次郎の明るい声が高い空に響いた。

　夕刻。パーム・ジュメイラの別荘地にある善次郎の邸宅はとんでもない豪華さで、美月は腰を抜かしそうになった。ビーチが目の前で、庭には背の高いヤシの木。どこを切り取っても絵になり、ラグジュアリー感があふれ出ている。

　屋上で夜風に吹かれながらのディナーは、とても贅沢で素敵な時間で……あっという間に夜が更けていった。




　翌日からは晴馬とふたりきりの時間。

「新婚旅行じゃからな。もう邪魔はせんよ」

　善次郎はそう言って、ふたりを送り出してくれる。

「今日のプランは歴史地区と砂漠観光ね！」

　昨日は近未来の街とビーチを堪能したので、今日はエキゾチックなムードを楽しめる旧市街を訪ねる予定だ。

「あぁ。俺としては……早めにホテルに入って、そろそろ美月と触れ合いたい気もするけどな」

　妙に艶っぽい声でささやかれ、美月はポッと頬を染める。スキンシップができない反動なのか、晴馬の台詞はいつも以上に糖度が高い。

　そんなふうに言いつつも、彼はちゃんと美月の行きたい場所に付き合ってくれた。

「すごいね、近未来から今度は中世にタイムスリップしたみたい」

　昨日まで見ていた景色との振れ幅に驚く。

　土壁の伝統的な建物が立ち並ぶ、歴史地区。細い路地は迷路のように入り組んでいて、歩いているだけでワクワクする。

　ドバイは比較的コンパクトな街なのに、驚くほどに多様な顔を持っている。

「晴馬、見て！　ラクダがいるよ～」

　広場のようなところで、二頭のラクダがのんびりと寝そべっていた。

「近くで見ると、想像より大きいね！」

　大興奮で晴馬に報告すると、彼はこらえきれないといった様子でクスクスと笑い出す。

「えっと、ごめん。私、はしゃぎすぎてるかな？」

　美月は小さく肩をすくめる。自覚はあるのだ。けれど、楽しすぎてテンションがあがってしまうのを制御できない。

（だって、お互いにシフトで働く仕事だから一緒に長期休暇を取るのってすごく難しいし……）

　急な呼び出しを心配することなく、晴馬をひとり占めできるこの時間が幸せで仕方なかった。

　晴馬は美月と目線を合わせて、甘くほほ笑む。

「謝ることないよ。あらためて、俺の奥さんは世界一かわいいなぁと実感してただけだから」

「……え、えぇ!?」

「それに俺も。今日がずっと終わらなければいいのに……って思ってた」

　同じ気持ちでいる、その事実が嬉しくて胸がキュンと締めつけられる。

「うん、本当だね」

「ほら、着いたぞ。美月の行きたがっていたスークだ」

　スークとはアラブの昔ながらの市場のことで、所狭しと並んだ露店でカラフルな雑貨などが売られている。美月のお目当てはバブーシュだ。踵かかとを踏んで履くスリッパのことで、せっかくなら本場のものが欲しいと狙っていたのだ。

「お揃いにしない？　晴馬がシルバーで、私がゴールド」

　男性にも違和感のないシンプルな刺繍のものを手に取って提案する。

「いいな。でも美月はこっちの華やかなのも似合いそう」

　晴馬が手にしたのは、鮮やかなフューシャピンクにキラキラのビーズで装飾された一足。

「わ、それも素敵！　これだけあると迷うね」

　ショッピングのあとは、雰囲気たっぷりのカフェでお茶を。

　夕方からはいよいよ、この旅一番の目玉であるデザートサファリに出発する。

　ふたりを乗せた四輪駆動の車は、まるでジェットコースターのように砂漠を駆け抜けていく。途中でラクダに乗り換えて、今度はゆったりと壮大な風景を楽しんだ。

「わぁ、どこを向いても地平線が見える。大迫力だぁ」

「東京じゃ見られない景色だな」

　こちらの目を楽しませてくれるかのように、夕日はゆっくりと地平線に沈んでいく。

　砂漠の夕日の赤はとても鮮烈で、空も砂地も、すべてが真っ赤に塗り替えられていった。

　自然の圧倒的な美しさ。美月も、隣の晴馬も、言葉もなく見入ってしまう。

「はぁ、すごいものを見ちゃった。一生の思い出だね」

「――あぁ」




　今夜の宿は、この広大な砂漠に突如現れたオアシスのような宮殿。オレンジ色のランプの明かりに浮かびあがるその全貌は、なんともきらびやかだ。

「アラビアンナイトの世界だな」

「うん」

　ふたりが宿泊する部屋は独立したヴィラタイプ。扉を開けた美月は、アラビアンムードたっぷりの部屋に感嘆の声をあげる。

「すごく素敵！　砂漠の王さまになったみたい」

　日本や欧米のホテルでは、この雰囲気はなかなか味わえないだろう。

　アラベスク柄の深紅の絨毯。美月はその上を歩いて、窓辺に向かった。

「見て、晴馬。最高の景色だよ」

　掃き出し窓を開けて外に出た。プライベートプールのついた広々としたテラスからは、どこまでも続く砂丘群を眺めることができる。

　砂漠は寒暖差が大きい。暑かった昼間が嘘のように、美月の髪をなびかせる風はひんやりとしていた。

「静かだね」

　広大な敷地のわりに客室数は決して多くない、とても贅沢なホテルだ。この広い砂漠のなか、晴馬とふたりきりでいるような気分に浸れる。

　美月に続いて外に出てきた彼に、背中をそっと抱かれた。

「やっと、美月に触れられる」

　言いながら、彼は白いうなじにキスを落とす。背中から伝わる晴馬の熱に、ドキドキしてしまう。

「やっぱり入籍後に来ることにして、よかったよね。婚約者のままだと、同じ部屋に泊まれなかったかもしれないし……」

　最近はＯＫにしてくれているホテルも多いそうだが、この国では原則として未婚の男女が一緒の部屋に泊まるのは歓迎されない。善次郎からそんな話を聞いていたので、正式な夫婦となってから訪れることにしたのだ。

「……別々の部屋は耐えきれないな」

　切実な声でぼやく晴馬がかわいくて、美月はクスリとする。

「美月。こっち向いて」

　どこか甘えたような声。美月が軽く振り向くと、すぐそばに熱をはらんだ晴馬の瞳があった。毎日見ていても、惚れ惚れしてしまう美しい顔が近づいてくる。

「――愛してる」

「……んっ」

　私も。そう答えようとした唇は彼のキスで塞がれた。じっくりと味わうように、晴馬は角度を変えながら幾度も口づけを繰り返す。

　しばらく堪能したあとで、彼は悩ましげなため息とともに言った。

「これ以上してたら、止められなくなるな。もうすぐディナーの時間なのに」

　白状すれば美月も同じだった。晴馬のくれるキスは極上に気持ちがよくて、抜け出せなくなってしまう。

「う、うん。そろそろ着替えをしようか」

　ホテルのオプションサービスで、民族衣装を貸してもらえることになっていた。それを着て、ディナーを楽しめるのだ。

　こちらの男性が着ている、涼しげな白い服はカンドゥーラと呼ぶそう。

「着方はこれで合ってるのかな？　変じゃないか？」

　着替えを終えた晴馬が少し不安そうに、自身の衣装に視線を落とす。

「ばっちりだよ！　すごく素敵」

　晴馬は白がよく似合うし、カンドゥーラを着ると彼の生まれ持った気品がより一層際立つように思えた。海外ロマンス小説に登場する砂漠のシーク、そのものといった感じだ。

「ＡＨＲのオレンジの制服の次に、晴馬に似合う衣装かも！」

　凛々しい彼の姿に美月は大興奮だ。

「美月も。そういう鮮やかな色、よく似合うよ」

　こちらを見つめ、晴馬は優しく目を細める。

「本当？　ありがとう」

　女性の衣装はアバヤ。現地の女性は黒いアバヤを着るのが一般的なようだが、ホテルのレンタルはあくまでも観光客へのサービスなのだろう。カラフルでキラキラした刺繍が入ったものなども取り揃えられていた。美月が選んだのは、砂漠の地に映えるロイヤルブルーのアバヤだ。

「風通しがよくて、とっても着やすい」

　美月はその場でくるりと一回転してみせる。長い裾がエレガントに揺れて、高貴な女性になった気分だ。

「お酒もやっと解禁だな」

「あはは、それも楽しみ」

　日本との文化の違いは多々あるけれど、旅行客を一番悩ませるのはこのお酒のルールかもしれない。イスラム教徒は原則として飲酒を禁じられているので、ドバイではお酒を飲める場所も買える場所もかぎられている。コンビニで気軽に購入し、公園などで飲酒しても許される日本とはえらい違いだ。とはいえ、こういった観光客の多いホテルではお酒も提供されるので、それも今夜のディナーの楽しみのひとつだった。

「じいさんの家には、アルコール類はいっさい置かれてなかったもんな」

　善次郎は『郷に入っては郷に従え』をモットーにしているらしく、こちらではほとんど飲まないそう。

「まぁ、健康を考えるといいことか」

「そうね。いつまでもお元気でいてほしいし」

「……ひ孫たちに百歳を祝ってもらうのが次の目標らしいぞ」

　善次郎らしいパワフルさに、美月はクスクスと笑う。

（私たちの子が生まれたら、きっとすごく喜んでくれるんだろうな）

　大はしゃぎする彼の様子が目に浮かぶようで、その日がすごく楽しみになる。

（晴馬の赤ちゃん……授かれるといいなぁ）

　美月の心情を見透かしたみたいに、晴馬が意味ありげにニヤリとした。




　ホテルの屋上にある、眺望が抜群のレストランでのディナー。ロータイプのテーブルに料理が並び、客は絨毯の上に座って食べる、こちらの伝統的な食事スタイルだ。

「うん。日本人としては、すごく落ち着く感じ」

「ちゃぶ台に正座、と近いスタイルだもんな」

　おいしいお酒と料理をリラックスして楽しんだ。

「もうすぐショーが始まるみたいだぞ。マジックとベリーダンスだって」

　レストランの真ん中はショースペースとして広く空けられており、そこでダンサーたちが踊ってくれるのだろう。

「ベリーダンス！　あの、セクシーなやつだよね？」

　楽しみだと言いかけて、美月ははたと口を閉ざす。

（スタイル抜群の美女たちがセクシーな衣装で踊るんだよね？　なんとなく……晴馬がそれを見るのは……）

　ヤキモチを焼いてしまう気持ちと、そんな器の小さい自分を嫌悪する気持ち。美月の心中は複雑だ。考えていることが顔に出ていたのだろうか。

　晴馬がクスッと口元を緩める。

「もしかして、俺がダンサーに夢中になるのを気にしてる？」

「うっ」

　言葉に詰まる美月に、彼はとびきり甘くほほ笑む。

「心配ないよ。俺の脳は、美月以外を女性とは認識しない仕様になってるから」

「……晴馬」

　ツッコミ役の善次郎が不在なので、すっかりふたりの世界に浸ってしまう。

　食後のデザートのタイミングで、ダンサーたちがステージ中央に登場した。お国柄のせいか、こちらのベリーダンサーはあまり露出度の高くない衣装を着ており美月の心配は杞き憂ゆうに終わった。情熱的なダンスはとても素晴らしく、美月は力のかぎりの拍手を送る。

　その後に登場した男性のマジックもクオリティが高く、どんな仕掛けになっているのかさっぱりわからない。

「え～、今のどうやったんだろう？　魔法みたい！」

「たしかに。種明かしをしてほしくなるな」




　おなかも満たされ、ちょうどよいほろ酔い加減。部屋に戻ったふたりは、テラスのプールサイドに設置された大きなソファに並んで座る。

「砂漠の夜は、さすがに冷えるな」

　晴馬が言いながら、美月の肩をふわふわのブランケットで包んでくれる。

「うん。あんまり長くいると風邪を引いちゃいそうだね」

　冬仕様のカーディガンを着ていても、肌寒いくらいだ。それなのにふたりが外に出たのには理由があった。

「でも、この星空を見ないでは日本に帰れないよな」

「うん」

　ふたり同時に夜空を仰ぐ。明かりのない砂漠だからこその、見事な星空がそこに広がっていた。深い藍色の空できらめく無数の星たち。

　東京とは、見える星の数が違うのだろう。降るような、という表現がこれ以上ないほどしっくりくる。手を伸ばせば、届きそうな気がした。

「すごい……なんてロマンティック。こんなに素敵な景色を一緒に見られて、嬉しいな」

　美月はそっと彼の肩に頭を寄せる。視線を感じて、少し上を向くと優しい彼の笑顔に会えた。

「これからも、一緒に色んなところへ出かけよう。美月となら、どこでなにを見ても最高の思い出になるだろうから」

「うん」

　晴馬の大きな手が美月のそれに重なる。繋いだ手から互いの愛情が伝わる気がした。

　しばらく星空を眺めたあとで、晴馬が言う。

「そろそろ、なかに入ろうか」

「え～。せっかくの星空だから、もう少しだけ」

　美月は思わず、彼を引き止めた。上目遣いに晴馬を見つめ、正直な気持ちを伝える。

「……すごく幸せで、この夜が終わってしまうのが惜しくて。だから、もうちょっと……」

　すると、晴馬は急に立ちあがり美月をひょいと横抱きにした。

「誰が終わりにするなんて言った？　夜はこれからだし、この星空に負けないくらいロマンティックにするつもりなんだけどな」

　満天の星を背景にした、晴馬の不敵な笑みが迫ってくる。

「……察してよ。美月に触れたくて、もう限界ってこと」

　唇が重なる。夜風がひんやりと冷たいから、キスの熱さがより際立つ。唇を割って、舌がねじ込まれる。からめとられて、強く吸われ……貪るような激しいキス。

「んっ、はぁ」

　キスだけで、晴馬は簡単に美月の身体に火をつけてしまう。頭がふわふわして、なにも考えられない。美月は彼の首に腕を回し、ギュッと抱き締めた。

　お姫さま抱っこで寝室まで運ばれて、ベッドに浅く腰かける。隣から自分をのぞいてくる彼の表情はとんでもなく色っぽく、それを見るだけでおなかの奥が切ない疼きを訴えた。

「借りものを汚すわけにはいかないし、脱がせていい？」

　美月も晴馬も、まだホテルで借りた民族衣装に上着を羽織っただけの格好だった。

「この衣装、美月が着るとすごく色っぽい。……煽られてる気分になる」

　苦笑しながら、晴馬は優しい手つきで美月のアバヤをほどいていく。肩や背中に彼の指先が触れる。それだけで、やけにドキドキして甘い吐息がこぼれそうになった。

　美月を下着のスリップ姿にした彼が、今度は自分の服を脱ぎはじめる。慣れない衣装に少し手間取っている様子で、美月に「手伝って」と笑いかける。

「う、うん」

　衣装の裾を持ってあげるなどして彼を手伝う。服を脱ぎ捨ててしまうと、晴馬の芸術品みたいな背中があらわになった。

　直接触れたい、その欲望にあらがえず首から肩のラインを指先でなぞる。ゾクリとする快感が美月の全身を貫いた。

（どうしよう、なんだかすごく……）

「美月、どうかしたか？」

　軽く振り向いた晴馬が心配そうに顔をかしげる。

「……ううん」

「顔、真っ赤だけど？」

　指摘されると、ますます美月の頬は赤くなった。両手で触れると、すごく熱くなっているのがわかった。これでは、ごまかしようもないので恥を忍んで白状する。

「私……すごく、いやらしいのかもしれない。晴馬にちょっと触れられただけで、触れただけで……ドキドキして……晴馬が欲しくてたまらなくなってる」

　伸びてきた彼の腕にからめとられて、気がついたら逞しい胸のなかにいた。耳元に唇を寄せて、彼がささやく。

「そんなの、俺はいつもだ。自分でも呆れるくらい、いつだって美月に触りたいし、抱きたいと思ってる」

「は、るま」

　彼の長い指が顎をすくう。

　さっきよりも、もっと深くて熱い口づけ。キスだけでどうしようもないほどに感じてしまい、体内の泉が満ちていくのがわかる。

「ふっ、んんっ」

　晴馬がどさりと美月をベッドに組み敷く。

「その声、もっと聞かせて。聞けば聞くほど、滾るから」

　膝立ちでこちらを見おろしていた彼が、ゆっくりと覆いかぶさってくる。

　今夜の晴馬はいつも以上に男らしくてセクシーで、声音や指先で美月をグズグズにとろけさせた。キスは唇から首筋をなぞり、鎖骨のくぼみを舐めあげる。

「あっ、あぁ」

「ここが好きなんだ。美月の身体、どこも感じやすくてかわいいな」

　晴馬は美月の弱いところを的確に探り当て、攻め立ててくる。

「こっちも弱いのは、知ってるから」

　ふぅと耳孔に息を吹きかけられると、美月の肩はビクリと跳ねた。そのまま、耳の裏や耳たぶをしゃぶられ、美月の口からあられもない声が漏れる。

「や、あ、んっ」

　晴馬の指がスリップの肩紐に差し入れられ、するりと脱がされる。この旅行のために準備した、いつもよりセクシーな赤い下着が晴馬の眼前にさらされた。

「こんな色っぽい下着、そんなに俺を興奮させたかった？」

　晴馬の瞳が少しばかり意地悪に光る。

　ベッドのなかでの彼が意外とドＳなこと。もう知っているけれど……それでも肌を合わせるたびに、悔しいくらいにドキドキさせられてしまう。

　赤い下着の上から、彼の大きな手がやわやわと胸に触れる。けれどすぐに、我慢できなくなったようだ。晴馬の指がクイッと下着を押しさげる。あらわになった白い膨らみと桃色の果実。ちょっと荒っぽく揉みしだかれると、美月の身体もすぐに変化しはじめた。

「ん、んんっ」

　大きな手のひらが頂を押しつぶすたびに、そこがじんわりとした熱を帯びる。ささいな快感まですべて拾おうとして、胸全体がすごく敏感になっていく。

　美月の一番弱いところ。晴馬はそこを指の間に挟んで、焦らすようにもてあそぶ。

「あんっ、あぁぁ」

　それがたまらなく気持ちよくて、美月は大きな喘ぎ声をあげてしまう。

「これが好き？　もっと欲しい？」

　欲望と羞恥がせめぎ合って、ほんのわずか前者が勝つ。恥ずかしさに瞳を潤ませながらも、美月はうなずいた。

「あ、あ、やぁ」

　絶え間なく続く晴馬の愛撫に、そこはツンと硬くとがっていく。

「……食べ頃だ」

　晴馬はふっとほほ笑み、果実を口に含む。舌先で転がし、チュッと音を立てて吸う。

　指先で触れられるより数段上の甘い刺激に、美月の理性は溶けてなくなる。

　むき出しになった本能が晴馬を求めて、自身の胸元にあった彼の頭をかき抱く。

「……晴馬、好き。大好き！　ずっと、こうしていたい……」

　熱に浮かされたように美月はつぶやく。

「いいよ。明日はどこへも行かず、ここでこうしていようか」

　美月の睦言に、彼は甘い答えを返してくれた。

　だんだんと彼の手が下腹部のほうへ伸びていく。時間をかけてたっぷりと愛し尽くされたので、美月の秘部はすでにしっとりと潤い、彼を待っている状態だった。

　指先が花芽をかすめる。それだけでとろりと蜜がこぼれた。クチュンとはしたない水音を立てて、太い指が狭い道を進んでいく。

「ふっ、んん」

「声、我慢しないで。聞きたいと言っただろう」

　ゾクゾクする艶めいた声に命じられ、美月は自分を解き放つ。

「あ、あんっ」

　自分の発した淫らな声に煽られて、感度はますます高まっていく。

「は、るま。ダメ、もう……なにかきちゃう」

　足先にギュッと力が入る。波のように寄せてくる大きな快感をどうにか逃がそうとするけれど、もう限界が近い。

「――見せて、美月が気持ちよくなるところ」

　甘い声が美月を高みに押しあげる。次の瞬間、頭のなかでなにかが爆ぜた。

　一気に弛緩した美月の身体を晴馬が優しく抱き締めてくれる。

「あぁ、かわいいな」

「……晴馬ばっかり余裕で、なんかずるい」

　涼しげに見える彼の表情に、美月はむぅと頬を膨らませる。思えば、いつもこうなのだ。美月ばかりが翻弄され、気持ちよくなってしまって……たまには同じくらい余裕を失う彼を見てみたいのに。

「余裕？」

　意外な言葉を聞いたという顔で晴馬は目を瞬く。

「うん。私ばっかり、いっぱいいっぱいで――」

　その台詞を遮って、晴馬は唇を重ねてきた。熱く、激しいキス。劣情のにじむ瞳が美月をつかまえる。

「――これでも、俺に余裕があるように思える？」

　ギュッと強く美月を抱きながら、彼が言う。下腹部の辺りで、杭のように硬くなったものの存在を感じる。

（あ、晴馬もちゃんと……）

　彼は美月の手を取ると、自身のそこにそっと導く。美月がほんの少し指先で撫でただけで、晴馬はくぐもった声を漏らした。

「美月が欲しくて、俺はもうとっくに限界をこえてる。だから、いいか？」

「……うん。私を、晴馬で満たして」

　指先を絡めてしっかりと手を繋いでから、晴馬が腰を沈めてくる。世界中の誰よりも愛おしい人を、自身のなかに迎え入れる。その喜びに美月の瞳が潤む。

「悪い、痛いか？」

「ううん。嬉しくて、幸せで」

「そっか。――俺も、ものすごく幸せだ」

　見つめ合って、甘いキスを交わす。小刻みだった律動がだんだんと激しさを増していく。

「愛してる、愛してるよ、美月」




　たっぷりと愛し合ったあと。

　ベッドのなかでイチャイチャしながら他愛ない話をする。

「えっと、明日……あ、もう今日だね。晴馬はどこへ行きたい？」

「どこにも行かない」

　力いっぱい美月を抱き締めながら、晴馬はそんな答えを出す。

「美月からのおねだりだっただろ？　『ずっと、こうしていたい』って」

　どこか意地悪に響いた彼の台詞に、美月は頬を染める。

「うっ、言ったけど……でも、あれは……」

　ベッドのなかでの睦言というやつだろう。

「ダメ、約束は約束」

　晴馬は極上にかっこいい笑顔で宣言する。

「今日はホテルにこもって、何度でも美月を抱くから。ＮＯは聞かない」

「……嫌なわけじゃないけど」

　ただ恥ずかしいだけなのだ。それが伝わったのだろう、晴馬は嬉しそうに目を細めて美月の額にキスを落とす。

「ハネムーンベビー、俺は本気だよ」




　それから、月日は流れて四年後。

　狙いどおり？のハネムーンベビーは、まさかの双子で……家族四人の日々は予想以上に賑やかで幸せなものになった。

　かわいい息子たち、数かず馬まと賢けん馬まはもう三歳。ふたり揃って重度のママっ子だ。

「ママはカズの～！」

「ケンのママだぁ！」

「ふたりとも、そんなことで喧嘩しないでっ」

　右脚に数馬、左脚に賢馬が抱きついていて美月は身動きがとれない。さらに……背中にギュッと晴馬が抱きついてくる。

「ふたりとも知らないのか？　ママはずっと昔から……パパのものと決まってるんだ」

　晴馬の余計なひと言で、双子はますます騒ぎ出す。

「も～、晴馬ってば。大人げないこと言わないの！」

　抗議に膨らませた美月の頬に、晴馬がチュッとキスをしてくる。

「そう言われても、これだけは譲れないからな」

「も、もうっ」

　こんな甘い台詞で誘惑されたら、怒るに怒れなくなってしまう。大好きな三人から熱烈に求愛されて……美月の毎日は信じられないほどに幸せだ。




ＥＮＤ










あとがき




　最後までお読みいただき、ありがとうございます。作者の一ノ瀬千景です。

　今作のヒーローは、逞しい消防士さん！

　担当さまのアイディアで実現した企画なのですが、消防士さんには想像以上に様々な職種があり、どこを舞台にするかはとても悩みました。選んだのは、ヘリから救助活動を行うエアハイパーレスキュー部隊。下調べのために、資料を読んだり、レスキュー隊を特集した番組を視聴させてもらったりしたのですが……とにかくものすごくかっこよくて！　途中からお仕事を忘れて夢中になってしまいました。

　この素敵さを少しでも伝えられる物語にしたいなという気持ちで、今作は執筆しています。ヒロインのホテリエという仕事もすごくかっこいいんですよね～。




　晴馬は王道の爽やかヒーローを目指してみようと思ったのですが、実は……あまり書いたことのないタイプで大苦戦でした。美月は強そうに見えて、実はもろい一面もあったり。そんなふたりの背中を押してくれる、迅さん＆善次郎おじいちゃんもお気に入りです。

　番外編の舞台はドバイ！　晴馬は熱い男なので、きっと砂漠が似合う！と思って決めました。カップルのスキンシップにここまで厳しいとは知らず、最初はふたり仲良く手を繋いで観光する描写をしていたのですが……刊行前に気づけてよかったです。新婚旅行でつかまってしまったら、あんまりですからね。ドバイのお料理はとてもおいしそうで、いつか行ってみたいなと夢が膨らみました。




　カバーイラストは二羽鶏先生です。凛々しい晴馬、かわいい美月、そしてＡＨＲの真っ赤なヘリ、最高のカバーに仕上げていただきました。

　二羽鶏先生、いつもお世話になっている担当さま、本書の刊行にたずさわってくださった方々、そして応援してくださる読者さま、本当にありがとうございました。また次作でお会いできるよう、精進したいと思っております！




一いちノの瀬せ千ち景かげ
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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エリート消防士は揺るがぬ熱情で一途愛を貫く


～３か月限定の妻なのに愛し囲われました～
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